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第 1章 はじめに 
翻訳は異文化間交流の重要な手段であるが、原文と等価であることを目指す翻訳にとっ
て最大の問題のひとつが、文化的相違をいかに訳文上に実現させるかということである。 
本研究で取り上げる文化的相違とは、対人関係における配慮（ポライトネス）や攻撃（イ
ンポライトネス）の表現である。対人関係の表し方が文化によって異なるとき、対人関係
への「等価な配慮・攻撃」はどのように実現されるのかは、翻訳にとって大きな課題の一
つである。 
本章では、はじめに（イン）ポライトネスが機能的に等価な翻訳を実現する要素の一つ
であることを見たうえで、本研究の目的について述べる。 
1.1 研究背景 
円滑な人間関係を維持するためには、コミュニケーションにおいて、相手の欲求や気持
ちなどに対する配慮を表明することが必要である。Brown & Levinson（1987）（以下、
B&L）によれば、ポライトネスとは、攻撃の可能性を前提としつつ、それを和らげようと
努め、潜在的に攻撃的な当事者間のコミュニケーションを可能にすることである（B&L：
1）。例文 (1) では、話し手は括弧内の行為を望んでいるが、相手の気持ちや欲求（窓を開
けたくないなど）を傷つける可能性に配慮し、やりたいと思う行為を「話題にする」こと
でヒントを与え、依頼を間接的にすることで、円滑な人間関係を維持しようとしている。 
(1) It’s cold in here. (c.i. Shut the window) (B&L 1987：215) 
本論文では、このような相手に対する配慮をポライトネスと呼ぶことにする。ポライト
ネスは、「断り」「依頼」「提案」「反駁」「勧誘」などの場面で、特によく見られる。こうし
た場面では、相手の気持ちや意欲などに配慮しなければ、人間関係がぎくしゃくしてしま
う恐れがあるからである。しかし、この配慮の表し方は社会や文化によって異なることが
少なくない。筆者自身もポライトネス表現の使用に戸惑った経験がある。表現の選択を誤
れば、相手の気持ちを害するだけではなく、話し手である私自身に、悪い印象を持たれて
２ 
しまう可能性がある。 
しかし、問題はそれだけではない。人は相互の関係を円滑に保とうとするばかりでなく、
あえて攻撃的になることもある。後者をインポライトネスという。Culpeper et al.（2003）
によれば、インポライトネスとは、ポライトネスとは逆に、故意に攻撃して、コミュニケー
ションを崩し、不調和を引き起こすことである。例えば、人を脅すことなどはインポライ
トネス表現の一つである。ポライトネスだけではなく、インポライトネスについても心得
ておかなければ、言葉の上でのトラブルを起こしてしまいかねない。円滑なコミュニケー
ションのためには、どちらの現れ方も明らかにする必要がある。 
（イン）ポライトネスを研究する意義は、異文化間の交流をスムーズにすることにある。
異文化間の交流手段の一つとして翻訳があるが、原文を忠実に訳すだけでは、異なる文化
間での翻訳は単に誤読を増すだけである。翻訳には言葉の等価性と同時に、文化の等価性
も考慮しなければならない。すなわち、Aという文化における行為 Xは Bという文化にお
ける Yに相当する、というようなことを考える必要がある。これを機能的等価（functional 
equivalence）と呼ぶ。Houseは、翻訳および翻訳の評価には原文と訳文両方の文脈を考
慮する必要があり、そうした文脈要素のひとつがポライトネスであるという。 
‘Functional equivalence’ ... can be established and evaluated by referring 
original and translation to the context of situation enveloping the two 
texts, and by examining the interplay of different contextual factors both 
reflected in the text and shaping it. One of these factors to be taken into 
account in making and evaluating a translation is ‘politeness’―an 
important element in achieving ‘interpersonal equivalence’. 
(House 1998: 63-64) 
もちろん、翻訳に際しては必ず機能的に等価な行為に置き換えなければならないという
ものではない。誤解を生じさせることは承知の上で直訳することもあろう。しかし翻訳者
はたとえば日本社会における行為 Xが、中国社会では違う意味を持つことを心得て、置き
換えるか否かを選択しなければならない。原文（起点テキスト source text、以下 ST）の
（イン）ポライトネス文化の翻訳が、訳文（目標テキスト target text、以下 TT、）の読者
や視聴者に原文の人間関係どのように感じさせるかを常に考慮することが重要である。 
３ 
異文化の（イン）ポライトネスについて理解し、円滑なコミュニケーション能力を身に
付け、友好な関係を立てるため、各文化における（イン）ポライトネス表現や選択の仕方
について学ぶ必要がある。その上で、異文化間交流の手段である翻訳では、機能的に等価
な表現を TT 上に反映させるかどうか、その選択と翻訳戦略とどのように関わるのかを考
察したい。 
1.2 研究の目的 
円滑な人間関係を維持する目標として用いるポライトネスも、コミュニケーションを壊
すためのインポライトネスも、できるだけ自然な会話場面での使用例を分析することが望
ましい。さらに翻訳論の立場からも、日常会話に近い日本語ドラマの台詞から（イン）ポ
ライトネス表現を集めて、翻訳における（イン）ポライトネス表現の研究を行うことにし
た。 
本研究では、日本語ドラマの台詞を ST として、日本語（イン）ポライトネス表現形式
を分析する。また、対応する中国語の字幕を TTとして、中国語（イン）ポライトネス表現
形式と比較対照することで以下の点を解明することを、研究課題とする。 
1) 日本語において、（イン）ポライトネスはどのように表現されるか 
2) 中国語字幕において、対応する（イン）ポライトネスはどのように表現されるか 
さらにその結果を基に、 
3) 日本語と中国語字幕翻訳における（イン）ポライトネス表現形式の相違は何か 
4) 日本語と中国語字幕翻訳における（イン）ポライトネス・ストラテジーに相違はあ
るか、もしあるとすれば、どのような相違か、そしてその原因は何か 
という問いに答えることが本論文の目的である。 
以上の成果は、適切なコミュニケーション能力の指導や、字幕における翻訳戦略研究に
貢献すると期待できる。 
1.3 論文の構成 
本論文における各章の概要は以下のとおりである。 
４ 
第 1章では、（イン）ポライトネス表現形式を、字幕を通して研究することの意義と、本
論文の目的と研究課題について述べた。 
第 2章では、代表的な（イン）ポライトネス理論として、Brown & Levinson（1987）
のポライトネス理論、Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス理論について概観し、
その後、Venuti（1998/2008）の自国化翻訳と異国化翻訳方略及びその具体的な分析方
法を紹介する。 
第 3章では、翻訳における（イン）ポライトネスについての先行研究を批判的に検討し、
問題点を指摘する。 
第 4章では、本研究の分析対象になる字幕テキストを紹介し、その選定理由を述べ、（イ
ン）ポライトネス表現に関するデータの収集及び分析方法を詳しく説明する。 
第 5章では、第 4章で示した分析方法に従って、字幕におけるポライトネス表現のデー
タを分析し、STと TTにおけるポライトネス表現形式を比較し、相違を考察する。その上
で、STと TTにおけるポライトネス・ストラテジーの相違を検討する。 
第 6章では、第４章で示した分析方法に従って、字幕データを分析し、STと TTにおけ
るインポライトネス表現形式の相違を探る。その後、STと TTにおけるそれぞれのインポ
ライトネス・ストラテジーを説明する。 
第 7章では、STと TTにおける（イン）ポライトネス表現の相違の原因について考察し
た上で、自国化翻訳と異国化翻訳という観点から日本語と中国語字幕翻訳における翻訳戦
略の分析を行う。 
終章では、翻訳テキストの分析結果と研究の問題点をまとめた上で、研究の意義と今後
の課題について述べる。 
  
５ 
第 2章 理論的枠組み 
この章では代表的な（イン）ポライトネス理論として、Brown & Levinson（1987）（以
下、B&L）のポライトネス理論、Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス理論につ
いて概観する。さらに、本研究が扱う翻訳方法論である Venuti（1998/2008）の自国化
翻訳と異国化翻訳理論を詳しく紹介する。 
2.1 Brown & Levinson（1987）のポライトネス理論 
B&L のポライトネス理論の中心となるのは、フェイス（face）の概念である。彼らは
Goffman（1967）のフェイスの概念に基づいて、フェイスとは「すべての構成員が自分の
ために要求したいと願う公的な自己イメージ the public self-image that every member 
wants to claim for himself」であると定義し、二つの側面を持つと主張する。ひとつは
「自分の領域・自由を侵害されたくない」というネガティブ・フェイス（negative face）
であり、もう一つは「他者に賞賛されたい、仲間に入れてほしい」というポジティブ・フェ
イス（positive face）である。また、フェイスを脅かす行為は「フェイス侵害行為」（Face 
Threatening Acts, FTA）と呼ばれる。互いのフェイスが傷つきやすい状況下で、以下の
五つのポライトネス・ストラテジーが適用される。 
・ Bald on record（以下BoR） 
補償行為をせず、あからさまに FTAを行う 
・ Positive politeness strategy（以下 PPS） 
聞き手のポジティブ・フェイスに配慮する FTAを行う 
・ Negative politeness strategy（以下NPS） 
聞き手のネガティブ・フェイスに配慮する FTAを行う 
・ Off-record politeness（以下Off-R） 
間接的に FTAを行う 
・ FTAを行わない 
具体的な表現としては、先に述べた相手に窓を閉めて欲しいという場面の場合、（1）が
６ 
相手に連想のための手掛かり（It’s cold in here「ここは寒い」）を与えて、間接的に依頼
するOff-Rの例で、（2）が相手に侵害の事実を認めて謝罪する表現（Excuse me「すみま
せん」）を使い、遠慮しつつ依頼するNPSの例、(3) が相手の願望について知っていること
を示し、同じ行動に巻き込みつつ依頼する PPSの例、(4) があからさまに命令するBoRの
例である。 
(1) It’s cold in here. (B&L 1987: 215) 
(2) Excuse me, would you mind if I close the window? 
「すみません、窓を閉めてよろしいでしょうか？」 
(3) Why don’t we close the window? 
「窓を閉めないか？」 
(4) Close the window. 
「窓を閉めろ。」 
どのストラテジーを用いるのかは FTA の「重さ」（Weightiness）によって決まる。こ
の重さは話し手と聞き手間の社会的距離（Distance, D）、聞き手が話し手に及ぼす力（Power, 
P）、当該文化における FTAの負担度（Rank of imposition, Rx）によって算出される1。
具体的な FTAの見積もり公式は以下のとおりである。 
Wx = D(S,H) + P(H,S) + Rx   (B&L 1987: 76) 
フェイスの侵害度、すなわち FTAの重さWxが小さければ小さいほどフェイスに配慮す
る度合いが低くてもよく、あからさまに FTAを行う BoRストラテジーを使用することが
可能で、逆にWxが大きければ大きいほど、間接的なストラテジーが使われる傾向がある。
ストラテジーの選択方法は図 2-1のとおりである。 
                                                     
1 Watts（2003）、Ide と Ehlich（1992a:9）によれば、負担度 Rx は社会距離 D と力関係 P に
よって決まる。例えば、タバコを求める場合では目上や見知らぬ方にもらうときの負担度 Rx が
親しい友人にもらうときより大きい。しかし、たばこが貴重品であれば負担度は高くなるであ
ろうし、もののやりとりに伴う社会習慣による差も考慮する必要があるので、ここでは B&L の
主張の通り、Rx は残すことにする。 
７ 
Circumstance determining choice of strategy: 
図 2-1 ポライトネス・ストラテジー (B&L 1987: 60) 
以下、B&Lのポライトネス・ストラテジーを簡単に紹介する。 
BoR は「補償行為をせず、あからさまに FTA を行う」ストラテジーで、（5）のように
緊急事態でフェイスへの緩和をする余裕がない場合や、レシピのようにタスクに注意を集
中させる場合が典型的であるが、（6）のように聞き手に利益がある場合にも、BoRが用い
られる。 
(5) a. Help! 
b. Add three cups of flour and stir vigorously. 
(6) Don’t bother, I’ll clean up. 
聞き手のポジティブ・フェイスに配慮するストラテジーである PPSは「共通基盤を主張
する」、「相手と協力者であることを示す」、「聞き手の何らかの X に対する欲求を満たす」
という三つに大きく分類される。具体的なストラテジーは以下のとおりである。 
(I) 共通基盤を主張する 
ストラテジー１：聞き手（の興味、欲求、ニーズ、持ち物）に気づき、注意を向ける 
(7) Goodness, you cut your hair! (…) By the way, I came to borrow some flour. 
ストラテジー２：（聞き手への興味、賛意、共感を）誇張する 
(8) What a fantástic gárden you have! 
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ストラテジー３：聞き手への関心を強調する（現在形による生き生きとした描写など） 
(9) I come down the stairs, and what do you think I see? ― a huge mess all over 
the place, the phone’s off the hook and closes are scattered all over… 
ストラテジー４：仲間うちであることを示すマーカーを使う 
(10) Help me with this bag here, will you son? 
ストラテジー５：一致を求める（相手が同意しやすい無難な話題を持ち出す、相手の言葉
を繰り返す、など） 
(11) A: John went to London this weekend. 
B: To Lóndon! 
ストラテジー６：不一致を避ける（言い方を工夫して、形だけの同意を示す、など） 
(12) A: That’s where you live, Florida? 
B: That’s where I was born. 
ストラテジー７：共通基盤を想定・喚起・主張する（包括のweなど） 
(13) （医者が患者に向かって） 
Now, have we taken our mdedicine? 
ストラテジー８：冗談を言う 
(14) Ok if I tackle those cookies now? 
(II) 相手と協力者であることを示す 
ストラテジー９：聞き手の欲求を知って気にかけると主張する 
(15) I know you can’t bear parties, but this one will really be good ― do come! 
(Request/Proposal) 
ストラテジー１０：申し出、約束する 
(16) I’ll drop by sometime next week. 
ストラテジー１１：楽観的である 
(17) You’ll lend me your lawnmower for the weekend, I hope. 
９ 
ストラテジー１２：聞き手にも行動に参加させる 
(18) Let’s get on with dinner, eh? (i.e. you) 
ストラテジー１３：理由を述べる（尋ねる） 
(19) Why don’t I help you with that suitcase? 
ストラテジー１４：相互性を想定する、または主張する 
(20) I did X for you last week, so you do Y for me this week. 
(III) 聞き手の何らかの Xに対する欲求を満足する 
ストラテジー１５：聞き手に贈り物（品物、共感、理解、協力）を提供する 
NPSは聞き手のネガティブ・フェイスに配慮するストラテジーで、大きく「直接的に言
う」、「推定・想定をしない」、「強要しない」、「聞き手の領域を侵犯したくないと伝える」、
「聞き手の他の欲求を補償する」に分けられる。 
(I) 直接的に言う 
ストラテジー１：慣習的な間接表現を使用する 
(21) Can you please pass the salt? 
(II) 推定／仮定しない 
ストラテジー２：質問する、ヘッジを用いる 
(22) I think that Harry is coming. 
(III) 聞き手に強制しない 
ストラテジー３：悲観的になる 
(23) Perhaps you’d care to help me. 
ストラテジー４：負担度Rxを最小化する 
(24) I just want to ask you if I can borrow a tiny bit of paper. 
ストラテジー５：敬意を示す 
(25) Excuse me, sir, but would you mind if I close the window? 
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(IV) 聞き手に侵害したくないという話し手の欲求を伝える 
ストラテジー６：侵害が本意ではないことを伝えて謝罪する 
(26) I’m sorry to bother you…  
ストラテジー７：非人称化する 
(27) It is necessary that… 
ストラテジー８：FTAを一般的規則として述べる 
(28) Passengers will please refrain from flushing toilets on the train. 
ストラテジー９：名詞化する 
(29) It’s our regret that we cannot…  
(V) 聞き手の他の欲求を補償する 
ストラテジー１０：自分が借りを負うこと、相手に借りを負わせないことをはっきり伝え
る 
(30) I’d be eternally grateful if you would… 
Off-R ストラテジーは明確には自分の意図を伝えず、いろいろな解釈ができるような言
い方をすることで「逃げ道」を作るストラテジーである。「会話の含意を促す」と「曖昧に
述べる」の二つに大別される。 
(I) 会話の含意を促す 
ストラテジー１：ヒントを与える 
(31) What a hot day! (c.i. How about a drink?) 
ストラテジー２：関連の手がかりを与える 
(32) Are you going to market tomorrow? … There’s market tomorrow, I suppose. 
(c.i. Give me a ride there) 
ストラテジー３：前提を言う 
(33) I washed the car again today. (c.i. It’s your turn next time.) 
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ストラテジー４：控えめに言う 
(34) A: What do you think of Harry? 
B: Nothing wrong with him. (c.i. I don’t think he’s very good) 
ストラテジー５：大げさに言う 
(35) I tried to call a hundred times, but there was never any answer.  
ストラテジー６：同語反復を使用する 
(36) If I won’t give it, I won’t. (c.i. I mean it!) 
ストラテジー７：矛盾したことを言う 
(37) A: Are you upset about that? 
B: Well, yes and no. 
ストラテジー８：皮肉を使う 
(38) It’s not as if I warned you or anything. (c.i. I did, you know) 
ストラテジー９：隠喩を用いる 
(39) Harry’s a real fish. (c.i. He drinks like a fish) 
ストラテジー１０：修辞疑問を使用する 
(40) How many times do I have to tell you…? (c.i. Too many) 
(II) 曖昧にまたは多義的に言う 
ストラテジー１１：多義的に言う 
(41) John’s a pretty smooth cookie. 
ストラテジー１２：曖昧に言う 
(42) Perhaps someone did something naughty. 
ストラテジー１３：過度に一般化する 
(43) If that door is shut completely, it sticks. 
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ストラテジー１４：相手を置き換える 
(44) Can you pass me the stapler? 
（SはHに依頼したいが、H以外の方に頼んで、Hがその行為を行ってくれる） 
ストラテジー１５：最後まで言わず、省略する 
(45) Well, if one leaves one’s tea on the wobbly table… 
以上、B&Lのフェイスの概念と、それに基づくポライトネス・ストラテジーを例文提示
のように見えた。ここでは B&Lの英語の例を借用して説明したが、４章以降では、日本語
の台詞と中国語字幕を用いて、日本語と中国語のストラテジーの分布を詳細に見ていく。 
2.2 Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス枠組み 
B&Lはフェイス侵害を緩和するためのストラテジーを論じているが、それとは逆にフェ
イスを攻撃するインポライトネスを考察したのがCulpeper（1996, 2005）、Culpeper et 
al.（2003）で、B&Lのポライトネス理論にもとづき、インポライトネスが発生する場合
を以下のように説明する。 
Impoliteness comes about when: (1) the speaker communicates face 
attack intentionally, or (2) the hearer perceives and/or constructs 
behavior as intentionally face-attacking, or a combination of (1) and (2). 
(Culpeper 2005: 38) 
Culpeper（1996）は、あえて FTAを行うための、以下の五つのインポライトネス・ス
トラテジーを提案している。 
・ Bald on impoliteness（以下BoRI）：補償行為をせず、意図的に FTAを行う 
・ Positive impoliteness（以下 PIS）：聞き手のポジティブ・フェイスを脅かす 
・ Negative impoliteness（以下NIS）：聞き手のネガティブ・フェイスを侵害する 
・ Sarcasm or mock politeness：皮肉または慇懃無礼 
・ Withhold politeness：プレゼントをもらう場合で、相手にお礼を言わないなど、ポラ
イトネス表現が期待されている場合で、表さない。 
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上のストラテジーは、B&Lのポライトネス・ストラテジーにほぼ対応するが、Culpeper
（1996）が「皮肉あるいは見せ掛けのポライトネス」はB&LのOff-record impoliteness
に近いものの、対応しているわけではないと指摘する。なお、Withhold politenessは、
B&LのDon’t do the FTAに相当するものであるが、「言葉にしない行為」であるので、
本論文では扱わない。 
PISと NISはさらにいくつかのストラテジーからなる。 
PIS は相手のポジティブ・フェイスを脅かすことであり、例として以下のようなストラ
テジーが挙げられている。 
・ Ignore the other（無視する） 
・ Exclude the other from an activity（仲間はずれにする） 
・ Be disinterested, unconcerned, unsympathetic（無関心や無関係などを示す） 
・ Use inappropriate identity markers（親しい相手に敬称を付けたり、親しくない
相手にニックネームで呼びかけるなど、不適当な呼びかけを使用する） 
・ Use obscure or secretive language（曖昧な、あるいは秘密めいた言い方をする） 
・ Seek disagreement（微妙な話題を選ぶなど、不一致を求める） 
・ Use taboo words（タブー語を使用する） 
・ Call the other names（侮蔑的な呼称を使う） 
NISは相手のネガティブ・フェイスを侵害するものであり、例として以下のようなスト
ラテジーが挙げられている。 
・ Frighten（脅す） 
・ Condescend, scorn or ridicule（見下した態度をとる、軽蔑する、嘲る） 
・ Invade the other’s space（literally or metaphorically）（相手のプライベートな
空間を侵す） 
・ Explicitly associate the other with a negative aspect （相手と否定的な面を公
然と結び付ける） 
・ Put the other’s indebtedness on record（相手に負債があることを明示的に示す） 
以上の批判的吟味は紹介だけになっている。近年、インポライトネスの研究が盛んにな
りつつあり、様々な分析が提案されているが、B&Lの理論と並行的に分析できることから、
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本研究では、Culpeper（1996）の理論に基づいて、日本語と中国語字幕におけるインポ
ライトネス表現を検討する。 
2.3 自国化翻訳と異国化翻訳 
「読者が原作に近づくべきか、原作を読者に近づけさせるべきか」、あるいは、「わかり
にくくても原文に忠実な翻訳か、原文から離れても読みやすく美しい翻訳か」というのは、
翻訳論における数百年に及ぶ古くて新しい課題である。これら二つのタイプの翻訳には様々
な呼び方があるが、ここでは Venuti（1998/2008）に従い、「自国化（domestication）」
翻訳と「異国化（foreignization）」翻訳と呼ぶ。以下、自国化翻訳と異国化翻訳について、
詳しく紹介する。 
Venutiはまず、「流暢な」英語に訳出し、慣用的で「読みやすい」目標テキストを産出
することによって生じる「透明性という幻想」があることを指摘する。この幻想は、翻訳
者だけではなく、出版社や読者など翻訳に関わるすべての人々との共同幻想である。 
A translated text, whether prose or poetry, fiction or nonfiction, is judged 
acceptable by most publishers, reviewrs and readers when it reads 
fluently, when the the absence of of any linguistic or stylistic peculiarities 
makes it seem transparent, giving the appearance that that it reflects the 
foreign writer’s personality or intention or the essential meaning of the 
foreign text―the appearance, in other words, that the translation is not 
in fact a translation, but the “original.” 
(Venuti 2008: 1) 
ここにおいて翻訳者の存在は「透明」になり、STの異国要素が TTに残らない。これが
自国化翻訳である。自国化翻訳の場合では、読者は TT が翻訳テキストであることがはっ
きり認識できない。 
それに対して、異国化翻訳は翻訳者の存在が際立って見える。STの異国要素が TTに残
るため、不自然で滑らかでない翻訳方法であり、TTが翻訳テキストであることが目標文化
の読者に簡単に見分けられる。 
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The “foreign” in foreignizing translation is not a transparent 
representation of an essence that resides in the the foreign text and is 
valuable in itself, but a strategic construction whse valie is contingent on 
the current situation in the receiving culture. Foreignizing translation 
signifies the differences of the foreign text, yet only by disrupting the 
cultural codes that prevail in the translating language. 
(Venuti 2008: 15) 
Venutiは翻訳分析のための具体的な方法論は述べていないが、異国化翻訳と自国化翻訳の
特徴については、Vinay & Darbelnet（1958/1995）が論じる。彼らは STの語彙、統語
構造およびメッセージの、どの要素を変更するかという視点から、翻訳方法を七つに分類
している。なお、Vinay & Darbelnet（1958/1995）はフランス語と英語間の翻訳分析で
あるが、ここでは英語と日本語の例を挙げる。 
１．借用（Borrowing）：起点文化の雰囲気を出すために、STの語彙をそのまま目標テキ
ストで用いる方法。例えば、英語の dollars や party などの語彙をロシア語 TT に用いる
ような場合である。 
２．借用翻訳（Calque）：STの表現や構造を直訳する方法。例えば英語の skyscraperを
（一部）直訳して「摩天楼」とするような場合である。 
３．逐語訳（Literal Translation）：直訳。原文に従って、目的語の慣用語法に合わせて一
語一語忠実に翻訳する方法である。例えば英語の That reminds me of something. を、
「それは私に何かを思い出させる」と訳す場合である。 
４．転位（Transposition）：STの動詞を名詞として訳す品詞の変更を指す。例えば英語の
My tooth aches. を「「歯が痛い」のように、動詞 acheを形容詞「痛い」で訳すような場
合である。 
５．調整（Modulation）：逐語訳や転位を TT の慣用に合わせて調整する方法である。例
えば、I enjoyed the movie. を「この映画は楽しかった」と訳す場合のように、動詞 enjoy
を形容詞「楽しい」にした上で、主語を調整する場合である。 
６．等価（Equivalence）：同一の状況を異なる文体的・構造的手段で訳す方法。典型的に
は STの擬音語（cock-a-doodle-doo）や間投詞（Outch!）やことわざ（Too many cooks 
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spoil the broth.）を、対応する TTの表現（「コケコッコー」、「痛っ！」「船頭多くして船
山に上る」）に移し替える場合である。 
７．同化（Adaptation）：STにある状況が目標文化に存在しない場合、ほぼ対応すると思
われる状況を訳文に新しく作り出すことである。たとえばイギリスの cricketを「野球」と
訳したり、あるいは下のように、「白足袋」を white glovesとしたりするような場合がそ
れに当たる。 
原文： お昼すこし前に、下の村の先生がまた見えられた。こんどはお袴を着けていなかっ
たが、白足袋は、やはりはいておられた。（太宰治『斜陽』） 
訳文： A little before noon the doctor appeared again. This time he was in slightly 
less formal attire, but he still wore his white gloves.（Donald Keene訳、The 
Setting Sun） 
Vinay & Darbelnetは上記の翻訳方法のうち、借用語彙・借用翻訳・逐語訳を litteral 
translation、そのほかを oblique translationと呼ぶが、Venutiの「異国化翻訳」と「自
国化翻訳」に相当すると考えられる。 
さらに、藤濤（2005）はVinay & Darbelnet（1958/1995）に基づきつつ、翻訳に対
する態度から大きく、形式面（綴り、音、頭語関係）を TTに取り入れようとする方法と、
異文化に多少の操作を加えてわかりやすい形にしようとする方法の二つに分け、さらにそ
れを九つに下位分類する。以下、具体例を挙げて説明するが、藤濤（2005）は日本語原作
のドイツ語訳に基づいて論を進めているが、例文がドイツ語であること、例の挙がってい
ない翻訳方法もあることから、筆者自身の例で説明する。 
１．移植：STの綴りをそのまま導入する方法。例えば中国語の“你好”をそのまま日本語
の訳文に入れるような場合がこれにあたる。 
２．音訳：STの音声面を導入する方法。人名がそのまま音訳され、「桃子」はMomokoと
なるのが典型的な例である。 
３．借用翻訳：語の構成要素の意味を訳す方法。例えば上の「桃子」を「桃」と「子」に
分けて、それぞれを peach-childとすれば借用翻訳となる。 
４．逐語訳：Vinay & Darbelnetと同じく、一語一語に即して主にデノテーションを訳す
方法。 
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５．パラフレーズ：別の統語構造で同じ内容を表す方法。「国境の長いトンネルを抜けると
雪国であった」（川端康成『雪国』）を The train came out of the long tunnel into the snow 
country.（Edward Seidensticker訳、Snow Country）と訳すと、文構造・視点・焦点な
どが変わっているが、意味内容はほぼ再現できていると言えよう。 
６．同化：TT文化内の別のものに置き換える方法。パラフレーズと似ているが、大きな違
いは STの内容を変える点である。Vinay & Darbelnetの「等価」と「同化」を合わせた
概念であるように思われる。 
７．省略：STの要素を削除することによって、煩雑さを避け、文章にまとまりを与える方
法。発話から形態素に至るまで、様々な単位での省略がある。I shall return. は「必ず戻っ
てくる」と主語を省略して訳すことができる。 
８．加筆：STに含まれていない要素を加える方法。上の「省略」とは逆に、日本語 STを
英語に訳すときには、主語を加筆する必要がある。 
９．解説：注などによりメタ言語的に説明する方法。下の例では、「書生」について、詳し
く解説を加えている。 
原文： 吾輩は猫である。名前はまだ無い。 
どこで生れたかとんと見当がつかぬ。何でも薄暗いじめじめした所でニャーニャー
泣いていた事だけは記憶している。吾輩はここで始めて人間というものを見た。し
かもあとで聞くとそれは書生という人間中で一番獰悪な種族であったそうだ。（夏
目漱石『吾輩は猫である』） 
訳文： I am a cat. As yet I have no name. I’ve no idea where I was born. All I 
remember is that I was miaowig in a dampish dark place when, for the first 
time, I saw a human being. This human being, I heard afterwards, was a 
member of the most ferocious human bspecies; a shosei one of those 
students who, in return for board an lodging, perform small chores about 
the house.（Aiko Ito and Graeme Wilson訳、I am a cat） 
藤濤（2005）の翻訳方法は STに含まれる形式・内容・効果のうちどの要素を伝達する
という視点によって分類されたので、本研究では、日本語と中国語字幕における（イン）
ポライトネス言語形式を、藤濤（2005）の分類に基づいて分析を行うが、上記の翻訳方法
のうち、移植、音訳、借用翻訳、逐語訳を異国化翻訳方法に、それ以外の翻訳方法、すな
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わち、パラフレーズ、同化、省略、加筆は自国化翻訳に相当するものとして考察を進める。
なお、解説については上記の例のように、本文中に自然に組み込まれたものは自国化であ
るが、訳注の挿入によって流れを断ち切る場合は異国化翻訳となる。 
本章では、B&Lのポライトネス理論、Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス理
論について概観し、本研究が扱う翻訳方法論である Venuti（2008）の自国化翻訳と異国
化翻訳理論と藤濤（2005）の翻訳方法の分類を詳しく紹介した。 
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第 3章 先行研究 
本章では、ポライトネス翻訳に関する先行研究を概観し、検討する。 
従来の研究は大まかに以下の三種類に分けられる。 
 I. ポライトネス表現による登場人物の性格や人物間の関係の表示（Hatim & Mason 
1997, Hatim 1998、Ren et al. 2014など）。 
 II. 翻訳による誤解の危険性（Hickey 1991、Yuan 2012など）。 
III. ポライトネス表現の翻訳ストラテジ （ー孙 2003、Aijmer 2009、牛江・西尾 2009a, 
b、Wang 2009）。 
以下、本研究の基礎となる先行研究を簡単に紹介する。 
3.1 ポライトネス表現による人物造形 
Hatim & Mason（1997）は字幕翻訳に課せられた制約と聞き手の側面から、字幕翻訳
におけるポライトネス表現は、発話 STと字幕 TTの間で異ならざるを得ないという。 
まず、Hatim & Mason（1997: 78-79）によれば、字幕翻訳に対する制約には次の四つ
がある。(1) 口頭での発話から、字幕という書き言葉に変わることで、音声上の特徴が失わ
れてしまう。(2) 字数や秒数が限られる。このため、(3)伝えられる STの内容が減り、余剰
性が失われる上に、書籍と違い、前に戻って内容を確認することができない。(4) 字幕と映
像が一致していなければならない。このことから、ポライトネスに限らず、意味伝達一般
について、字幕は大きな制限を受けることになる。 
Hatim & Mason（1997）はさらに STの「聞き手」を二つに分ける。すなわち、スク
リーン上の聞き手と観客である。字幕は登場人物間のコミュニケーションを保持するだけ
ではなく、映画制作者の意図を観客に伝えるという役割を持つ。例えば、もったいぶった
冗長な台詞は、画面の中にいる聞き手と言うよりは、観客に話し手の性格を伝えるという
機能を果たす。しかし、前述した字幕翻訳の制約によって、STにおけるフェイスに対する
配慮が落ちたり変化したりすることがある。 
例えば下のフランス映画2の英語字幕では、字幕は原文に比べてかなり砕けた言い方になっ
                                                     
2 1992 年公開の作品で、原題は Un cœur en hiver (A heart in winter)、邦題は『愛を弾く女』。 
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ており、ポジティブ・ポライトネス・ストラテジー（PPS）を使用していることになる。
これにより、観客は主人公について、フランス語と英語でかなり異なった印象を受ける可
能性がある。 
(1) a. Ça vous convient ? [直訳：Does that suit you?] 
b. Like it? 
(2) a. Vous partez déjà ? [直訳：You’re leaving already?] 
b. Leaving already? 
(3) a. Vous avez d’autres rendez-vous ? 
[直訳：You have other appointments?] 
b. Other buisiness? 
Ren et al（2014）はアーサー・ミラー（Arthur Miller）による英語戯曲Death of a 
Salesmanの二つの中国語訳の相違に基づき、（イン）ポライトネス表現が登場人物の性格
や人間関係の受け止め方に影響することを示した。例えば（4）の原文の kid は文末にあ
り、自分の父の代から仕えている相手に対して、雇い主と部下という関係を表している。
これに対して翻訳 bでは、“老兄”が文頭に現れている。この呼びかけは親しい相手に用い
られる点はkidに近いが、文頭にあるために、相手の言葉を遮る力が強く、Bold-on-Record
のストラテジーの側面も持つ。一方、翻訳 cでは kidは“老先生”と訳されている。文末
にあるのは ST と同じだが、丁寧な呼びかけ表現である。このような訳の違いによって、
Howardの印象は変わってしまいかねない。 
(4) Willy: [desperation is on him now] Howard, the year Al Smith is nominated, 
your father came to me and ―― 
a. Howard: [starting to go off] I’ve got to see some people, kid. 
b. Howard: 老兄，我约好了得见几位客人。 
c. Howard: 我有约会，老先生。 
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3.2 ポライトネス表現による人間関係の誤解の危険性 
Hatim（1998）は、「仲介者」である翻訳者は、STの言語や文化背景を熟知し、STに
見られるポライトネス表現をTTにどのように表すべきかを考えなければならないという。 
Hickey（1991）はB&Lのポライトネス理論に基づき、スペイン社会はポジティブ・ポ
ライトネスを重視するのに対して、英語圏ではネガティブ・ポライトネスを重視する傾向
があるとする。さらにHickey（2000）は、英語原作のネガティブ・ポライトネス表現を
そのまま訳したスペイン語翻訳をスペイン語母語話者に読ませたところ、ネガティブ・ポ
ライトネス表現に違和感を覚えたり、話し手と聞き手の関係について誤解したりすること
があることを示した。また以下の電話での謝罪は、英語母語話者には定型表現ばかりで上
面だけの謝罪に見えるが、スペイン語話者にはごく普通の関係に聞こえるという。 
(5) a. Stella? It’s Louise. Hi! … I’m sorry I didn’t get back to you before, but 
I’ve been so busy you wouldn’t believe… 
b. ¿Estrella? … Soy Luisa … ¡Hola! … Siento no haberte llamado antes, 
pero no puedes imaginarte lo atareada que he estado … 
Yuan（2012）は、中国語字幕付きの英語映画と英語字幕付きの中国語映画を三つずつ
選び、イギリス人男性 6 人と中国人男性 6 人を対象に、キャラクターのイメージ、性格、
人間関係などがどのように理解されるかについて調べ、対比している。その結果、字幕の
時間と空間に課せられた制約によって、フェイスに対する配慮表現が変化することにより、
観客の印象が変わることが示された。 
（7）は部下を解雇せざるを得ない上司の台詞である。英語 STでは下線部が強調して発
音され、懸命に相手に対して同情や共感を表現しているが、そのためにかえって、観客は
話し手が自分の罪の意識を和らげようとしているだけに聞こえる。それにたいして中国語
字幕では、lookや listenも訳されないなど省略が多いために、懸命さが伝わらず、心から
同情しているように感じられてしまう。 
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(7) Now, look, Ted. This is a very painful thing for me. 泰德 这对我来说很痛苦 
 You do’t know how badly I feel.  
 But I’ve been getting a lot of pressure from the guys 
upstairs. 
但上司们给我很多压力 
 There wasn’t anything else I could do. 我没有其他选择 
 Listen, I thought about this a lot. It’s really better 
this way. 
我想了很久这样比较好 
3.3 ポライトネスの翻訳ストラテジー 
（2003）は、中国語と英語翻訳における発話行為に伴うポライトネス表現の翻訳につい
て論じている。例えば客が店員に注文をするとき、中国語では BoRが普通だが、英語では
pleaseのような緩和表現を付け加えるか、あるいは構文自体を変えてしまうストラテジー
が用いられるという。（8）では、「熱燗二杯」という注文の直接話法を、間接話法にするこ
とでポライトネスの問題を回避している。 
(8) a. … 对柜里说，“温两碗酒，…。” 
b. … he would (…) order two bowls of heated wine (…). 
Aijmer（2009）は英語の pleaseがスウェーデン語にどのように翻訳されているかに注
目してポライトネス翻訳のストラテジーを考察している。Aijmerによると、英語の please
は単に慣習的につけられる場合から、衝突を避けるために戦略的に用いられる場合まで、
様々な機能を持っており、翻訳に際してはそれらの機能に留意して訳し分ける必要がある
と主張する。例えば、（9）は単なる社交的な pleaseであるが、（10-11）は戦略的に用い
られているという。 
(9) a. Please come in. 
b. Var så god och stig in. 
(10) a. Andrew! Please be serious. 
b. Andrew! Försök vara allvarlig. (lit. try) 
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(11) a. “More champagne?” 
“Yes, please.” 
b. “Mer champagne?” 
“Ja tack.” (Thank you) 
牛江・西尾（2009a, b）は英語映画の日本語字幕および日本語映画の英語字幕からポラ
イトネス表現を収集して、その相違を検討し、どちらの字幕にも省略が多いこと、日本語
のポライトネス表現は主として話し手と聞き手の間の上下関係や親疎関係によって決まる
ことが指摘している。すなわち、字幕の時間的・空間的制約の中で、原文のポライトネス
表現は自国化して訳出されることが多いと結論づけている。（12b）では、ヘッジ（perhaps, 
maybe）は省略され、部下に対する言葉であることから、文全体が親しげな PPSで訳され
ている。（13）では、原文は言いさし文であり、敬語も用いられているが、英語字幕は単純
な疑問文で訳出されている。 
(12) a. And I just thought that maybe the time had come to do something 
about it… 
b. そろそろ何か行動に出るべきじゃないかね？ 
(13) a. ご主人にそれとなくお尋ねになったことは？ 
b. Did you think of asking him? 
牛江・西尾（2009a, b）のポライトネス・ストラテジーの認定にはかなり疑問があるが、
上下関係や親疎関係の重要性が示されていることは大きい。本論でも、表記法は変えるが、
人間関係は丁寧に表示することにする。 
Wang（2009）は、中国，清代中期の自伝体小説『浮生六記』（1808年完成）の二つの
英語翻訳に基づき、翻訳行為のスタイルの側面からポライトネス表現の相違が生じる可能
性があることを指摘している。Wang によると、1935 年出版の英訳はどちらかと言えば
自国化翻訳で、原文のストラテジーを変更することが多いが、1983 年の翻訳では比較的
原文のストラテジーを維持している。（14）では原文にある話し手のへりくだった言葉遣い
は c のほうによく現れている。（15）では、理由の説明と命令の順序が b では逆になって
いる。 
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(14) a. 奉屈暫居寒舎。 
（直訳：condescend to stay temporarily at my shabby home.） 
b. You could put up at our home. （1935年版） 
c. May I humbly offer you lodging in our poor home? （1983年版） 
(15) a. 無人調護，自去經心。 
（直訳：nobody [will] look after you, take good care [of yourself] after 
you leave. 
b. Take good care of yourself, for there will be no one to look after you. 
c. There will be no one there to look after you. Please take good care of 
yourself. 
Wang（2009）は、ポライトネス表現の翻訳が翻訳戦略と深く関わっていることを示し
た点で、重要な研究であると言える。 
3.4 まとめ 
ポライトネス表現はキャラクターや人間関係を表す重要な要素である。従ってその翻訳
には慎重さが要求される。異文化の雰囲気を楽しむためには ST の表現に即した異国化戦
略をとることになるが、それは TT理解を妨げる恐れもある。TTに合わせて翻訳すれば TT
は理解しやすくなるかもしれないが、逆に異文化に対する誤解を招きかねない。翻訳者は
両者のバランスを考慮に入れつつ、翻訳作業を進める必要がある。 
では、実際にはどのような翻訳戦略がとられているのであろうか。 
以下の章では、B&Lの理論に基づき、日本語と中国語翻訳における（イン）ポライトネ
ス表現の相違について具体的に考察する。 
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第４章 研究方法 
この章では、まずファンサブという特殊な字幕を分析する意義と、日本のドラマの選定
理由について述べる。次いで、データの収集方法、表記方法、分析方法を説明する。 
4.1 分析対象 
本研究では、日本のドラマにつけられたファンサブを分析対象とする。この節では、ま
ずファンサブとは何か、それを研究する意義はどこにあるのかについて述べる。さらに、
字幕を分析する日本ドラマについて説明する。 
4.1.1 ファンサブ 
ファンサブ（fansub）とは fan-subtitledの略で、メディアを通じて積極的に討論を参
加したり、イベントに参加したりする熱狂的なファンが自発的に制作する新奇な字幕付き
の作品、あるいはその字幕を指す（Jenkins 1992、González 2007）。このようなファン
サブが存在する理由は、まず公式字幕のない作品が多く、あったとしてもそのレベルが低
いという不満があるためである（Massidda 2015: 36）。 
また、公式字幕の翻訳者とは違い、台本が手に入らないのが普通であり、その場合には
台詞をすべて自分で聞き取るしかない。したがって、ファンサブの質は翻訳者の実力によっ
て大きく変わることになる（Massidda 2015: 4）。 
さらに、当然のことながらファンサブは外部審査を受けない。公式に公開された映画や
ドラマなどは審査によって不適切なシーンや発言を削除されることがあるが、ファンサブ
では一切の削除なしですべてのシーンが見られる。オリジナルに対する忠誠こそがファン
サブの神髄である（Massidda 2015: 41）。 
もちろん、ファンサブは海賊版である。「文学的及び美術的著作物の保護に関するベルヌ
条約」や「万国著作権条約」に加盟している国であれば、ファンサブ活動は著作権の侵害
に当たり、違法行為となる。両条約に加盟している中国でも外国の映像作品を審査なしに
インターネットで公開するのは禁じられている。しかし、中国でもアメリカでもファンサ
ブがなくなったわけではない。すべてではないにしろ、多くのファンサブの運営者は、自
分の活動がファンの裾野を広げてきたという自負もあるし、活動が非営利的であれば許さ
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れるはずだと信じている。実際、著作権の管理者も逸失利益がなければ、黙認してきたと
いう実態もある。De Konsikは自身のブログ3にこう書いている。 
[…], fans who produce their own versions of mass-media texts—fan films 
and videos, fan fiction, fan art and icons, music remixes and mash-ups, 
and game mods, for example—take comfort and refuge in one rule of 
thumb: as long as they do not sell their works, they will be safe from legal 
persecution. Conventional wisdom holds that companies and individuals 
that own the copyrights to mass-media texts will not sue fan producers, 
as long as the fans do not make money from their works (…). 
（De Konsik 2014） 
Condry（2010）はファンサブ制作者の熱意を「ダークエネルギーDark Energy」と呼
び、市場やメディア、デジタル時代の自由と関連させつつ論じている。 
さらに、ファンサブが視聴覚翻訳に影響を与える側面から、Massidda はこう述べてい
る。 
These unofficial producers have been reshaping the paradigms of the world 
media scenario – particularly as far as commercial television narratives are 
concerned – building up a force of amateur experts, that, in the case of 
Italy, could be regarded as a challenge to audiovisual translation practices. 
（Massidda 2015: 37） 
このように、ファンサブ自体は違法であったとしても、それを論じることまで自粛すべ
きではない。著名な学術誌4でもしばしばファンサブをテーマとする論文が掲載されている
ことからも明らかなように、ファンサブ研究は翻訳論においても盛んとなりつつある。 
ファンサブには公式字幕にはない幾つかの顕著な特徴があり、プロの字幕制作者にも影
響を与えつつある。Dwyer（2012）は次のように書いている。 
                                                     
3 http://spreadablemedia.org/essays/kosnik/（2018 年 4 月 20 日アクセス） 
4 例えば、John Benjamins 社の Babel や Target、Routledge 社の The Translator、Language and 
Intercultural Communication など。 
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Often deploying a creative array of colours, fonts and styles, ‘foreignizing’ 
textual strategies, and the unusual device of translator notes or glosses, 
anime fansubbing can certainly present a markedly different look and feel 
to professional, mainstream audiovisual translation (AVT). These 
distinctive characteristics have led many to conclude that fansubbing 
offers valuable lessons for professionals, not least in providing a vision of 
how to preserve creativity and authenticity in the face of technological 
change and the demands of a decentralized global mediasphere. 
（Dwyer 2012: 218-219） 
ファンサブでは制作者が字幕のすべてを支配している。色やフォントだけではなく、字
幕の出し入れのタイミングまで自分で制御できる（Massidda 2015: 12）。ファンサブは
オリジナルに忠実なだけではなく、独自性や創造性を発揮する場ともなっているのである。 
本研究がテレビドラマのファンサブを分析対象とする理由はそれだけではない。ここで
の目的が自然な生活会話によって（イン）ポライトネス表現を考察することにあるが、映
画に比べて、作品数、放映時間数ともにテレビドラマが圧倒的に多いからである5。しかし、
日本のドラマが中国でテレビ放送されることはほとんどなく、公式字幕は存在したとして
も、その翻訳は様々な事情によって忠実度が下がってしまうことが多い。そのため、この
論文はファンサブを分析することにしたのである。 
次に問題となるのは、どのファンサブを選ぶかであるが、中国のファンサブの中で、規
模が最も大きく、評価も高いことから「人人影视字幕组」というファンサブから、デー
タを収集して考察する。 
2003年に誕生した「人人影视字幕组」は、当初は「YYeTs字幕组」（YYは中国語“人人”
を表し、eTsは英語の English TV Showsの略である）と呼ばれ、2007年に「人人影视」
に名称を変更した6。YY ファンサブは「共有、学習、進歩」を旨として、外国ドラマや大
学公開講座を翻訳している。日本語字幕の場合、メンバーは上級日本語能力（日本語能力
                                                     
5 ちなみに、2006 年から 2016 年にかけて、日本映画は中国において 28 作品が上映された。そ
のうち、アニメが 17 作品、ファンタジー映画が 7 作品、日常生活が舞台の映画はわずかに 4 作
品のみである。 
6Wikipedia (https://zh.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E5%BD%B1%E8%A7%86)
（2015/12/16 アクセス） 
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試験N1で 150以上（満点 180点）取っている）を要求され、良質な字幕を制作すること
を目指している7。 
4.1.2 日本のテレビドラマ作品 
本研究では、『ナオミとカナコ』8、『お義父さんと呼ばせて』9、『戦う！書店ガール』10、
『結婚しない』11および『家族ノカタチ』12を分析の資料とした。この五つのドラマを選ん
だ理由は以下のとおりである。 
 台詞がごく普通である。家庭や会社および学校での一般的な日常会話が多い。 
 人間関係が多様で、親子や上司と部下、先生と生徒、仲間など力関係が明確である。 
 （イン）ポライトネス表現が現れる可能性が高い衝突の場面が豊富である。 
以下、五つのドラマのあらすじと人物関係について簡単に紹介する。 
① 『ナオミとカナコ』 
主人公の小田直美は大学時代からの親友服部加奈子を DV 夫の服部達郎から救うため、
中国人女社長李朱美の言葉に従って、達郎を殺しても捕まらない完璧な犯罪計画を練り、
加奈子と実行する。その後、達郎の姉である服部陽子などにより犯行は露見していく。 
② 『お義父さんと呼ばせて』 
中堅商社で働く大道寺保 51 歳は付き合っていた 28 歳年下の花澤美蘭に結婚を申し込
むが、大道寺保と同じ年で、大企業の役員である美蘭の父花澤紀一郎に当然反対されてし
まう。なんとか結婚を認めてもらおうと努力を惜しまない保に対し、完璧だと思っていた
自分の家族に次々と問題が生じることに悩む紀一郎。この二人がいつしか心を通わせ、壊
れた家族を再生していく姿を描くコメディ。 
                                                     
7 ZiMuZu http://www.zimuzu.tv/announcement/58 （2015/12/16 アクセス） 
8 DVD 版『ナオミとカナコ』（フジテレビジョン、2016、収録時間は会計 558 分） 
9 DVD 版『お義父さんと呼ばせて』（関西テレビ放送、2016、収録時間は会計 423 分） 
10 DVD 版『戦う！書店ガール』（関西テレビ放送、2015、収録時間は会計 415 分） 
11 DVD 版『結婚しない』（フジテレビジョン、2013、収録時間は会計 516 分） 
12 DVD 版『家族ノカタチ』（TBS、2016、収録時間は会計 492 分） 
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③ 『戦う！書店ガール』 
性格の全く違う本屋店長であるアラフォーの西岡理子とコネ入社のお嬢様店員小幡亜紀
の二人が、書店の閉店危機を背景に、仕事や恋愛に奮闘する姿を描く。 
④ 『結婚しない』 
いつかは結婚したいと思っているのになかなか「結婚できない」田中千春と、仕事のた
めに「結婚しない」ことを選択したと思っている桐島春子、その二人と関わっていくこと
になる「結婚をする余裕がない」工藤純平、それぞれの生き方や友情、恋愛模様を描く。 
⑤ 『家族ノカタチ』 
文具メーカー勤務で独身生活を楽しむ 39 歳の永里大介が、後妻を探すために上京して
きた父親との騒動や、大手商社に勤務する 32 歳の「再婚しない」熊谷葉菜子との独身バ
トルを描くホームコメーディ。 
4.2 データの収集と表記方法 
上記の五本のドラマから収集した（イン）ポライトネス表現を持つ用例は、全部で 1024
例あり、そのうち、ポライトネス表現が 912例、インポライトネス表現が 112例である。 
例文を挙げる際に、まず台詞の場面を説明し、話し手と聞き手間の距離および関係を示
したうえで、日本語の台詞と中国語字幕を提示する。中国語字幕には筆者による日本語の
直訳を付加する。日本語の台詞は「 」、中国語字幕は“ ”で囲んだうえで、中国語字幕
の対応日本語は（ ）でくくる。最後にそれぞれの例文の出典を、発話が現れる時間とと
もに記す。 
本研究の例文の説明において扱う表記方法は以下のとおりである。 
・ 「原文」：日本語の台詞。 
・ “訳文”：中国語の字幕。 
・ 「話し手」：ドラマの中で本研究の分析対象となる台詞を言っている登場人物。 
・ 「聞き手」：その台詞が向けられている登場人物。 
・ P：会話参加者の力。そのうち、話し手の力は Ps、聞き手の力は Phと表記する。 
  Ps>Ph ならば、話し手の方が上位にあることを示す。Ps=Ph ならば対等である。 
・ D：話し手と聞き手間の社会的・心理的距離。「大」「小」で親疎関係を表す。 
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4.3 （イン）ポライトネス表現の分類 
データは、B&Lのポライトネス理論およびCulpeper（1996, 2005）のインポライトネ
ス理論の枠組みに基づき、日本語の（イン）ポライトネス表現形式をストラテジーごとに
分類する。 
まず、配慮表現をOff-R、NPS、PPS、BoRのポライトネス・ストラテジーで、インポ
ライトネス表現はBoRI、PIP、NIP、皮肉のストラテジーで分類し、その数を示す。 
次に対応する中国語字幕の表現と、その翻訳上の特徴を分析する。さらに（イン）ポラ
イトネス・ストラテジーの相違を考察する。 
最後に、Venuti（2008）の自国化翻訳と異国化翻訳理論、および Vinay & Darbelnet
（1995）と藤濤（2005）の翻訳方法を基準として、日本語と中国語字幕における（イン）
ポライトネス表現の翻訳戦略を検討する。 
4.4 まとめ 
本章では、分析の対象と表記および分析方法に関して述べた。 
ファンサブは違法性が高いとは言え、研究する必要がある。一般にファンサブは忠実度
が高いが、果たしてポライトネスの面ではどうであろうか。次章以下では、ドラマの台詞
を分析することにより、日中のポライトネスの相違だけではなく、ファンサブの翻訳戦略
も考察していく。 
  
３１ 
第 5章 字幕翻訳におけるポライトネス表現 
第 5章と第 6章では、B&Lのポライトネス理論とCulpeper（1996, 2005）のインポ
ライトネス理論の枠組みに基づき、字幕翻訳におけるポライトネス表現とインポライトネ
ス表現に分けて検討を行う。本章では、はじめに収集した 800例のポライトネ表現をポラ
イトネス・ストラテジーに基づいて分類し、それぞれのストラテジーの代表的な言語形式
および字幕翻訳におけるその翻訳特徴を探る。次章では、字幕翻訳のインポライトネスの
表現を考察する。 
まずB&Lのポライトネス・ストラテジーをOff-R、NPS、PPS、BoRに分け、その出現
頻度をまとめる。そのうえで、各ストラテジーの代表的な言語形式によって、日本語の台
詞で現れる頻度と中国語の字幕に訳出される状況を考察する。さらに日本語の台詞と中国
語の字幕における各ストラテジーを比較し、異同をまとめた上で、翻訳の特徴を分析する。 
5.1 字幕翻訳におけるOff-Rの表現 
B&L によれば、Off-R ポライトネスの本質は、言語を間接的に使用して FTA を行うこ
とである。すなわち、Off-R発話とは、情報量の少ないことを言うか、真意とは異なること
を言うかのどちらかである（B&L：211）。いずれの場合も、実際の発話意図を知るために
聞き手は意図を推測する必要がある。 
本研究でOff-Rポライトネス表現として、「完全にせず、省略する」という「言いさし」
文に注目して考察する。日本語の台詞から収集した「言いさし」文は 168例で、全ポライ
トネス表現の 21%を占める。 
5.1.1 言いさし表現 
言いさし文とは、例（1,2,3）のように「主節を欠いているので統語的単位としての「文」
としては一見不完全であるように見えるにもかかわらず、少なくとも意味的に完全な「文」
と同等の完結性を有している」（白川 2009：2）文である。 
(1) 恵子 恋愛なんてさ、恥かかないでモノにできるほどナマやさしくないよ。 
みのり わかってるけど… （内館牧子『ひらり 1』p.184） 
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(2) 耕作「美味いッ」 
ともみ「おいしいネ」 
耕作「今日はよく働いたから。」 （市川森一『夢帰行』p.201） 
(3) こずえ「ほかに付き合ってる女の子いるのかしら？」 
響子「さあ…あなただけみたいですけど。」 
（高橋留美子『めぞん一刻 2』p.188） 
白川（2009：7）によれば、言いさし文は次の二種類に分類される。 
i. 言うべき後件を言わずに中途で終わっている文 
ii. 従属節だけで言いたいことを言い終わっている文 
タイプ iは文（1）のような文であり、タイプ iiは（2,3）のような文である。後者はさ
らに従属節の内容と関係づけられるべき内容が文脈に存在するか否かによって、「関係づけ」
（2）と「言い尽くし」（3）とに分類される。 
以下、日本語の台詞の言いさし文が中国語字幕においてどのように訳されているかを
見ていく。5.1.1 節では逆接の助詞で終わる言いさし文を、5.1.2 節では原因・理由を表
す順接の接続助詞で終わる言いさし文を、5.1.3節では述語が省略された言いさし文を考
察する。 
5.1.1.1 逆接の接続助詞による言いさし文 
逆接の接続助詞とは、「けど」「けれども」「が」「のに」のように、前文と対立する内容
か、反対の概念などを表す助詞である。三原（1995）は、相手に伺いを立てる含意を持ち、
聞き手に柔らかな印象を与えるため、「けれども文」は依頼、要望や断り会話場面で使われ
ることが多いと述べている。また白川（1996）は「けど」節の談話における機能は、「聞
き手に条件（聞き手が何かをするための情報）を提示すること」であるという。さらに、
佐藤（1993）は日本語では「聞き手は話し手に何らかの情報（中略）を与えることが期待
されているという大前提」を基にして、けど文は「聞き手にそうした情報の提供を暗に求
めるサイン」として、「明示的な情報要求に伴うタブー侵犯の回避ないしはそのわきまえ表
示への願望がある」と主張している。 
本研究では、逆接の助詞で終わる言いさし文を合計 98 例収集した。以下、最も多く現
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れた「けど」「のに」で終わる文とその中国語字幕を考察する。 
「けど」節 
① 「けど」が訳出されない場合 
まず、助詞が訳出されない場合から見ていくことにしよう。 
（4）は、話し手が上司に書類を渡す場面である。原文では、話し手は接続助詞「けど」
の後に来るはずの「ご覧ください」などの依頼内容を省いて、聞き手のネガティブ・フェ
イス（行動を縛られたくない）に配慮している。一方、訳文には FTA もないが、「けど」
に相当する語句もない。言いさし文がもつ「話し手は FTA を遠慮している」という含意
が訳出されず、日本人からすると、ややぶっきらぼうな印象を与えてしまう。「けど」が
ないために、「これはニチバのりん議書である」という陳述の BoR になってしまったか
らである。 
(4) 部下が大道寺に書類を渡す （Ps<Ph, D中） 
原文：「部長 ニチバ産業のりん議書なんですけど。」 
訳文：“部长，这是日叶产业的书面申请。” 
（部長 これはニチバ産業のりん議書です。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 16:25） 
（5）は、注文した料理を聞き手に間違えて食べられてしまったため、話し手がそのこ
とを指摘する場面である。原文では、話し手は「けど」節で終わる言いさし文を通じて、
人のおかずを食べるな、という禁止を言葉にせずに、聞き手のネガティブ・フェイスに
配慮している。これに対して中国語字幕では、禁止表現が無いのは同じだが、「けど」が
訳出されていないため、単に相手の間違いを BoR で指摘するだけになってしまい、FTA
の度合いも強くなる。 
(5) 見知らぬ男性が理子に話しかける。 （Ps=Ph, D大） 
原文：「あの 俺のなんだけど そのゴーヤーチャンプルーとチヂミ。」 
訳文：“那个是我的。肉蛋炒苦瓜和海鲜饼。” 
（それは私のです。ゴーヤーチャンプルーとチヂミ） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 15:00） 
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（6）も、原文の間接発話行為が直接発話行為で訳された例である。話し手が聞き手に
用意したお土産を渡す場面であるが、原文では、「どうぞお受け取りください」という依
頼行為をせず、聞き手のネガティブ・フェイス（強制されたくない）に配慮している。と
ころが、訳文では言いさし文の含意が“请笑纳”としてはっきり訳出されている。なお、
中国語には敬語表現“请”（「ください」）が使われているが B&L によれば、定型的な依
頼表現は NPS の一つである。 
(6) 大道寺は初めて美蘭の両親と会い、手土産を差し出す （Ps<Ph, D大） 
原文：「あの これ つまらないものですけど。」 
訳文：“一点心意，请笑纳。” 
（心ばかりのもので、どうぞご笑納ください。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1 話 33:27） 
（7）の原文では、挨拶したいという希望ははっきりと述べられており、白川（1996）
のいう「言い尽くし」ともとれるが、形式的には、許可を求める「よろしいでしょうか」
が省略されていると考えられる。少なくとも形の上では、聞き手のネガティブ・フェイス
（自分の領域である仕事場に入り込まれたくない、仕事の邪魔をされたくない）に配慮
しているのは明らかである。これに対して字幕では、「けど」に対応する表現がなく、話
し手の要求をはっきり述べる BoRで訳されている。 
(7) 大道寺が取引先の社員に頼む （Ps=Ph, D大） 
原文：「あの 私 山彦商事の大道寺といいますけども ちょっと新規案件の件で  
総務の方にちょっと ご挨拶させていただきたいんですけど。」 
訳文：“那个我是山彦商事的大道寺，想拜访一下你们的总务处，谈一谈我们新的议案。” 
（あの 私 山彦商事の大道寺です。新規案件について話し合って総務部に
ちょっとお伺いしたいのです。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 17.26） 
このように、助詞が訳出されない場合、配慮の含意がなくなり、原文より FTA の程度
が高くなってしまう。続いて、「けど」が訳出される場合を見てみよう。 
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② 「けど」が訳出される場合 
（8）は、女性を紹介されたものの、恋愛対象にはならないと断る場面である。原文で
は、聞き手のポジティブ・フェイス（好かれたい）に配慮し、断りの言葉そのものはいわ
ずに、ほのめかすだけにとどめている。字幕でも、「けど」を訳出し、原文と同じように
言いさし文を使用することで Off-Rで断っている。すなわち、日中で同じポライトネス・
ストラテジーを用いていることになる。なお、中国語字幕で“可是”が現れたのは、「確
かにいい子だ」だけでは、断りの含意が伝わらないからでもある。 
(8) 大介は葉菜子の期待を断る （Ps=Ph, D小） 
原文：「そりゃいい子だけど」 
訳文：“是个好女孩儿不错，可是。” 
（確かにいい女の子です。でも） 
（『家族ノカタチ』第 8話 14:30） 
日本語の台詞において現れる逆接助詞の言いさし文は、中国語に翻訳する際に、その
まま訳されることはあまりなく、原文の含意をはっきりと言葉にするか、逆に助詞も訳
さず、単なる陳述文にしてしまうことが多い。結果として、FTA が日本語ほどは緩和さ
れていないことになる。 
「のに」節 
「のに」で終わる言いさし文は、「意外な結果に対する、恨み・不服の気持ち」や「相
手の非を責め、なじる気持ち」を表す（三省堂『大辞林』第 3 版）。さらに、衣畑（2001）
は、ノニ文は聞き手に対して、「ある事態が話し手に違和感・意外感、不満など」を感じ
させると述べている。つまり、このような気持ちの表明は文法化されてはいるのである
が、形式的には言葉にはされず、あくまで含意である。このような含意を持つ「のに」の
言いさし文は中国語字幕でどのように訳されているのであろうか。 
① 「のに」が訳出されない場合 
（9）は、同僚の決定に不満を漏らす場面である。原文では、話し手が聞き手のポジティ
ブ・フェイスに配慮し、「どうして引き留めたのか」という詰問は控えることで、FTA の
度合いを弱めている。字幕では「のに」を訳出していないが、不満の含意が無くなった
わけではない。聞き手は「本人の希望通り、辞職してもらえばよかった」という発話から
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容易にその含意を推量することができる。しかも、この発話には聞き手に対して配慮し
たというマーク（「のに」）がないため、FTA が緩和されない BoRの陳述となっている。 
(9) 同僚が葉菜子の部下のことについて葉菜子をなじる （Ps=Ph, D中） 
原文：「だから 本人の希望通り やめてもらえばよかったのに」 
訳文：“所以说按她本人的意愿离职算了。” 
（だから本人の希望通り辞職してもらえばよかったのです。） 
（『家族ノカタチ』第 2話 24:43） 
（10）は、急に実家に帰ってきた娘に文句を言う場面である。原文では、「急に来られ
ても困る」という不満を省略することにより、聞き手のポジティブ・フェイスに形式的
であれ、配慮している。ところが訳文では「のに」を訳出せず、さらに中国語の副詞“好
歹”「とにもかくにも」および強い不満を表す語気助詞の“啊”によって、FTA はかえっ
て強められている。つまり原文の Off-Rが BoR に置き換えられているのである。 
(10) 急に実家に帰ってきた娘に （Ps >Ph, D小） 
原文：「帰るんなら 連絡してくれたら よかったのに。」 
訳文：“要回来的话好歹来个电话啊。” 
（帰るんなら とにもかくにも電話してくれる＋“啊”） 
（『ナオミとカナコ』第 6話 33:03） 
（11）は、ファン第一号になるという言葉の軽さを責める場面である。原文では、聞
き手のポジティブ・フェイスに配慮して、無責任さを指摘する言葉は省略されている。
字幕でも相手を責める台詞はないが、「のに」もなく、さらに副詞“还”「まだ」および反
語疑問の語気助詞“呢”を用いて詰問調を強めており、聞き手のフェイスに対する配慮
が感じられないという意味で、BoR である。 
(11) ファン第一号になると言った千春に （Ps=Ph, D中） 
原文：「僕の絵 見たこともないのに。」 
訳文：“你还没看过我的画呢。” 
（僕の絵をまだ見たことがないですよね） 
（『結婚しない』第 3話 24:39） 
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以上のように、日本語の「のに」自体に不満な気持ちが込められてはいるが、明言はし
ないという形式をとっている。これに対して中国語字幕ではそのような形はとらず、逆
に程度副詞（“都”、“还”など）や語気助詞（“啊”、“呢”など）で FTA の程度が高まる
ことが多い。続いて、「のに」が訳出される場合を見てみよう。 
② 「のに」が訳出される場合 
（12）は、聞き手がしばらく話し手と同じ部屋で住むことになったため、急に生活を乱
された話し手が愚痴をこぼす場面である。原文は「のに」で終わる言いさし表現で、「今は
帰ってもすぐに寝られない」などの愚痴が隠れているが、すぐ後に「ちょっと迷惑なんで
すけど。」があるように、それほど聞き手のネガティブ・フェイス（批判されたくない）を
侵害する度合いは和らげられてはいない。訳文では、「のに」が中国語の“明明”（たしか
に～なのに）に訳出されて、原文と同じように FTAの度合いが緩和されてはいない。 
(12) 妹が美蘭に愚痴をこぼす。（Ps<Ph, D小） 
原文：「もう 自分の部屋の時は帰って寝るだけみたいな生活だったのに。ちょっと
迷惑なんですけど。」 
訳文：“真是的，明明以前你都是一回自己房间倒头就睡，你这样子我很困扰的。” 
（もう、自分の部屋の時は帰ったら寝るだけなのに、こうなると困ったな。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 20:07） 
（13）では、友達のことに悩んでいる話し手が聞き手の説教に腹を立てる場面である。
原文では、「のに」節と同じ機能を持つ「くせに」で終わる言いさし文を扱って、「何も言
うな」などの命令は言外にとどめている。訳文では、「のに」節が中国語の“明明”（たし
かに～なのに）に訳出され、原文と同じように FTAの度合いを弱めて、Off-Rポライトネ
スである。 
(13) 大介は父の説教に不満を表す （Ps<Ph, D小） 
原文：「何も知らねえくせに。」 
訳文：“你明明什么都不知道。” 
（確かに何も知らないのに） 
（『家族ノカタチ』第 6話 27:37） 
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日本語の台詞に現れる接続助詞「のに」は中国語の字幕では翻訳されず、不満の気持ち
を強める場合が多い。さらに、程度副詞（“都”、“还”など）や語気助詞（“啊”、“呢”な
ど）が頻繁に使用されて、FTA は強化される。一方、原文の不満が非常に強い場合には、
「のに」が“明明”と訳され、原文の言いさし表現の形式が保たれるが、実際には原文で
も字幕でも、FTAは緩和されていない。 
5.1.1.2 順接の接続助詞による言いさし文 
原因・理由を表す順接の接続助詞の談話機能に関して、許（1997）は｢文末における｢か
ら｣には｢判断の理由｣と｢働きかけの理由｣を表すものがある｣という。また孫（2016）は「条
件のカラ」と呼ばれている「働きかけの理由」を表す「から」は「相手の気持ちや立場を
配慮し、自分の要求が実現するように相手に何か働きかけるときによく使われる」と述べ
ている。楠本（2015）は「ので」文は事情を説明する機能を持つとして、「「こういう事情
である」と話し手のおかれている状況を訴えることで聞き手の理解を求めるという懇願的
行為」を示すとする 
本研究では、「から」「ので」で終わる言いさし文は全部で 54 例がみつかったが、その
中でも、特に「から」を用いるものが最も多い。以下、これらの言いさし文が中国語の字
幕ではどのように翻訳されるのかについて考察する。 
① 助詞が訳出されない場合 
（14）は、話し手の父が二人の結婚に断固反対している状況で、聞き手にもう一度話
し手の両親に会いたいと言われて、断る場面である。原文では、聞き手のポジティブ・
フェイス（断られたくない）に配慮し、「から」で理由を提示するだけにとどめ、断りを
省略している。字幕でも断り発話がないのは同じであるが、「から」が訳出されていない
ために、事実を BoR で陳述することになり、原文と同じように FTA が緩和されている
とは言えない。 
(14) 美蘭は大道寺にもう一度美蘭の両親に会いたいと頼まれるが、断る。（Ps=Ph, D小） 
台詞：「いや でも お父さん 相当カリカリ来てたから。」 
字幕：“可是爸爸正在气头上。” 
（でも お父さん 相当カリカリ来てた。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 08:18） 
３９ 
（15）は、京都での打ち合わせが長引いてしまったが、親友との約束で東京に戻らな
ければならないため、引き留められるのを断る場面である。原文は、聞き手のポジティ
ブ・フェイス（断られたくない）を侵害しないように言いさし表現「ので」を用いて、理
由を示すだけで、直接的な断りを回避している。訳文でも断りが間接的であるのは同じで
あるが、「ので」が訳出されていないために、事情を BoR で一方的に述べることになり、
FTA が緩和されているとは言えない。 
(15) 直美は陽子に引き留められるのを断る。（Ps<Ph, D中） 
原文：「でも 私は急ぎの仕事があるので。」 
訳文：“但是我有急事。” 
（でも私は急用がある。） 
（『ナオミとカナコ』第 4話 38:28） 
（16）は、話し手が残業せざるを得ないため、聞き手と一緒には両親に会えなくなっ
てしまい、聞き手の恋人一人で両親と会うようにと、説得している場面である。原文で
は、話し手は「から」節で終わる言いさし文を用いて、聞き手のいやがる「一人で私の両
親と会って欲しい」という依頼・命令を暗示にとどめている。字幕も原文と同じ間接発
話行為なのであるが、接続助詞「から」が訳出されていないために、自分の予定だけを
BoR で述べることになり、聞き手のフェイスへの配慮が感じられない。 
(16) 大道寺に一人で両親と会わせるため、美蘭が説得する。（Ps=Ph, D小） 
原文：「終わり次第 すぐ帰るから。」 
訳文：“结束之后我马上就回家。” 
  （終わり次第 私 すぐ帰る。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 05:46） 
以上のように、日本語の原因・理由・条件を説明する「から」「ので」節で終わる言い
さし文は、中国語の字幕では訳出されないのが普通である。発話行為自体は原文でも字
幕でも間接的なのであるが、接続助詞が訳出されないために、単なる陳述の直接発話行
為になってしまい、ポライトネスは原文よりも低くなってしまっていると言える。 
４０ 
5.1.1.3 述語の省略 
ここで「述語の省略」というのは主節や接続助詞だけではなく、述語も現れない言い
さし文を指す。日本語の台詞では、このタイプの言いさし文は 16 例みつかった。以下、
中国語の字幕でどのように翻訳されるのかを検討する。 
① 原文では現れない主節が訳出される場合 
（17）は、相手の様子がおかしいと思い、予定を変更しようと提案する場面である。
原文では、聞き手のネガティブ・フェイス（他人に行動を制約されたくない）に配慮し、
Off-R で提案をしている。これに対する中国語の字幕では、話し手がはっきり予定の変更
という提案をしている。ただし、中国語の訳文では、語気助詞“吧”で提案の語気を緩和
することにより、聞き手への FTA を和らげており、顧客のフェイスに対する配慮がうか
がえる。中国語助詞“吧”は躊躇、不確かさと推測ようなの気持ちを表すことにより、判
断の権利を相手に与えるという機能がある。そうすると、相手の意志を尊重しつつ、聞
き手へのネガティブ・フェイスを配慮する機能を果たす（Yuan 2012:51）。 
(17) 直美は予定の変更を顧客に提案する （Ps<Ph, D中） 
原文：「備前焼の陶器をお持ちしました。でもまた改めてお伺いした方が…」 
訳文：“我为您带了备前烧的陶器。不过，我还是改天再来比较合适吧。” 
（…でも、また改めてお伺いした方がいい＋“吧”。） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 09:40） 
（18）は、相手の提案を手遅れだと言って反対する場面である。原文では、「できない、
無理だ」は暗示にとどまるが、訳文では、原文で省略された述語を補っている。つまり、
原文の Off-R を BoR で訳していることになる。 
(18) エリアマネージャーが理子の提案に反対する （Ps>Ph, D 中） 
原文：「でも 本社にはすでに報告済みだし 今更 そんなこと。」 
訳文：“现在说这些还有什么用。” 
（今、その話をしても役に立たない。） 
（『戦う！書店ガール』第 4 話 36:02） 
４１ 
（19）では、Aはしばらく Bの家に住みたいと頼むが、断られる。原文では、話し手は
「できない、困る」という回答は暗示されているだけで、聞き手のポジティブ・フェイス
（例えば、受け入れてほしい）を侵害する度合いを弱めている。しかし、訳文では「難し
い、困る」（“我们也很难办”）が補充され、BoRではっきりと不満を伝えている。 
(19) 花澤は父親からの頼みを断る （Ps (B)>Ph (A), D小） 
原文：A「というわけで しばらく世話になる。よろしくな。」 
B「冗談じゃないよね。急にそんなこと言われたってね。」 
訳文：“不要随便开这种玩笑啊。你这么突然我们也很难办。” 
   （こんな冗談はいい加減にしなよ。急にそんなこと言われても難しい。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 32:05） 
② 原文と同じように主節が訳出されない場合 
（20）は、けがをして入院した話し手が、担当しているイベントについて心配してい
る場面である。原文では、自分の心配や希望をはっきりとは言わず、「誰かに引き継いで
ほしい」という願いを言外に込めているが、訳文でも原文の言いさし表現をそのまま翻
訳している。 
(20) 店員が理子にこどもの日のイベントを頼む （Ps <Ph, D中） 
原文：「あの こどもの日のイベントの件なんですけど あれって…」 
訳文：“那个，儿童节的活动…” 
  （あの こどもの日のイベント…） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 10:31） 
（21）は、相手の連絡先を聞こうとする場面である。原文では、聞き手のネガティブ・
フェイス（プライバシーに立ち入られたくない）に配慮して、間接的に「教えて欲しい」
と依頼している。字幕では多少言葉を補っているものの、形式的には原文の言いさし表
現をそのまま訳出している。 
(21) 話し手が好きな女の子に連絡先を聞く （Ps =Ph, D大） 
原文：「あの 今更 恐縮ですが 連絡先。」 
訳文：“不好意思现在才问，你的联系方式…” 
４２ 
   （今更聞いて悪いけど 君の連絡先。） 
（『家族ノカタチ』第 9話 17:14） 
日本語の不完全文は、不完全なまま字幕になることもあるが、大部分は言葉を補い、
直接発話行為として訳され、FTA が強まるのが普通である。ただし、中国語の語気助詞
で語気を和らげ、FTA を緩和することもある。 
5.1.2 まとめ 
ここまで具体的な例を示し、日本語と中国語字幕翻訳におけるOff-Rポライトネス言語
形式を分析することによって、両者のポライトネス・ストラテジーの違いを考察した。以
下、日本語の台詞における現れるOff-Rポライトネス言語形式を中国語に翻訳する際の特
徴およびOff-Rポライトネスの翻訳特徴を表 5.1、表 5.2と表 5.3のように示す。 
言いさし文 主節を補って訳出した数 Off-R のまま訳出した数 合計 
逆接 
けど 3 65 68 
のに 0 20 20 
が 0 7 10 
順接 
から 0 42 42 
ので 0 12 12 
述語の省略 14 2 16 
合計 17 151 168 
割合 10.12% 89.88% 100.00% 
表 5.1 中国語字幕における言いさし文の翻訳特徴 
  
４３ 
言いさし文 助詞に対応する語の訳出数 対応する語のない訳出数 合計 
逆接 
けど 3 65 68 
のに 0 20 20 
が 0 10 10 
順接 
から 1 41 42 
ので 0 12 12 
合計 4 148 152 
割合 2.63% 97.37% 100.00% 
表 5.2 中国語字幕における言いさし文の接続助詞の訳出特徴 
日本語台詞に 
見られる Off-R 
中国語字幕 
Off-R 
原文より 
語気が強い 
NPS BoR 合計 
逆接 
けど 4 57 3(2) 4 68 
のに 0 0 0 20 20 
が 0 8 0 2 10 
順接 
から 1 30 1(1) 10 42 
ので 0 8 0 4 12 
述語の省略 2 0 2(2) 12 16 
合計 7 103 6(5) 52 168 
割合 4.17% 61.31% 3.57% 30.95% 100% 
表 5.3 中国語字幕における Off-Rの表現 
以上の結果から、日本語の台詞に現れるOff-R表現と、それを中国語字幕に翻訳する際
の特徴は以下のようにまとめられる。 
i. 日本語の台詞に非常に頻繁に見られるOff-Rポライトネスの言語形式は言いさし
文である。特に「けど」「から」で終わる言いさし文が多い。 
４４ 
ii. 日本語の言いさし文は、「述語省略」の場合を除き、主節を補って中国語に訳す
ことは稀である。したがって、Off-R のストラテジーは Off-R のまま訳されて
いることになる。ただし、接続助詞はほとんど訳出されないため、形の上では
BoR の陳述文となってしまい、原文よりもポライトネスの度合いが低くなって
しまう例が半数を超える。 
iii. 中国語字幕では、程度副詞（“都”“还”など）や語気助詞（“啊”“呢”など）で
語気を強めることがあるが、逆に、語気を和らげる語気助詞（“吧”“嘛”など）
が現れることもある。 
本節では、日本語の台詞における Off-R 表現、特に、言いさし文の翻訳特徴を検討し
た。次の節では、日本語の NPS 表現を中国語に翻訳する際にどのように扱われるかに関
して考察する。 
5.2 字幕翻訳におけるNPSの表現 
NPS とは、相手のネガティブ・フェイス、つまり、自由な行動や興味を妨げられたり、
邪魔されたりしたくないという欲求に向けられる補償的行為（Negative politeness is 
redressive action addressed to the addressee’s negative face: his want to have his 
freedom of action unhindered and his attention unimpeded.）（B&L：129、田中（監
訳）: 178）である。本研究で日本語の台詞から収集したポライトネス表現の中では 518例
と NPSの用例が最も多く、全ポライトネス表現の 64.75%を占める。 
B&Lによると、NPSには十のストラテジーがある。我々のデータでは、ヘッジ、敬意を
示す表現、慣習的な間接表現、謝罪表現などの使用によるストラテジーが頻繁に見られた。
以下、それぞれのストラテジーに注目して検討する。 
5.2.1 ヘッジ 
FTAを緩和するための一番手近なツールはヘッジである。ヘッジ（hedge）とは、「述部
や名詞句が表すそのものらしさの度合いを修正するような、小辞、語、慣用句（“hedge” is 
a particle, word or phrase that modifies the degree of membership of a predicate 
or a noun phrase in a set）」（B&L：145、田中（監訳）: 199）であり、発話行為遂行
４５ 
の度合いと発語内効力を調整することによって、発話態度を緩和する。B&LはGrice（1967）
の四つのMaximの概念に基づき、「質（発話が真実であること）」「量（発話が必要以上で
も以下でもないこと）」「関係（発話が文脈に関連する内容であること）」「様式（順序よく
整理された発話であること）」のそれぞれに関わるヘッジがあるという。 
なお、B&Lが述べているように、ヘッジは必ずしもポライトネスのためだけに使用され
るわけではなく、様々な機能を持つ。以下で見るように、NPSだけではなく PPSとしても
用いられることがある。この節では特にNPSとしてのヘッジに注目して分析を行う。 
日本語の台詞においてネガティブ・フェイスに向けられる代表的なヘッジは「と思う」
「とか」「ちょっと」「だけ」などであり、全部で 157例が収集された。その中でも、「ちょっ
と」の例（81例）がおよそ半分を占め、最も頻繁に使われている。以下、日本語の台詞に
おける見られるそれぞれのヘッジとその対応する中国語字幕を見ていこう。 
・ 「と思う」「かなと思う」 
横田（1998：105）によれば、「と思う」は「意見や主張が個人的なものであることを明
示し、それによって意見や主張を和らげて表現する機能」を果たしている。また、鈴木（2015：
70）は「かなと思う」が意見表明・コメントの場合に扱われ、「聞き手との対立・コンフリ
クトの生じる可能性を避け」る機能を持つとする。どちらも、相手に踏み込まれたくない
というネガティブ・フェイスに配慮したNPSである。 
まず、対応する訳語がない字幕から見ていこう。（22）の忠告という発話行為は相手の
ネガティブ・フェイスに対する FTA であるから、「と思う」で、押しつけの度合いを和ら
げている。しかし訳文では、ヘッジ無しにそのまま自分の意見を伝えるBoRになっている。 
(22) 春子が千春に忠告をする （Ps>Ph, D小） 
原文：「寂しさから 昔の約束にすがるのはやめたほうがいいと思う。」 
訳文：“劝你不要因为寂寞就依靠以前的约定。” 
   （寂しいから昔の約束にすがるのはやめるよう勧める） 
（『結婚しない』第 1話 36:12） 
（23）は、話し手が聞き手に仕事を頼む会話場面である。原文は、話し手がヘッジの「と
思っています」によって、依頼を間接的にし、聞き手のネガティブ・フェイスへの配慮を
表す。しかし訳文には「と思う」に対応する表現がなく、依頼は直接的なBoRである。 
４６ 
(23) 直美と加奈子は達郎に似ている男に仕事を依頼する （Ps=Ph, D大） 
原文：「私たちは あなたに仕事を頼みたいと思っています。」 
訳文：“我们有工作想要拜托你。” 
   （私たちは あなたに頼みたい仕事がある。） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 04：26） 
（24）は、こどもの日のイベントについて、アイデアを募っているシーンである。原文
では、話し手がヘッジの「と思う」を言いさしにして、提案の発話行為をさらに間接的に
している。訳文でも語気を和らげる機能がある“吧”が NPSとして機能しているが、FTAが
緩和される度合いは原文に比べるとわずかである。 
(24) 理子は店員たちにアイデアを出すようにいう （Ps>Ph, D小） 
原文：「それもいいと思うんですが せっかくだから いろいろ考えられたらいいな
と思ってます。」 
訳文：“我觉得这个也不错，难得的机会，还是多想点应对方案吧。” 
   （それはいいと思う。せっかくだから 対策案をもっと考える＋“吧”） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 8:50） 
一方、原文の「と思う」が中国語の“我觉得”で訳出される例も少なくない。 
（25）では、自分の両親にもう一度会いたいという依頼を断る場面である。話し手は「今
はまだ会わない方がいい」という意見を、「と思う」で間接的に伝えている。訳文でも、「と
思う」に対応する“我觉得”が使用されている。 
(25) 大道寺に美蘭の両親にもう一度会いたいと言われて、断る （Ps=Ph, D小） 
原文：「それは 一拍置いたほうがいいと思うな。」 
訳文：“我觉得最好还是不要急于一时。” 
（しばらくあせらないほうがいいと思う。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 08:21） 
（26）では、聞き手と付き合っている男が既婚者であるということを知り、話し手がそ
の男と別れるように説得するシーンである。原文でも字幕でも、「と思う」“我觉得”を使
用して、説得の発話行為を緩和している。 
４７ 
(26) 大道寺は美蘭の妹を説得する （Ps>Ph, D中） 
原文：「ここは一旦 距離を置いてさ どういうつもりなのか 確認したほうがいい
と思うんだよね。」 
訳文：“我觉得你应该跟他保持距离，再好好摸清楚他的心思比较好。” 
（距離を置いて 彼の腹のうちを探ったほうがいいと思う。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 25:07） 
（27）も同様に「と思う」“我觉得”で忠告の発話行為を緩和している。 
(27) 春子は千春に忠告をする （Ps>Ph, D小） 
原文：「変に期待しないほうがいいと思うな。」 
訳文：“我觉得你还是不要做无所谓的期待。” 
   （むなしい期待はやめた方がいいと思う。） 
（『結婚しない』第 1話 35:50） 
以上のように、「と思う」を訳さず、代わりに語気助詞（“吧”など）で発話行為を軽く
緩和する場合もあれば、対応する“我觉得”で訳出される場合も多い。ではその違いは何
であろうか。 
前者の発話行為を見ると、そのほとんどが自分の希望を述べる「たいと思う」（6例）で、
部下への提案のような発話行為が若干見られただけである。「たいと思う」については、中
国語で希望を表す“想”や“希望”が“我觉得”と共起できないという事情が大きい。そ
の一方で、表 5.4によると、話し手が聞き手より力が強い場合では訳出されない傾向があ
る。 
訳出される場合の発話行為を見ると、社会的な距離が小さくなると、つまり親疎関係が
「親」に動くほど、「と思う」が訳出される可能性が高くなる一方、力関係の側面から見る
と、話し手が聞き手よりも力が弱い場合に訳されやすい。さらに、説得や忠告の場面では、
「と思う」を訳出することが多い。これらは相手のネガティブ・フェイスに対する FTAで
あるというだけでなく、聞き手の現状を否定するような、ポジティブ・フェイスに対する
FTAでもある。このように、FTAの度合いが高くなるような場合には、中国語でも“我觉
得”で FTAを緩和する必要があると考えられる。 
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 D大 D中 D小 合計 
訳出される場合 0 (0%)  9 (64.3%)  6 (75.0%) 15 
訳出されない場合 0 (0%)  5 (35.7%)  2 (25.0%) 7 
合計 0 (0%)  14 (100.0%)  8 (100.0%) 22 
 
 Ps>Ph Ps=Ph Ps<Ph 合計 
訳出される場合  1 (20.0%)  9 (81.8%)  5 (83.3%) 15 
訳出されない場合  4 (80.0%)  2 (18.2%)  1 (16.7%) 7 
合計  5 (100.0%)  11 (100.0%)  6 (100.0%) 22 
表 5.4 中国語字幕における「と思う」訳出パターンの分布 
・ 「とか」 
「とか」の機能に関して、辻（1999: 21）は、「相手と正面から向き合って衝突するこ
とを避け、相手を傷つけない・相手に傷つけられないように距離を置いた人間関係を志向
する心理のあらわれ」と述べている。また、劉（2011）は、「断定回避」および「直示軽
減」などの用法に当たり、直示することを避け、発話を緩和することで、円滑な会話を促
進させる役に立つぼかし表現であるという。このような機能は、果たして中国語字幕にど
のように現れているであろうか。まず、対応する訳語がない字幕から見ていこう。 
（28）では、「とか」の使用により、「必ずしも甘いものでなくてもよい」と伝え、相手
の負担を下げることにより、依頼の度合いを緩和している。ところが、訳文では、話し手
ははっきり自分の希望を述べており、FTAの度合いが原文より強い。 
(28) 理子は部下を見舞い、食べたい物がないか尋ねる。 （Ps (B)<Ph (A), D中） 
原文： A「何か食べたいものがある？」 
B「そうですね。何か甘いものとか。」 
訳文：“这个嘛，想吃甜食。” 
   （これだね、甘いものを食べたい。） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 2:50） 
（29）は、常連客の依頼に対して、その理由を推測する場面である。原文では、話し手
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が聞き手のネガティブ・フェイス（プライバシーに関わる内心）に配慮し、「とか」によっ
て断定を回避することで、FTAの度合いを和らげている。訳文では、はっきりと質問する
形になっており、FTAの度合いは原文より強くなってしまう。 
(29) 買った花を見えないように包装してほしいという客の依頼に （Ps<Ph, D大） 
原文：「あのう 差し出がましいようですが もしかして 花束を持つのが恥ずかし
いとか？」 
訳文：“那个恕我多言，难道您是觉得拿着花不好意思吗？” 
（あのう、余計なことを言って申し訳ありませんが、まさか花束を持つのが
恥ずかしいのですか？） 
（『結婚しない』第 4話 14:42） 
一方、「とか」が中国語の“什么的”で訳出される例も１例だけ見つかった。 
（30）では、「とか」を二回使用することによって、限定を避け、ほかの選択肢があるこ
とを仄めかすことで、聞き手のネガティブ・フェイスへの配慮をし、主張の度合いを和ら
げている。訳文では、FTAを弱める機能を持つ語気助詞“吧”と、「とか」に対応する“什
么的”が使用され、「まだはっきり決めておらず、あなたの意見も聞きたい」というような
話し手の気持ちが伝達される。 
(30) 美蘭が大道寺に週末の予定を提案する。（Ps=Ph, D小） 
原文：「たまにはさ 車借りて ドライブとか行かない。日帰り温泉とか。」 
訳文：“偶尔借个车去兜风吧。当天来回的温泉游什么的。” 
（たまには車を借りてドライブに行く＋“吧”。日帰り温泉とか。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 03:39） 
以上のように、中国語の字幕では日本語の台詞に現れる「とか」はほとんど訳出されず、
FTAの度合いが強くなる場合が多い。 
次に、日本語で頻繁に用いられる「ちょっと」「だけ」「少し」「単なる・ただ」などのヘッ
ジを考察する。これらのヘッジは、「その情報が期待されているかもしれない量には満たな
かったり合わなかったりすることに注意を促す（…give notice that not as much or not 
as precise information is provided as might be expected）」（B&L：166、田中（監訳）: 
231）量のヘッジで、不平や依頼を和らげる役目を果たす。そのうち、特に「ちょっと」の
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用例が最も多い（81例）。 
・ 「ちょっと」 
木村（1987）は、日本語の「ちょっと」と中国語の“一下”が「相手に依頼する動作を
短く少なめな形、言わば「軽減化」をした形で提示することで、こちらの控え目な要求の
姿勢を示し、これによってより円滑な依頼行為の遂行を促す働きを担っている」と述べて
いる。また、岡本・斉藤（2004）は、「ちょっと」が依頼や、希求、指示行為への負担を
減らす、断りを受けやすくするなどの用法を持ち、お互いのフェイスを守るコミュニケー
ション機能があると主張している。以下、日本語のヘッジ「ちょっと」がどのように中国
語に翻訳されているかを見てみよう。 
まず、ヘッジの「ちょっと」に対応する訳語がない字幕から見ていこう。 
（31）はプロジェクトの仲間に聞き手を誘おうと呼び止める場面である。原文の「ちょっ
と」は、相手の時間をそれほど奪わないというネガティブ・フェイスへの配慮を示して、
聞き手の負担度を弱くしている。しかし、訳文にそうした配慮は見られない。 
(31) 会議後、陽子が直美に尋ねる （Ps>Ph, D小） 
原文：「小田さん ちょっと時間ある？」 
訳文：“小田小姐，有时间吗？” 
（小田さん、時間ある？） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 27:47） 
（32）の「ちょっと」も量のヘッジとして機能している。訳文には、敬意を表す二人称
代名詞“您”が用いられているものの、ヘッジがなく、負担の軽減が含意されない。 
(32) 大道寺は花澤に依頼する （Ps<Ph, D中） 
原文： A「お義父さん…」 
B「呼ぶな。絶対に呼ぶな。言っておくが ダディーもだめだ。」 
A「あの ちょっと聞いてください。」 
訳文： “那个，请您听我说。” 
（あの 聞いてください。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 13:32） 
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（33）では、依頼の負担を緩和する「ちょっと」が訳文になく、FTAが原文より大きい。 
(33) 大道寺が恋人美蘭の祖父に （Ps<Ph, D中） 
原文：「あの おじいちゃん ちょっと黙っててもらえますか。」 
訳文：“那个，爷爷您能别说话了吗？” 
   （あの おじいちゃん 話さないでもらえますか。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 4話 24:33） 
一方、訳出される例もしばしば見られる。 
（34）の「ちょっと」は控え目な要求の姿勢を示しており、依頼の度合いが和らげられ
ている。字幕では、「ちょっと」に対応する程度副詞の“一下”に訳出されて、原文と同じ
ように、FTAを緩和している。 
(34) 大道寺は美蘭の母に頼む （Ps<Ph, D中） 
原文：「あの すいません あの ちょっと トイレお借りできますか？」 
訳文：“那个不好意思。请问能借用一下洗手间吗？” 
（あの すみません。 ちょっとお手洗いお借りできますか？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 33:52） 
（35）では、量のヘッジが相手にそれほど時間をとらせないことを示唆しており、聞き
手へのネガティブ・フェイスが配慮されている。訳文では、“有点（少し）”を使い、原文
と同じように、FTAを緩和している。 
(35) 陽子は達郎を誘う （Ps<Ph, D中） 
原文：「ちょっと聞きたいことがあるんだけど 軽く飲まない。」 
訳文：“那个我有点事情想问你，出来喝两杯吗？” 
（ちょっと聞きたいことがある、二杯飲みに行く？） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 18:53） 
（36）の「ちょっと」も上と同様であるが、中国語では「動詞＋“一”＋動詞」という
動詞の重ね型（動作の量が少なかったり、動作の時間が短かったりすることを表す文法形
式）を用いて、行為の軽さを表現している。 
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(36) 取引先が理子に相談しようとする （Ps=Ph, D大） 
原文：「副店長 今度出る新刊の件で ちょっと打ち合わせが。」 
訳文：“副店长 这次新出的刊物，我想跟您谈一谈。” 
   （副店長 今度出る新刊 あなたとちょっと打ち合わせしたいのです。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 11:13） 
以上のように、日本語の量のヘッジ「ちょっと」は、訳出されない場合（30例）と、程
度副詞（例えば、“一下”など）や動詞の重ね型（例えば、“谈一谈”“说说”など）で訳出され
る場合（51例）がある。ではその違いはどこにあるのか。文脈を詳細に検討すると、訳出
の有無は FTAの値にあることが分かった。 
下の表を見ると、社会的な距離が大きくなると、つまり親疎関係が中程度の場合に「ちょっ
と」が現れやすく、また訳されやすい。一方、上下関係で見ると、話し手が聞き手よりも
力が強いときの方が訳出される傾向がある。つまり、それほどよくは知らない相手だが、
自分の方が下ではないときに訳されるということになる。 
日本語ですべての場合で「ちょっと」が使用されていることを考えると、日本語は中国
語に比べて FTA の値が大きくなりがちで、そのため、ヘッジによって FTA を緩和しよう
とする場面が増える。逆に中国語は日本語より FTAの値が小さくなりがちで、特に話し手
の方が下位で、親しければヘッジの出現頻度も下がると考えられる。 
 D大 D中 D小 合計 
訳出される場合  5 (41.7%)  20 (37.0%)  5 (33.3%) 51 
訳出されない場合  7 (58.3%)  34 (63.0%)  10 (66.7%) 30 
合計  12 (100.0%)  54 (100.0%)  15 (100.0%) 81 
 
 Ps>Ph Ps=Ph Ps<Ph 合計 
訳出される場合  12 (41.4%)  9 (39.1%)  9 (31.0%) 51 
訳出されない場合  17 (58.6%)  14 (60.9%)  20 (69.0%) 30 
合計  29 (100.0%)  23 (100.0%)  29 (100.0%) 81 
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表 5.5 中国語字幕における「ちょっと」訳出パターンの分布 
日本語でも中国語でも、話し手と聞き手に距離がある場合、量のヘッジが現れやすいの
は共通しているが、その傾向は中国語で特に顕著であることが分かる。 
・ 「少し」「だけ」「ただ・単なる」「少々」「しばらく」など 
そのほかの量のヘッジについても、対応する訳語がない字幕から見ていくことにする。 
（37）は、客のネガティブ・フェイスに配慮して、ヘッジの「少し」と「だけ」を重ね
ることにより、負担を軽減して FTAを和らげている。訳文にはそのような量のヘッジは見
当たらず、語気が強くなってしまっている。 
(37) 書店のスタッフが並んでいる客たちに指示する （Ps<Ph, D大） 
原文： 「ご通行の皆さんの邪魔にならないように もう少しだけ壁側にお願いし
ます。ありがとうございます。」 
訳文：“为了不妨碍正常通行，请贴近墙壁排队，谢谢配合。” 
（通行を邪魔しないよう、壁側に近づいて並んでください。ご協力ありが
とうございます。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 39:28） 
（38）は、ゲストに依頼をするシーンである。原文では負担軽減のヘッジ「だけ」が使
われているが、訳文では、「一分」が少ないことが強調されておらず、FTA緩和の度合いが
低い。 
(38) 理子はイベントのゲストに時間をもらうことを頼む （Ps<Ph, D大） 
原文：「一分だけ 私に時間をください。お願いします。」 
訳文：“能给我一分钟吗？拜托您了” 
   （私に一分をくれますか？お願いします。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 43:07） 
それに対して（39）は、ずっと喋っているお父さんに静かにさせるために発話する台詞
であるが、原文の「少し」が“一会儿”（しばらく）で訳されている。FTAを緩和する度合
いは原文とそう変わらないと思われる。（40）でも、ヘッジ「少々」と“稍”はどちらも負
５４ 
担が軽いことを示唆している。 
(39) 紀一郎が父親に言う （Ps<Ph, D小） 
原文：「お父さんさ 少し黙っててもらえるかな？」 
訳文：“老爸，你能不能安静一会儿。” 
   （お父さん しばらく静かにしてもらえる？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 37:32） 
(40) 電話の相手に （Ps<Ph, D大） 
原文：「担当者に代わります。少々お待ちください。」 
訳文：“我马上为你转接负责人呢 请您稍等。” 
   （すぐに担当者に代わります 少々お待ちください。） 
（『家族ノカタチ』第 1話 04:15） 
（41）は、弟の失踪に疑念を抱いた姉が弟の上司に質問をしている場面である。話し手
は数量を軽減する表現「一つ」およびヘッジの「だけ」を並べて、質問は多くなく、聞き
手の負担は少ないことを強調して FTAを緩和している。訳文は、「一つ」と指示詞の“这”
を組み合わせることで、質問の数量や範囲が制限されていることを表現しており、原文と
同様の効果が得られる。 
(41) 陽子は弟の達郎の上司に尋ねる （Ps<Ph, D大） 
原文：「では 一つだけ教えてください。」 
訳文：“那请您回答我这一个问题吧。” 
   （では この一つの質問に答えてください＋“吧”） 
（『ナオミとカナコ』第 6話 07:25） 
（42）では、ヘッジの「ただ」と「だけ」が“说句话（一言）”および“只是（ただ、だ
け）”で訳され、原文と字幕のどちらも同様に、FTAの度合いが弱められている。 
(42) 理子が昔の恋人に （Ps=Ph, D大） 
原文：「待って なんで逃げるの？ 私はただ話がしたいだけ。」 
訳文：“为什么要跑？我只是想和你说句话。” 
   （なんで逃げるの？ 私は一つの話をしたいだけ。） 
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（『戦う！書店ガール』第 2話 29:17） 
（43）の「しばらく」が表す時間は決して短いとは言えないが、「ずっとではない」「一
時的である」ということは含意されている。訳文では“一阵子”が使用され、原文と同じ
意味を表している。 
(43) 千春が家族に尋ねる （Ps<Ph, D小） 
原文：「私しばらくこっちに戻ってきてもいいかな？」 
訳文：“我能搬回来住一阵子吗？” 
   （私一時期に引っ越し戻ってこられますか？） 
（『結婚しない』第 10話 07:19） 
以上見てきたように、ヘッジが現れる際に、字幕では行為を軽減することを示す程度副
詞（例えば、“一下”“稍微”“只是”など）などに訳され、FTAを緩和する場合（30例）
が多い。「だけ」は訳出されない場合が多い（7例）が、共起している「一分」や「ひとつ」
は訳されているので、必ずしも FTAが緩和されていないわけではない。 
これまで量のヘッジを見てきたが、数は少ないものの、様式のヘッジと呼ばれる表現も
存在する。様式のヘッジとは、Grice（1967）の「曖昧であったり多義的であったりせず、
明快であること」という様式のmaximに向けられたヘッジである。B&Lは「こんなこと
は言いたくないのだが…」（I hate to have to say this, but…）などの例を挙げ、自分の
行為が FTAであることを認め、謝罪することによって、フェイスへの配慮とするストラテ
ジーであるとする（B&L：171－172、田中（監訳）：239）。日本語の台詞では、「はっき
りお聞きしますが」「差し出がましいようですが」など 11例が見つかった。このうち、ネ
ガティブ・フェイスに向けられるヘッジは 7例であった。以下、日本語の台詞で見つかっ
た様式のヘッジが中国語の字幕においてどのように扱われているかについて考察する。 
（44）では、話し手が聞き手のプライバシーについて尋ねる場面である。原文では、聞
き手のプライバシーに踏み込むことを認め、ヘッジの「はっきりお聞きしますが」で FTA
を予告することで、聞き手のネガティブ・フェイスへの配慮としている。訳文でも、ヘッ
ジがそのまま訳出されている。 
５６ 
(44) 亜紀は理子に詰問する （Ps<Ph, D大） 
原文：「はっきりお聞きしますが理子さんは柴田さんと付き合っていたんですか？」 
訳文：“我直截了当地问你吧，理子姐和柴田先生交往过吗？” 
（はっきりあなたに聞きます＋“吧”、理子さんは柴田さんと付き合っていたん
ですか？） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 09:16） 
（45）でも、話し手がヘッジの「差し出がましいようですが」でプライバシーの侵害を
予告することで、聞き手のネガティブ・フェイスに配慮している。訳文では、“多言（余計
な言葉）”と、許しを求める表現“恕我”で訳出されている。 
(45) 春子は客のことについて推量する （Ps<Ph, D大） 
原文：「あのう 差し出がましいようですが もしかして 花束を持つのが恥ずかし
いとか？」 
訳文：“那个恕我多言，难道您是觉得拿着花不好意思吗？” 
（あのう 余計な言葉をお許しください。もしかして 花束を持つのが恥ず
かしいですか？） 
（『結婚しない』第 4話 14:42） 
以上のように、様式のヘッジは、ほとんどそのまま中国語の字幕に訳出されている。 
5.2.1.1 まとめ 
日本語のヘッジは中国語でもヘッジで訳されることが多いが、「と思う」「とか」「ちょっ
と」「だけ」などは、そのままでは訳されないことも少なくない。その場合、単に削除し
て BoRになってしまう場合と、語気を和らげる語気助詞（“吧”“嘛”など）を使うなど別
の NPSで訳されることがある。 
原文のヘッジNPSが訳文で BoRになるのか、NPS（ヘッジや語気助詞など）のままな
のかを調べたのが表5.6で、ヘッジをヘッジのままで訳した場合は括弧内の内数で示した。
また、その分布が聞き手の力（Ph）と社会的距離（D）とどのような関係にあるのかを示
したのが表 5.7である。 
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ヘッジ NPSによる訳出 BoRによる訳出 合計 
「ちょっと」  54 (51) 27 81 
「と思う」  22 (15) 6 28 
「だけ」など  9 (5) 3 12 
「少し」  8 (7) 1 9 
「とか」  2 (1) 6 8 
その他  19 (19) 0 19 
合計 114 (98) (72.61%) 43 (27.39%) 157 (100.00%) 
表 5.6 中国語の字幕におけるヘッジの翻訳表現 
 D大 D中 D小 合計 
NPS  24 (72.7%)  62 (69.7%)  28 (80.0%) 114 
BoR  9 (27.3%)  27 (30.3%)  7 (20.0%) 43 
合計  33 (100.0%)  89 (100.0%)  35 (100.0%) 157 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
NPS  44 (80.0%)  42 (72.4%)  28 (63.6%) 114 
BoR  11 (20.0%)  16 (27.6%)  16 (36.4%) 43 
合計  55 (100.0%)  58 (100.0%)  44 (100.0%) 157 
表 5.7 中国語字幕におけるヘッジ訳出のパターン 
表 5.6および表 5.7から、次のことが分かる。 
i. 日本語の台詞における見られるヘッジは量のヘッジが多く、特に「ちょっと」が
最も多い。 
ii. 日本語の台詞における見られるヘッジは、社会的距離（D）が中程度の時が最も
多く、聞き手の力（Ph）にはあまり関係なく満遍なく使用される。 
iii. 中国語の字幕では、ヘッジによる訳出はデータベース全体の 6 割強程度である。 
５８ 
iv. 日本語のヘッジの翻訳には、語気を和らげる語気助詞（“吧”“嘛”など）、動作の
量が少なかったり、動作の時間が短かったりすることを表す動詞の重ね型や程度
副詞（“一下”“一会儿”“谈一谈”）を使用されることも多い。 
v. Phが話し手より「上」の相手に対して、原文のヘッジがBoRで訳されることは
比較的少ない。一方、D の値と BoR との関係は薄く、社会的距離ではヘッジが
BoRで訳されるNPSになるかは分からない。 
vi. 原文のヘッジが BoR に訳されることがあるということは、FTA 緩和の必要性が
低い、つまり、中国語は日本語よりもWxの値が低めに計算されることを示唆し
ている。 
5.2.2 敬意を示す表現 
敬意は、「話し手が自分自身を低めて謙遜すること」および「話し手が聞き手を高めるこ
と（すなわち、聞き手が持っている上位者として扱われたいという欲求を満たすこと）(...one 
in which S humbles and abases himself, and another where S raises H (...namely 
that which satisfies H’s want to be treated as superior))」（B&L：183、田中（監訳）: 
250）という二つの側面があり、潜在的にフェイスを侵害する行為の性質を和らげる効果
を持つ。 
日本語では一般に敬意は敬語という言語形式で伝達される。日本語の敬語は一般に「尊
敬語」「謙譲語」「丁寧語」の三つに分類される（菊池 1994）が、丁寧語はあまりにも数が
多い上に、対応する中国語表現もないため、本論文では尊敬語と謙譲語を分析対象とする。
なお、尊敬語の「ください」および謙譲語の「いただく」を「恩恵表現」、「させてくださ
い」「させていただく」表現を「させて」形として、別に考察する。日本語の台詞では、尊
敬語、謙譲語、恩恵表現および「させて」形を 205例収集したが、そのうち恩恵表現が最
も多かった（142例）ためである。 
以下、日本語の台詞における現れる敬意表現を考察したうえで、中国語の字幕にどのよ
うに扱われているかについて分析する。 
5.2.2.1 尊敬語 
尊敬語とは、「『話し手が主語を上位者として高める』という機能を持つ表現」（菊地1994: 
92）である。 
５９ 
日本語における尊敬語の形式に関して、谷後（2014）は名詞レベルと用言レベルの二つ
の側面から概観している。すなわち、「お元気」のように接頭辞「お」「ご」「み」「ぎょ」
「おん」などを付ける形式は名詞レベル尊敬語である。一方、「～（ら）れる」「お/ご～に
なる」「～なさる」「～される」という形式および「食べる」に対する「召し上がる」のよ
うに特別な形式を持つ尊敬語彙は用言レベル尊敬語である。ここでは、用言レベルの尊敬
語のみを対象として中国語に翻訳する表現を考察するが、日本語の原文には尊敬語はそれ
ほど使われていなかった（11例）。 
（46）は、話し手が客を誘う場面である。原文では、話し手が「食べる」の尊敬語「召
し上がる」を用いているのに対して、訳文では尊敬呼称“您”にヘッジに相当する動詞
の重ね型“尝一尝”で訳出されている。“您”で敬意を表し、ヘッジで FTA を軽くしてい
ると考えられる。 
(46) 客にお菓子を勧める （Ps<Ph, D大） 
原文：「よろしかったら 一緒に召し上がりませんか？」 
訳文：“可以的话您要一起尝一尝吗？” 
   （よろしかったら “您”＋一緒にちょっと食べますか？） 
（『ナオミとカナコ』第 4話 17:52） 
（47）では、話し手が知らない相手に初めて電話をし、連帯保証人であることを確認す
る場面である。原文では、尊敬表現「～になられる」で聞き手のネガティブ・フェイスに
配慮しているが、訳文では、尊敬表現が現れず、敬意は原文より低い。 
(47) 連帯保証人のことを確認するため、家主が直美に電話をする。 （Ps=Ph, D 大） 
原文：「小田直美さんですか。賃貸アパートの連帯保証人になられてますよね。」 
訳文：“是小田直美小姐吗？你之前做了出租房的连带责任保证人吧。” 
   （小田直美さんですか。賃貸アパートの連帯保証人になっていますよね） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 32:02） 
以上のように、尊敬語に対して、呼称の“您”で敬意を表すこともあるが、ヘッジ（動
詞の重ね型“尝一尝”“见个面”）によるNPSが使われることもあれば、敬意が全く訳され
ないことも少なくない。 
６０ 
5.2.2.2 謙譲語 
謙譲語とは「主語を低める」表現である。「お／ご～する」「お／ご～申し上げる」とい
う形式や「伺う」「まいる」「申し上げる」などの特定の語彙が用いられる。中国語の字幕
における表現を考察するが、謙譲語もデータベースにはあまり見られなかった（15例）。 
まず、対応する訳語がない字幕から見ていこう。（48）は、謙譲語「お会いする」の可
能形を使って、自分を低めている。しかし訳文では、許可を求めるときにも使われる“不
知道（分からない）”および動作を軽く行うことを示す表現“见个面”（ちょっと会う）で、
FTA の度合いを和らげているが、敬意は表されていない。 
(48) 葉菜子の部下が大介を誘う （Ps<Ph, D大） 
原文：「あの 明日の土曜日なんですけど お会いできませんか」 
訳文：“那个明天是星期六，不知道能不能见个面呢。” 
（あの 明日は土曜日です。ちょっと会えるかどうかわかりませんが） 
（『家族ノカタチ』第 8話 23:45） 
（49）では、謙譲語の「伺う」が用いられているが、訳文には敬意表現がないばかりか、
自分の希望をBoRではっきり述べており、丁寧さは原文よりかなり低い。 
(49) 話し手は大介に依頼する （Ps=Ph, D大） 
原文：「やっぱり 近いうち 引き取りに伺いたいと思ってるんですが」 
訳文：“果然是这样。我想尽快去接他回来。” 
（やっぱりできるだけ早く引き取りに行きたいと思っています。） 
（『家族ノカタチ』第 2話 05:07） 
続いて、敬意が訳されている例を見よう。（50）では、原文の謙譲語「ご～いたします」
に対して、訳文では、尊敬表現“二位（お二人）”が使用されている。 
(50) ホテルの責任者が客を案内する （Ps<Ph, D大） 
原文：「それでは お部屋の方 ご案内いたしますので。」 
訳文：“那我带二位去房间。” 
   （それでは部屋にお二人を案内します。） 
（『結婚しない』第 1話 32:33） 
６１ 
（51）では、原文の謙譲語「伺う」に対して、字幕でも謙譲語の“登门拜访”に訳出さ
れている。 
(51) 千春と付き合っている男が千春の母に約束する （Ps<Ph, D大） 
原文：「いずれ改めまして ご挨拶に伺いますので。」 
訳文：“改日我会重新登门拜访。” 
   （日を改めて僕がもう一度お宅に参上します。） 
（『結婚しない』第 10話 06:38） 
（52）でも、謙譲語の「伺う」に対して、謙譲語“拜访”で訳出されただけではなく、
尊敬呼称の“您”も使われ、聞き手に対する敬意は非常に高くなっている。 
(52) 大道寺が美蘭のお爺さんに尋ねる （Ps<Ph, D大） 
原文：「あの 先日伺った時の事なんですけど。」 
訳文：“那个，前些天去拜访您的时候。” 
   （あの、先日おたくに伺ったとき。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 04:59） 
以上のように、日本語の謙譲語を中国語の謙譲語で訳すことは少ない（2例）。その代り
に、尊敬語が用いられるか、敬意の表現で訳出されるのが普通である。 
5.2.2.3 恩恵表現 
「くださる」「いただく」は、授受行為の「与え手」を高める表現である（菊地 1994: 
157）。「くださる」は尊敬語、「いただく」は謙譲語と分析することができるが、「くださ
い」表現（106例）を筆頭に、使用頻度が非常に高い（142例）ことから、特に日本語の
恩恵表現の中国語字幕を独立して取り上げることにした。 
・ 「ください」 
典型的な依頼表現「ください」から、見ていこう。依頼は相手に行為を要請するもので
あるから、聞き手のネガティブ・フェイスを脅かす発話行為である。そのため、FTAを緩
和するためのストラテジーが必要となる。 
６２ 
（53）では、暴力をやめさせようと、敬語で依頼しているのに対し、訳文は BoR の禁
止表現になっている。 
(53) 加奈子は達郎に依頼する （Ps<Ph, D小） 
原文： A「達郎さん このままじゃ 子供を作るなら」 
B「このままじゃ 何だよ」 
A「もう 暴力はやめてください。」 
訳文： “不要再对我施暴了。” 
（もう 暴力を振るってはいけない。） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 36:46） 
（54）は、上司が部下に指示する場合である。原文では恩恵表現の「ください」が使わ
れているが、字幕では直接的に命令するBoRで訳されている。 
(54) 理子は店員に指示する （Ps>Ph, D大） 
原文：「怪しい人を見かけたら まずは 店長か私にすぐに報告してください。」 
訳文：“看到可疑人物，立即向店长和我报告一声。” 
   （怪しい人を見かけたら すぐに店長と私に一言報告すること。） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 07:31） 
（55）の字幕でも「ください」に相当する表現はなく、語気助詞の“吧”を用いて命令
の語気を和らげているが、敬意のニュアンスはない。 
(55) 花屋でアルバイトする学生が花束を買おうとする教授に （Ps<Ph, D大） 
原文： 「花束？ えっ 教授 どなたかに花束 贈るんですか？ 私が素敵な花束
作りますから 任せてください。」 
訳文：“我做的花束很漂亮，交给我吧。” 
（私が素敵な花束を作りますから、任せる＋“吧”） 
（『結婚しない』第 4話 15:41） 
（56）の依頼場面では、「ください」は“麻烦”で訳されている。この語は「面倒をかけ
る、手数をかける」という意味で、相手に迷惑をかけていることを認める表現である。こ
れも敬語の「ください」と同じくNPSで丁寧ではあるが、敬意はない。 
６３ 
(56) 同僚が大介に頼む （Ps=Ph, D小） 
原文：「帰る日決まったら 教えてくださいね 俺 ちゃんとお礼言いたいし」 
訳文：“定下回去的日子之后麻烦告诉我一声，我要去郑重道谢。” 
   （帰る日決まった後わざわざ一声かけて、俺はちゃんとお礼言って行く。） 
（『家族ノカタチ』第 8話 05:03） 
一方、原文と同じように中国語の敬意表現で訳出される例もある。 
（57）では、丁重語の「お申し付け」に恩恵表現「ください」をつけて、客に対して敬
意を表しているのに対し、訳文では、何かを勧めるときの丁寧表現“麻烦（どうぞ～して
ください）”が使われている。 
(57) 直美が客の頼みに返事する （Ps<Ph, D大） 
原文： A「小田さん 折り入って頼みたいことがあるんだが。」 
B「何なりと お申し付けください。」 
訳文：“请尽管说。” 
（遠慮なく言ってください。） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 04:13） 
（58）では、原文では、話し手が尊敬語の接頭辞「ご」および恩恵表現の「ください」
で社長に対する敬意を表しているのに対して、訳文では、「ください」に対応する尊敬表現
“请”と尊敬呼称の“您”で原文と同様の敬意が表現されている。 
(58) 花澤が社長に （Ps<Ph, D大） 
原文：「社長 どうか ご決断ください。」 
訳文：“社长，请您做出决断。” 
  （社長、ご決断ください。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 9話 08:33） 
（59）も同様に、「ください」は“请”で訳されている。ただし、社長に対するときより
も、知り合いの客に対するときの方が、原文・訳文ともに丁寧度はやや劣る。 
６４ 
(59) 自分のことを客に聞かれて （Ps<Ph, D大） 
原文：A「どうだったんですか？プロポーズ。」 
B「ちょっと プライベートなことは ここで言わないでください。」 
訳文：“说什么呢？请不要再这里说私事。” 
（何を言うんですか、ここでプライベートなことを言わないでください） 
（『戦う！書店ガール』第 2話 20:55） 
（60）では、“请”だけではなく、恩恵表現“帮我（私を手伝う）”も使われている。“请
帮我”で日本語の「～してくれませんか」に相当するが、かなり丁寧な表現である。 
(60) 花屋で仕事中の春子に頼まれる （Ps=Ph, D大） 
原文：「アートギャラリーの沢井から 電話があったことだけ お伝えください。」 
訳文：“那请帮我传达一下，就说艺术画廊的泽井来过电话。” 
（それでは伝えてくれませんか、アートギャラリーの沢井から電話があったと） 
（『結婚しない』第 5話 23:52） 
・ 「いただく」 
まず、対応する訳語がない字幕から見ていこう。 
（61）は依頼の場面である。原文では、話し手が恩恵表現の「いただける」で聞き手を
高めているといえるが、「いただけますか」は英語の could you…? のような、定型の依頼
表現を使っているともいえる。いずれにせよ、B&L の言う NPS に相当する。訳文でも、
可能の助動詞“能”を用いた肯定疑問文を用いており、英語の can you…? と同じく定型
依頼表現と考えられるが、「いただける」に相当する敬意表現がない。その代りに、量のヘッ
ジの“一些”を付けて、依頼の負担度を下げて、FTAを緩和している。 
(61) 直美は会場のスタッフに頼む （Ps=Ph, D大） 
原文：「すみません。ジュースとお菓子を用意していただけますか？」 
訳文：“不好意思，能准备一些果汁和点心吗？” 
   （すみません、ジュースとお菓子をちょっと用意できますか？） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 13:26） 
６５ 
（62）では、話し手が万引きを疑って客に話しかける場面である。ここでも原文の「い
ただけますか」が、訳文では可能の助動詞“能”と疑問文で訳出されており、丁寧さは出
ているが、恩恵や敬意のニュアンスはない。 
(62) 亜紀は客に頼む （Ps<Ph, D大） 
原文：「すみません そのブレザーの下 見せていただけますか？」 
訳文：“请等一下，能让我看看那件衣服下面有什么吗？” 
   （ちょっと待ってください、そのブレザーの下、見せてもらえますか？） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 23:25） 
（63）でも「いただけますか」が、可能の助動詞“能”と疑問文で訳出されている。 
(63) アートギャラリーの責任者が千春の友達に頼む （Ps=Ph, D大） 
原文：「作品 お持ち帰りいただけますか？」 
訳文：“能把你的作品带走吗？” 
   （あなたの作品を持ち帰りできますか？） 
（『結婚しない』第 5話 26:04） 
次に訳出される例を見てみよう。 
（64）は知らない相手に電話をする場面である。原文では「いただく」で面識のない相
手に敬意を表しているが、字幕では尊敬呼称の“您”で敬意を表している。 
(64) 大道寺が電話をかける （Ps=Ph, D大） 
原文： 「もしもし 大道寺といいますけど。何か 電話いただいてたみたいなんで
すけど。」 
訳文： “你好我叫大道寺。好像接到了您的来电。” 
（こんにちは 大道寺と申します。“您”＋の電話を受けたみたいです。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 03:50） 
（65）の訳文では、「いただく」が中国語の丁寧な依頼を表す“请”で翻訳され、敬意を
表している。 
６６ 
(65) 話し手が聞き手に依頼する （Ps=Ph, D中） 
原文： 「あの この際 真理子監督の具体的な条件はっきり聞かせていただいて 
いいですか？」 
訳文：“借此机会还请真理子导演详细描述一下具体要求。” 
（この機会に、真理子監督の具体的な条件はっきり聞かせてください。） 
（『結婚しない』第 2話 04:31） 
（66）でも同様に「いただく」が丁寧な依頼を表す“请”で翻訳されている。なお、原
文のヘッジ「と思う」は字幕に現れてはいない。 
(66) 理子が店員たちに仕事を指示する （Ps>Ph, D大） 
原文：「それでは 来週のイクメンフェアに向けて 各自売り場から推薦の本を提出
していただきたいと思います。」 
訳文：“那么，为了下周的奶爸图书展，请大家从自己负责的卖场挑选出推荐的书目并
提交上来。” 
（では、来週のイクメンフェアのため、各自担当する売り場から推薦の本を
選んで、提出してください。） 
（『戦う！書店ガール』第 2話 18:57） 
次に、恩恵表現の訳出の有無と FTAとの関係を検討しよう。使用例が少ない「いただく」
に比べて、「ください」は傾向がはっきりしている。社会的な距離が大きいほど、すなわち
親しくない相手ほど訳出されやすい。また相手の方が上位であれば、字幕に現れる傾向が
ある。一言で言えば、Wxの値が大きく、FTAの危険が高ければ高いほど、敬意を表す訳
になりやすいのである。 
日本語ではすべての場合で恩恵表現が出現していることを考えれば、一般的に中国語の
方が Wx の値を低く見積もりがちではあるが、それでも FTA の危険性によってストラテ
ジーの出現が影響を受けることは明らかである。 
  
６７ 
 D大 D中 D小 合計 
敬意訳出場合  19 (70.4%)  27 (39.1%)  2 (20.0%) 48 
敬意未訳出場合  8 (29.6%)  42 (60.9%)  8 (80.0%) 58 
合計  27 (100.0%)  69 (100.0%)  10 (100.0%) 106 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
敬意訳出場合  29 (65.9%)  14 (33.3%)  5 (25.0%) 48 
敬意未訳出場合  15 (34.1%)  28 (66.7%)  15 (75.0%) 58 
合計  44 (100.0%)  42 (100.0%)  20 (100.0%) 106 
表 5.8中国語字幕における「ください」訳出パターンの分布 
 D大 D中 D小 合計 
敬意訳出場合  10 (45.5%)  5 (38.5%)  1 (100.0%) 16 
敬意未訳出場合  12 (54.5%)  8 (61.5%)  0 (0.0%) 20 
合計  22 (100.0%)  13 (100.0%)  1 (100.0%) 36 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
敬意訳出場合  10 (52.7%)  5 (41.7%)  1 (20.0%) 16 
敬意未訳出場合  9 (47.3%)  7 (58.3%)  4 (80.0%) 20 
合計  19 (100.0%)  12 (100.0%)  5 (100.0%) 36 
表 5.9中国語字幕における「いただく」訳出パターンの分布 
5.2.2.4 「サセテ」形 
菊地（1997）によれば、「させていただく」とは、「『そうしてもよい』という恩恵／許
可を得て何かを『させてもらう』ことを、恩恵／許可の与え手を高めて述べる」表現であ
る。つまり、話し手の行為に「サセテ」形を使うことによって、あなたはいやかもしれな
いが許してほしいと、相手の「ネガティブ・フェイス」に配慮していることを表して、潜
在的にフェイスを侵害する行為の性質を和らげることを目的とする表現である。 
６８ 
提案や約束は、相手に利益になることであればFTAではないはずで、Leech（1983:107）
でも、“Enjoy your holiday” や “Have another sandwich” などは直接的な命令の形が
丁寧であるとされている。しかし、日本語ではこのような場面でも、相手の許可を求める
形式「させて」「させていただく」「させてください」などの使役形＋恩恵表現（以下、「サ
セテ」形と呼ぶ）を使用することで、相手を高めるのである。 
本節では、相手に利益になる場合に見られる「サセテ」形（37例）と、その中国語訳表
現を見てみよう。 
まずは「サセテ」形が中国語の使役形では訳出されない例を見る。 
（67）はイベントのゲストに挨拶をする場面である。担当者になるかどうかは聞き手に
決める権限があるわけではないが、あたかもそうであるかのような言い方をすることで、
これから一緒に仕事をするというネガティブ・フェイスに対する FTAを緩和している。し
かし、字幕には「させて」も「もらう」も訳出されておらず、単なる挨拶であり、BoRで
ある。（68）でも同様に「させてもらう」は訳文にはなく、BoRによる宣言となっている。 
(67) 書店イベントのゲストに （Ps＜Ph, D大） 
原文： 「おはようございます。担当さしていただく北村です。」 
訳文：“早上好，我是这次的负责人北村。” 
（おはようございます。私が今回の責任者北村です。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 39.12） 
(68) 監修の仕事を受けることを、画家の黛が直美に約束する （Ps＞Ph, D大） 
原文：「監修引き受けさせてもらうつもりですから。」 
訳文：“因为我打算接下总监一职。” 
（監修引き受けるつもりですから。） 
（『ナオミとカナコ』第 4話 37:52） 
（69）では、相手の意向に関係なく、仲人になるというシーンで「させてもらう」が現
れている。ここでは話し手の方が地位ははるかに上であり、「しっかり務める」かどうかは
自分次第であるにもかかわらず、あえて相手の許可を得るという表現を用いることで、聞
き手に配慮している。一方、訳文では使役表現も恩恵表現もなく、相手に利益を与える約
束をするという PPSで訳されている。 
６９ 
(69) 副社長が花澤に仲人を申し出る。（Ps>Ph, D中） 
原文：「そんな時は仲人任せてよ。しっかり務めさせてもらうから。」 
訳文：“到时候一定要让我当证婚人，我一定好好做。” 
（そんな時は必ず仲人を任せなさい。必ずしっかり務めるよ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 07:11） 
続いて、「サセテ」形が訳出される例を見ていこう。 
（70）では、原文の「させて」＋「いただく」のうち、使役が“让（させる）”に訳出さ
れている。「いただく」にあたる恩恵表現はないが、語気を緩和する機能を持つ文末助詞“吧”
が加えられており、決意を宣言する度合いを和らげている。 
(70) 老後の生活に関して、母が春子に話す （Ps>Ph, D小） 
原文：「私はね おばあちゃんをこの家から 見送ってあげたい。それが私の残りの
人生の生きがい。それが終わったら 気ままに一人で暮らさせていただきま
す。」 
訳文：“我打算一直照顾你奶奶直到她离开。这就是我余生的生存价值。那之后就让我
自己一个人随心所欲的生活吧。” 
（…その後、気のままに一人で暮らせてもらいます＋“吧”） 
（『結婚しない』第 6話 13:48） 
（71）は、申し出に「させて」を使っている例である。ここでも中国の使役動詞“让”と、
語気を緩和する文末助詞“吧”で訳出されている。 
(71) 友達が千春に手伝いたいという意思を伝える。 （Ps=Ph, D大） 
原文：「千春さん 乗ってください。お手伝いさせてください 僕も。」 
訳文：“千春小姐，上车吧。让我也出份力吧。” 
   （千春さん 乗って＋“吧”。僕も手伝いさせて＋“吧”） 
（『結婚しない』第 4話 29:04） 
（72）の「させて」は、許可を表す動詞“允许（許す）”に訳されている。さらに依頼を
表す尊敬語“请”も使用することで、さらに FTAの度合いが緩和されている。 
７０ 
(72) 春子が本社からの誘いを断る （Ps=Ph, D大） 
原文：「今回のお話をいただいて そう実感しました。ですが やはり本社に戻るの
はお断りさせていただきます。」 
訳文：“庭院设计是我的天职，但是请允许我拒绝回总公司工作。” 
   （…でも、本社に戻るのはお断りさせていただきます。） 
（『結婚しない』第 8話 40:22） 
ここで、「サセテ」形訳出の有無と FTA との関係を見ておこう。次の表を見る限り、例
が少ないこともあり、はっきりとした相関関係は見られない。「サセテ」形を、中国語の使
役動詞“让”や許可を表す語彙“允许”、あるいは語気を緩和する文末助詞“吧”を用いて
訳すこともあるが、基本的には訳出されないとみるべきであろう。 
 D大 D中 D小 合計 
訳出される場合  1 (4.8%)  6 (60.0%)  2 (33.3%) 9 
訳出されない場合  20 (95.2%)  4 (40.0%)  4 (66.7%) 28 
合計  21 (100.0%)  10 (100.0%)  6 (100.0%) 37 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
訳出される場合  4 (26.7%)  4 (23.5%)  1 (20.0%) 9 
訳出されない場合  11 (73.3%)  13 (76.5%)  4 (80.0%) 28 
合計  15 (100.0%)  17 (100.0%)  5 (100.0%) 37 
表 5.10 中国語字幕における「サセテ」形訳出パターンの分布 
5.2.2.5 まとめ 
ここまで具体的な例の分析によって、日本語の敬意表現を中国語に翻訳される際の表現
を考察した。以下、訳文に敬意が表されているかどうかを表 5.11に、訳文に敬意がない場
合はどのようなストラテジーが使われているかを表 5.12にまとめる。 
  
７１ 
敬意表現 敬意の訳出数 敬意の非訳出数 合計 
尊敬語 「召し上がる」など 3 8 11 
謙譲語 「伺う」など 6 9 15 
恩恵表現 
「くださる」 48 58 106 
「いただく」 16 20 36 
「サセテ」形 9 28 37 
合計 82 123 205 
割合 40.00% 60.00% 100.00% 
表 5.11 中国語字幕における敬意表現 
 D大 D中 D小 合計 
NPS  62 (64.58%)  57 (61.96%)  9 (52.94%) 128 
PPS  6 (6.25%)  2 (2.17%)  1 (5.88%) 9 
BoR  28 (29.17%)  33 (35.87%)  7 (41.18%) 68 
合計  96 (100.0%)  92 (100.0%)  17 (100.0%) 205 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
NPS  78 (88.6%)  38 (47.5%)  12 (32.4%) 128 
PPS  2 (2.3%)  6 (7.5%)  1 (2.7%) 9 
BoR  8 (9.1%)  36 (45.0%)  24 (64.9%) 68 
合計  88 (100.0%)  80 (100.0%)  37 (100.0%) 205 
表 5.12 中国語字幕における敬意表現の訳出パターンの分布 
上の表から、以下のことが分かる。 
i. 日本語の台詞に見られる敬意表現は、恩恵表現が非常に多い。 
ii. 日本語の敬意表現は６割（205例中 60.0%）が字幕には訳出されない。 
iii. 中国語には敬語にあたる尊敬呼称の“您”や依頼の敬語“请”などがあり、敬意
の翻訳としては頻出しているが、日本語に比べると尊敬語や謙譲語が非常に少な
７２ 
いため、動作を軽く行うことを示す表現（動詞の重ね型“尝一尝”など）や語気
助詞などのヘッジなど、別のNPSで FTAを緩和することが多い。 
iv. 使用頻度の非常に高い「ください」に関して FTAとの関係を調べると、相手が親
しくない場合や上位の場合には訳出されやすく、Wx の値が大きければ大きいほ
ど、敬意を表す訳になりやすいことがわかる。 
v. すべての場合で恩恵表現が出現する日本語と比べ、一般的にポライトネス・スト
ラテジーを使わない中国語の方が Wx の値を低く見積もりがちであると言える。 
vi. 日本語には「サセテ」形によって、形式上、相手に許可を求める表現がよく使
われるが、中国語では使役動詞が用いられることは少ない。 
5.2.3 慣習的な間接発話表現 
第二章（21）の例（Can you please pass the salt?）は聞き手の潜在的能力についての
質問ではなく、依頼表現として慣習化されている。言い換えれば、形の上ではオフ・レコー
ドであるが、実質的にはオン・レコードの発話効力を発揮する。 
依頼や提案、命令などは相手に行為を働きかけるものであるから、聞き手のネガティブ・
フェイスを侵害する発話行為になりやすい。したがって、FTAを和らげるためのストラテ
ジーが必要となる。日本語でも、このような場面では「てくれるか」「てくれないか」「て
もらうか」「てもらえないか」のように相手が自分の頼みに応じる意志があるかどうかを尋
ねる慣習的な間接発話行為がよく見られる。また、「じゃないか」のような断定を避ける間
接表現も提案および反駁の場面でしばしば用いられる。 
本研究では、慣習化された間接発話行為表現を 128 例収集した。以下、相原（2008）
に従い、日本語の台詞に現れた慣習的な間接表現を、否定疑問文（「～くれない」「～もら
えない」「～じゃない」など）と肯定疑問文（「～くれる」「～もらえる」など）に分類して
考察する。 
5.2.3.1 否定間接発話表現 
日本語でよく見られる否定間接表現「じゃないか」「くれないか」「もらえないか」など
は依頼や反論、提案の度合いを弱める機能を果たす。本研究のデータベースでも、「否定間
接表現」は多く現れており（90例）、全体のおよそ 7割を占める。以下、日本語の否定間
接発話表現が中国語にどのように翻訳されているかを考察する。 
７３ 
・ 「じゃないか」 
まず、「じゃないか」が中国語字幕では間接発話行為ではない場合をみよう。 
（73）は、妻が夫に提案する場面である。原文の否定間接表現「じゃないか」は丁寧語
の「です」と共起することで、強制を避けた控えめな提案を表し、聞き手のネガティブ・
フェイスを脅す度合いを弱くしている。しかし、訳文には「じゃないか」に対応する表現
は見られず、提案をはっきり伝達する表現はBoRにあたる。 
(73) 妻は花澤に提案する （Ps<Ph, D小） 
原文：「もう一回会ったらどうですか？あれこれ詮索するより 直接聞いてみれば い
いじゃないですか？」 
訳文：“再见一面怎么样？你与其在这瞎猜，不如当面直接问他来得快。” 
（もう一回あったらどうですか？あてずっぽうに推量するより、むしろ面と
向かって直接聞いた方がいいです。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 13:19） 
（74）では、話し手が聞き手を事件に巻き込まれないように説得している。原文の提案
の度合いを和らげる「じゃないか」が、聞き手にストレートに警告する言い方になり、BoR
であると考えられる。 
(74) 陽子が李社長に説得する （Ps<Ph, D大） 
原文：「これ以上 あの二人に 協力なさらないほうがいいんじゃないですか。」 
訳文：“接下来，你最好不要再帮她们两个。” 
（これから、あの二人を助けないほうがいい。） 
（『ナオミとカナコ』第 8話 22:38） 
（75）は、話し手が聞き手の好意を拒む場面である。提案の押しつけを緩和する表現が
訳文になくなり、FTAが原文より大きくなる。（76）でも同様に、控えめな提案表現「じゃ
ない」に相当する表現が訳文にないだけではなく、原文の「必要ない」が禁止表現“别”
に訳されており、聞き手のネガティブ・フェイスを脅す度合いは強まっている。 
７４ 
(75) 先輩が後輩の好意を断る （Ps>Ph, D中） 
原文： 「河野は俺なんかのことに関わってないで 自分の作品のことだけを考えた
ほうがいいんじゃないかな。」 
訳文： “你就别管我的事，专心自己的创作吧。” 
（…君は俺のことに関わってないで、自分の作品に専念する＋“吧”。） 
（『結婚しない』第 2話 28:56） 
(76) 春子が千春に提案する （Ps=Ph, D小） 
原文： 「気が進まないんだったら 無理にする必要ないんじゃない？」 
訳文： “没那个心思的话就别勉强自己了。” 
（気が進まないんだったら 無理するな。） 
（『結婚しない』第 2話 11:26） 
一方、訳文が間接発話行為表現で対応している例も存在する。 
（77）は、話し手が聞き手の私生活について推測する場面である。原文では、聞き手の
ネガティブ・フェイス（プライバシーに触れられたくない）に配慮するため、「じゃないか」
で断定を避けている。訳文では、疑問文のマーカーである“是不是”を使って疑問文にす
ることで断定を避け、原文と同様に FTAを緩和している。さらに、賛意を求める機能を持
つ語気助詞“呀”を使って、聞き手のポジティブ・フェイスへの考慮も加わっている。 
(77) 取材中、雑誌社員が花澤に家族について質問する （Ps<Ph, D大） 
原文： 「でも、絵に描いたような幸せそうなご家庭ですね。何にも悩みなんて な
いんじゃないですか？」 
訳文： “不过您的家庭简直就像故事里描绘的那样幸福圆满。是不是顺风顺水没有任
何烦恼呀。” 
（でも、物語に描いたようなほど幸せそうなご家庭です。順風満帆で 何に
も悩みなんてないですか＋“呀”。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 19:54） 
（78）では提案の押しつけを弱める「じゃないか」が、反語表現“难道不是”「まさか
～ではあるまい」で訳されており、原文より主張の度合いは強いと考えられる。 
７５ 
(78) 亜紀が会議で自分の提案を主張する （Ps<Ph, D中） 
原文： 「絶対あったほうがいいですよ。書店員の手書きポップなんて 売上アップ
の必須ツールじゃないですか。」 
訳文：“这个绝对可以有的。书店店员手写的宣传标签，难道不是提升业绩的必要法宝吗？” 
（これ 絶対あったほうがいいです。書店員の手書きポップがまさか売上アッ
プの必要な道具ではないわけではないですよね。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 18:23） 
（79）は、話し手が聞き手のことを評価する場面である。原文は「じゃない」のほか、
ヘッジの「かな」、「なんか」および「と思う」などの複数のNPSを使って、FTAの度合い
を緩和している。訳文では、疑問文マーカー“是不是”が使用され、原文と同様に FTAが
和らげられる一方、ヘッジの「かな」「なんか」が省略され、FTAは強くなっている。 
(79) 葉菜子のことについて、大介の父が観点を表す （Ps>Ph, D小） 
原文： 「俺も思うだけどね 葉菜子ちゃんは何か ちゃんとしようとしすぎてんじゃ
ねえかな？何か一人で こう頑張りすぎてんじゃねえかなと思うよ。」 
訳文： “我觉得啊，小叶菜子是不是把自己逼的太紧了呢？我总觉得你啊，总是像这
样一个人死撑。” 
（俺が思ってね 葉菜子ちゃんは ちゃんとしようとしすぎてるのではない
かな？ いつも一人で こう頑張りすぎている。） 
（『家族ノカタチ』第 6話 25:33） 
以上のように、否定間接表現の「じゃないか」が中国語字幕にそのままは訳出されず、
直接発話行為で訳される場合が多い（14例）が、下の表の内数で示したとおり、語気を緩
和する助詞で緩和されることもある。また、必ずしも全体としては FTAが緩和されたとは
言いがたいことも少なくない。 
なお、「じゃないか」がどう訳出されるかと、PやDの値との関係については、用例が少
なすぎるため、結論を出すことはできない。 
  
７６ 
 D大 D中 D小 合計 
間接発話行為  2(0) (40.0%)  4(0) (40.0%)  1(0) (16.7%) 7(0) 
直接発話行為  3(3) (60.0%)  6(6) (60.0%)  5(1) (83.3%) 14(10) 
合計  5(3) (100.0%)  10(6) (100.0%)  6(1) (100.0%) 21(10) 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
間接発話行為  3(0) (33.3%)  3(0) (37.5%)  1(0) (25.5%) 7(0) 
直接発話行為  6(4) (66.7%)  5(4) (62.5%)  3(2) (75.5%) 14(10) 
合計  9(4) (100.0%)  8(4) (100.0%)  4(2) (100.0%) 21(10) 
表 5.13 中国語字幕における「じゃないか」訳出パターンの分布 
・ 「もらえないか」 
依頼場面における否定間接発話表現「もらえないか」を含む例文は収集した中では、最
も多く、38例であった。 
（80）は、相手に許可を得ようとする場面である。原文の否定間接発話表現「もらえま
せんか」が訳文ではそのままの形では現れず、許可を求める表現“好吗”「いいですか」で
聞き手のネガティブ・フェイスに配慮している。単純な比較は難しいが、直接的に許可を
求めている訳文のほうが、間接的な原文よりも FTAの緩和度合いは低いといえよう。 
(80) 理子が客に頼む （Ps=Ph, D大） 
原文：「今度はほんとに 私に東京案内させてもらえませんか？」 
訳文：“下次让我正式为你做东京导游好吗？” 
（今度 あなたのために正式に私に東京案内をさせる いいですか？） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 17:14） 
続いて、「もらえないか」が原文に近い形式で訳出される例を見ていこう。 
（81）の原文では、義理の姉である話し手が「もらえない」を用いて丁寧に依頼してい
る。しかし、訳文には否定間接発話表現に代わって肯定間接発話表現が用いられている。
英語で言えば“Can you give me a glass of water?”にあたる慣習的な依頼表現ではある
が、原文より FTAの緩和の度合いは低い。（82）も同様である。 
７７ 
(81) 陽子が直美に頼む （Ps>Ph, D中） 
原文：「水をもらえない？」 
訳文：“能给我杯水吗？” 
（水を一杯もらえる？） 
（『ナオミとカナコ』第 8話 25:15） 
(82) 千春が上司に依頼する （Ps=Ph, D中） 
原文：「もう一度 一緒に 企画をやらせてもらえませんか？」 
訳文：“能让我再参加企划吗？” 
（もう一度 私に企画に参加させられますか？） 
（『結婚しない』第 8話 39:12） 
（83）では、疑問文形式の“能不能”（Can you …?）で FTAを緩和している。 
(83) 書店店員が元店長に依頼する （Ps<Ph, D中） 
原文：「どうにか協力してもらえないでしょうか？」 
訳文：“您能不能帮我们一把？” 
（ちょっと手伝うことはできますか？） 
（『戦う！書店ガール』第 8話 08:45） 
（84）も同様であるが、訳文で用いられているのは疑問形“能不能”のみである。 
(84) 葉菜子の部下が大介に依頼する （Ps<Ph, D中） 
原文：「あの 言ってもらえません？大丈夫 やればできるって。」 
訳文：“那个能不能对我说一句？没问题只要去做就能做到。” 
（あの 一言言ってもらえますか？大丈夫 やればできるって） 
（『家族ノカタチ』第 7話 29:13） 
その一方、否定間接表現「もらえない」が（85）の同様に命令文に訳出されることもあ
る。（85）は依頼会話場面である。原文では、話し手が否定間接表現の尊敬形式を使用し
て、聞き手に丁寧に依頼する。それに対して、訳文では否定間接表現がなくなり、その代
わりに、話し手が直接行為表現で提案する。そのうえ、ネガティブ・ポライトネス機能を
持つ中国語助詞“吧”が用いられるが、原文より丁寧さがかなり弱められると思われる。 
７８ 
(85) 監修の仕事を依頼するため、話し手が画家の黛に提案する （Ps<Ph, D大） 
原文：「お食事をしながら、さらに 詳しいお話をさせていただけませんか」 
訳文：“我们边吃边详谈吧。” 
（食事しながら、お話をしましょう+“吧”） 
（『ナオミとカナコ』第 4話 35:55） 
以上、否定間接発話表現「もらえないか」の訳には、疑問文形式の“能…？”“能不能…？”
が使われることが多い（33例）。一般に、（85）のように直接発話行為表現で訳出されるの
は少ない（5例）。 
なお、力関係（P）と社会的距離（D）の値が「もらえないか」訳出の形式にどのように
影響を与えるかについては、ここでも用例数が少ないため、はっきりとした結論を出すこ
とはできない。 
 D大 D中 D小 合計 
間接発話行為 6(0) (75.0%) 23(0) (95.8%) 4(0) (66.7%) 33(0) 
直接発話行為 2(2) (25.0%) 1(1) (4.2%) 2(2)(33.3%) 5(5) 
合計 8(2)(100.0%) 24(1)(100.0%) 6(2)(100.0%) 38(5) 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
間接発話行為 12(0) (92.3%) 16(0) (88.9%) 5(0) (71.4%) 33(0) 
直接発話行為 1(1)  (7.7%) 2(2) (11.1%) 2(2) (28.6%) 5(5) 
合計 13(1)(100.0%) 18(2)(100.0%) 7(2) (100.0%) 38(5) 
表 5.14 中国語字幕における「もらえないか」訳出パターンの分布 
これまで「もらえないか」について、常体と敬体を区別せずに分析してきたが、「もらえ
ないか」と「もらえませんか」で分けて表を作成すると、丁寧語を用いる「もらえません
か」のほうがやや頻度が高いことが分かった。そのため当然ながら、PやDの値が大きい
ほど使用されることになる。 
つまり「もらないか」は、丁寧語で、地位が上の相手もしくは中程度以上の距離のある
相手に用いられる傾向のある表現なのである。 
７９ 
 D大 D中 D小 合計 
もらえませんか  7 (25.0%)  19 (67.9%)  2 (7.1%)  28 (100.0%) 
もらえないか  1 (10.0%)  5 (50.0%)  4 (40.0%)  10 (100.0%) 
合計 8 24 6 38 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
もらえませんか  13 (46.4%)  11 (39.3%)  4 (14.3%)  28 (100.0%) 
もらえないか  0 (0.0%)  7 (70.0%)  3 (30.0%)  10 (100.0%) 
合計 13 18 7 38 
表 5.15 「もらえませんか」「もらえないか」の分布 
では敬体と常体の違いは、字幕の翻訳ストラテジーと連動しているであろうか。 
 命令文 能…吗 能不能 好吗？ 合計 
敬体 2(2) (40.0%)  21 (75.0%)  4 (100.0%)  1 (100.0%) 28(2) 
常体 3(3) (60.0%)  7 (25.0%)  0 (0.0%)  0 (100.0%) 10(3) 
合計 5(5) (100.0%)  28 (100.0%)  4 (100.0%)  1 (100.0%) 38(5) 
表 5.16 「もらえませんか」「もらえないか」の翻訳分布 
この表では、“能…吗？”による敬体でも常体でも最も多い。原文が丁寧語を用いていて
も、訳文では命令文のこともある。用例数が少ないため断定はできないが、原文の敬体と
常体の違いは、中国語字幕の翻訳ストラテジーにあまり影響を与えていないようである。 
・ 「くれないか」 
依頼場面によく見られる慣習的な否定間接発話表現のもう一つは「くれないか」である。
本研究では、「くれないか」を含む表現を 12例収集した。「もらえないか」と同様に、訳文
には肯定疑問文形式の“能…吗？”“能不能…？”がよく使われる。 
（86, 87）の訳文では慣習的な依頼表現である肯定間接発話表現“能…吗？”が使われ
ている。どちらもNPSであるが、FTAの緩和度合いは原文よりやや弱い。 
８０ 
(86) 直美が加奈子に （Ps=Ph, D小） 
原文：「明日 ちょっと 私に付き合ってくれない？」 
訳文：“明天能陪我去一个地方吗？” 
（明日 私と一緒にある場所に行ける？） 
（『ナオミとカナコ』第 7話 32:09） 
(87) 後輩が花屋で仕事する先輩に頼む （Ps<Ph, D中） 
原文：「デッサンにいい切り花ないかなって。先輩 いいの 選んでくれませんか？」 
訳文：“我在想有没有适合素描的花枝。学长，你能帮我挑个好的吗？” 
（デッサンにいい切り花がないかと思っています。先輩、いいのを選んでく
れますか？） 
（『結婚しない』第 5話 16:36） 
（88）でも同様に「くれない」が肯定間接発話表現で訳出されているが、訳文では、動
詞の重ね型（動作の量が少なかったり、動作の時間が短かったりすることを表す文法形式）
である“陪陪”を用いているため、依頼の負担度が若干緩和される。 
(88) 理子が同僚の友人に依頼する （Ps=Ph, D小） 
原文：「今夜付き合ってくれない？」 
訳文：“今晚你能陪陪我吗？” 
（今夜ちょっと付き合ってくれる？） 
（『戦う！書店ガール』第 2話 11:43） 
（89）では、「くれない」が疑問表現“能不能”に訳出されている。ただし、“帮”「手伝う」
が付加され、敬語のない常体の原文と比べると、字幕の方がやや丁寧と言える。 
(89) 客が直美に頼む （Ps>Ph, D大） 
原文：「明日にでもカモメ銀行に行って 振り込んどいてくれない？」 
訳文：“你能不能明天帮我去鸥银行汇个款。” 
（明日 代わりにカモメ銀行に行って振り込めますか？） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 39:42） 
（90）は、聞き手に付き合ってくれるように依頼する場面である。原文では「くれない」
８１ 
とヘッジの「かな」を組み合わせて重ねて使用して、聞き手のネガティブ・フェイスを侵
害する度合いをかなり弱めている。訳文には、“能不能”はあるが、ヘッジの「かな」が訳
されておらず、原文より FTAは高いと考えられる。 
(90) 出版社社員の小幡が書店員の亜紀に （Ps=Ph, D中） 
原文：「あの ねえ 亜紀ちゃん 俺と付き合ってくれないかな？」 
訳文：“我说小亚纪，你能不能跟我交往。” 
（ねえ 亜紀ちゃん 俺と付き合ってくれない？） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 36:19） 
（91）でも、「くれないか」とヘッジの「かな」が併用されているが、訳文には「かな」
に相当する表現が現れていない。NPSを使用している点は共通しているが、原文のほうが
やや丁寧であると考えられる。 
(91) 大介が女友達に （Ps>Ph, D中） 
原文：「一人にしてくれないかな ここは数少ない 一人人なれる場所なの ちょ 一
人にして。」 
訳文：“能不能让我一个人静静。这是我少有的能够一个人待一会儿的地方。你让我一
个人静静。” 
（一人静かにさせてくれないか） 
（『家族ノカタチ』第 6話 29:01） 
上述したように、否定間接発話表現の「くれないか」は、ほとんどの場合、慣習的依頼
表現である肯定疑問文の“能…吗？”“能不能…？”「できる？」に訳出される（12例中 10
例）。「もらえないか」と同じように、ここでもまず、「くれないか」の常体と敬体の分布を
見た後で、訳出のストラテジーを考えたい。 
下の表を見ると、用例数が少ないために断定はできないが、敬体でも常体でも、距離の
ある相手や目上に用いられた例がなかった。逆に言えば、比較的距離の近い相手か、同等
もしくは自分よりも下の相手に用いる表現であるように思われる。これは、「もらないか」
が丁寧語で、地位が上の相手もしくは中程度以上の距離のある相手に用いられる傾向のあ
る表現であるのと対照的である。 
８２ 
 D大 D中 D小 合計 
くれませんか 0  2 (28.6%)  1 (20.0%) 3 
くれないか 0  5 (71.4%)  4 (80.0%) 9 
合計 0  7 (100.0%)  5 (100.0%) 12 
 
 Ph>Ps Ph=Ps Ph<Ps 合計 
くれませんか 0  3 (37.5%)  0 (0.0%) 3 
くれないか 0  5 (62.5%)  4 (100.0%) 9 
合計 0  8 (100.0%)  4 (100.0%) 12 
表 5.17 「くれませんか」と「くれないか」の分布 
敬体と常体の分布と中国語字幕との関係をみると、どちらも“能…吗？”“能不能…？”
で訳されることが多い。もちろん結論を出すには早すぎるが、ここでも日本語では Ph や
Dの値が表現の選択に影響を与えるが、中国語字幕にはあまり関係がないようである。 
 命令文 能…吗 能不能 好吗？ 合計 
くれませんか 0 1 2 0 3 
くれないか 1(0) 3 4 1 9 
合計 1(0) 4 6 1 12 
表 5.18 「くれませんか」と「くれないか」の翻訳分布 
・ 「しないか」 
「しないか」（「できませんか」を含む）も依頼や勧誘の場面でしばしば現れる（19例）。 
（92）は、父親が息子を食事に誘っている場面である。話し手は丁寧語の「やりませ
んか」を用いており、自分の息子のネガティブ・フェイスに対してかなり配慮している
ことから、親子の間に微妙な距離があることが分かる。しかし、訳文では、命令・勧誘の
語気を緩和する文末助詞“吧”が用いられているだけで、FTA の度合いは原文より高い
上に、原文にある距離感のニュアンスはない。 
８３ 
(92) 父親が息子の大介を誘う （Ps>Ph, D小） 
原文：「今 うちでタイをさばいて 俺 刺身にしたのね ワサビがないかあ わさ
びを買いに行くけど どうですか、一緒にやりませんか？」 
訳文：“今天我拿鯛鱼做了生鱼片，但是没有芥末，所以我要去买芥末。怎么样，你也
一起来吧。” 
（今 俺タイを刺身にした。でも、ワサビがないから、わさびを買いに行く。
どうだい、おまえも一緒にやろう） 
（『家族ノカタチ』第 1話 15:45） 
（93）は、話し手が冷戦状態にある恋人を誘う会話場面である。原文では、話し手が「食
べない？」という否定間接発話表現で、聞き手のネガティブ・フェイスに対する気配りを
して、遠慮がちに誘っている。訳文では、ここでも語気助詞“吧”を使った直接的な勧誘
となっており、ネガティブ・フェイスへの配慮は感じられない。 
(93) 大道寺が美蘭を誘う （Ps＝Ph, D小） 
原文：「あのさ あの 話があんだけどさ 今週の日曜日 バレンタインじゃん。外
で ご飯でも食べない？」 
訳文：“那个，我有话想对你说。周日就是情人节了，我们一起吃顿饭吧。” 
（あのさ、話があるんだけど。今週の日曜日はバレンタインだ、一緒にご飯を
食べよう） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 4話 21:29） 
（94）は、話し手が商品の仕入れを依頼する場面である。原文の「できませんか」が、
訳文では、慣習的依頼表現である肯定疑問文の“能…吗？”「できますか」で訳出されてい
る。どちらもNPSであるが、訳文のほうが FTAの緩和度は低い。 
(94) 理子が仕入れ先の責任者に依頼する （Ps＝Ph, D中） 
原文：「吉祥寺店と直接契約していただくことできませんか？」 
訳文：“能直接和吉祥寺店签订合同吗？” 
（吉祥寺店と直接契約することはできますか？） 
（『戦う！書店ガール』第 8話 16:15） 
８４ 
（95, 96）は、どちらも異性を誘う場面である。（95）では原文が「会えない」＋「か
な」で、やや遠慮した言い方であるのに対し、訳文では疑問文の“能不能”が使われてお
り、FTAは原文ほど緩和されていない。 
(95) 理子が恋人に誘われる （Ps＝Ph, D小） 
原文：「来週 どっかで会えないかな？話があるんだ 大事な。」 
訳文：“下周能不能约个地点见个面？我有话跟你说 很重要的。” 
（来週どっかで会える？話があるんだ、大事な。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 11:25） 
（96）は逆に、丁寧語の原文「お会いできませんか」に対して、訳文では NPS3「悲観的
になれ」に相当する“不知道”と共起しており、かなり遠慮した、丁寧すぎるほどの言い
方となっている。 
(96) 大介が知り合いの女性に誘われる （Ps＝Ph, D中） 
原文：「あの 明日の土曜日なんですけど お会いできませんか」 
訳文：“那个明天是星期六，不知道能不能见个面呢。” 
（あの 明日は土曜日です。会えるかどうか分かりませんが。） 
（『家族ノカタチ』第 8話 23:45） 
（97）は美術大学時代の女性の後輩が、パリに拠点を移すから一緒に行こうと工藤を誘
う場面である。原文の否定間接発話表現「しませんか」が訳文では相手の意志を確認する
疑問文“要不要”に訳出され、FTAを緩和している。 
(97) 女性の後輩が工藤を誘う （Ps<Ph, D中） 
原文：「先輩 私と一緒に行きませんか？」 
訳文：“前辈要不要和我一起去。” 
（先輩 私と一緒に行きますか？） 
（『結婚しない』第 6話 11:56） 
以上、否定間接発話表現「しないか」とその中国語字幕の対応を見てきたが、ここで改
めて「しないか」の位相を見ることにしよう。丁寧語の有無で分類すると、下記の表のよ
うになる。これをみると、「くれないか」と同様に、敬体であっても距離の大きい相手には
８５ 
使われないようである。また、上下関係もあまり影響を与えていないことから、この表現
はそれほど FTAを緩和しないのではないかと思われる。 
 D大 D中 D小 合計 
しません 0  9(2) (81.8%)  4(2) (50%) 13(4) 
しない 0  2(1) (18.2%)  4(3) (50%) 6(4) 
合計 0 11(3) (100.0%)  8(5) (100.0%) 19(8) 
 
 Ph>Ps Ph=Ps Ph<Ps 合計 
しませんか  4(1) (100.0%)  6(1) (66.7%)  3(2) (50%) 13(4) 
しないか  0 (0.0%)  3(2) (33.3%)  3(2) (50%) 6(4) 
合計  4(1) (100.0%)  9(3) (100.0%)  6(4) (100.0%) 19(8) 
表 5.19 「しませんか」と「しないか」の分布 
次に中国語字幕との関係をみると、用例数から見て結論を出すわけにはいかないが、こ
こでの例を見る限り、「しません」と「しない」で訳に違いはほとんどないようである。 
 命令文 能～吗 ～不～ 合計 
しませんか 5(4) (38.4%) 4 (30.8%) 4 (30.8%) 13(100.0%) 
しないか 4(4) (66.7%) 0 (0%) 2 (33.3%) 6(100.0%) 
合計 9 (8) 4  6 19 
表 5.20 「しませんか」と「しないか」の翻訳分布 
最後に、否定間接発話行為表現とその中国語字幕をまとめておこう。下の表によると、
“能…吗？”「できますか」による訳が多いことと、敬体と常体で訳にほとんど差がないこ
とが明らかになった。 
  
８６ 
 命令文 能…吗 能不能 好吗？ 合計 
～ませんか 7(6) 26 10 1 44 
～ないか 8(7) 10 6 1 25 
合計 15(13) 36 16 2 69 
表 5.21 全体否定間接発話表現の中国語字幕 
5.2.3.2 肯定間接発話表現 
否定間接発話表現に対して、「くれますか」「もらえますか」などの肯定間接発話表現は
それほど多くはない（38例）。 
（98）では、原文の疑問文「いいですか」が、命令文になっているが、“稍（少し）”と
“一下（ちょっと）”で、FTAは緩和されている。 
(98) 男性友達が千春に頼む （Ps=Ph, D中） 
原文：「ちょっといいですか。手 貸してください。」 
訳文：“稍等一下，把手给我一下。” 
（ちょっと待って。手をちょっと貸してくれ。） 
（『結婚しない』第 5話 12:10） 
（99）も、疑問文「いい？」が命令文に訳出されているが、語気助詞の“吧”を使用す
ることで、FTAを緩和している。 
(99) 葉菜子が大介に頼む （Ps=Ph, D小） 
原文：「私行くから 会社 何かあったら知らして いい？」 
訳文：“那我去公司了，有什么事情你再告诉我吧。” 
（じゃ 私会社に行く。何かあったら知らして＋“吧”） 
（『家族ノカタチ』第 7話 00:48） 
（100）では、疑問文「もらえます？」がストレートな命令のBoRで訳されている。も
ちろん、原文もイントネーションにもよるが、「中学生みたいな食べ方」という言い方を含
めて、かなりインポライトで、FTAではある。しかし、少なくとも形の上では間接発話行
為であり、字幕よりは表面上は配慮がある。 
８７ 
(100) 同僚が大道寺に依頼する （Ps=Ph, D中） 
原文：「もう 中学生みたいな食べ方やめてもらえます？」 
訳文：“真是的，别一副中学生吃饭的样子。” 
（もう 中学生みたいな食べ方をやめて。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 5話 07:32） 
（101）では、原文の肯定疑問文が、字幕でも疑問文の“行吗”「いいですか」と訳され、
同じように、間接発話行為によって聞き手のネガティブ・フェイスに配慮した依頼になっ
ている。 
(101) 美蘭が妹に頼まれる （Ps<Ph, D小） 
原文：「去年 お父さんが買ってきた シャネルのバッグ くれる？」 
訳文：“去年爸爸买回来的那个香奈儿包包给我行吗？” 
（去年、お父さんが買ってきたシャネルのバッグをもらってもいい？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 15:06） 
（102）も依頼の場面である。原文の肯定間接表現「もらえる」が、字幕では“帮我”と
訳されている。これは直訳すれば「私を手伝う」という意味であるが、「私の代わりに～す
る」というほどの慣用表現である。訳文ではさらに“能（できる）”を加えて慣習的な依頼
文にして、FTAを弱めている。 
(102) アパートの大家が直美に頼む （Ps=Ph, D大） 
原文：「小田直美さんですか。賃貸アパートの連帯保証人になられてますよね。居住
する方の身分証明書いつになったら出してくれるのですかね。あなたから聞
いてもらえますか？」 
訳文：“（中略）你能帮我问一下吗？” 
（ちょっと聞いてもらうことはできますか？） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 32:02） 
（103）の原文はヘッジの補助動詞「みる」に、「くれる？」という間接発話行為の疑問
文がついた形になっており、上司の命令としては多少遠慮した言い方になっている。訳文
でも“可以（できる）”を用いた疑問文となっており、原文に非常に近いと言えよう。 
８８ 
(103) 上司が千春に （Ps>Ph, D中） 
原文：「つまり 都会派であり 自然派でもあるプランってことか。いいね。じゃあ 
その方向で企画書まとめてみてくれる？」 
訳文：“也就是说兼顾都市派和自然派的方案吗？不错，那你可以按这个思路总结一份
企划书吗？” 
（（中略）いいね。じゃあ、その考え方で企画書まとめられるか？） 
（『結婚しない』第 8話 10:51） 
以上のように、原文の肯定間接発話表現には“能・可以（できる）”や、“行吗”“好吗”
「いいか？」）に訳出されることが多い（32例）。直接命令文で訳されることもあるが、多
くはヘッジなどで緩和され、単なるBoRとなることはまれである。 
最後に常体と敬体の分布を見ておこう。下の表からは、この表現は比較的距離があり、
同等もしくは目上の相手に、敬体で用いられる傾向がある。 
 D大 D中 D小 合計 
敬体 13 13 3 29 
常体 0 6(1) 3(1) 9(2) 
合計 13 19(1) 6(1) 38(2) 
 
 Ph>Ps Ph=Ps Ph<Ps 合計 
敬体 12 13 4 29 
常体 4 3(1) 2(1) 9(2) 
合計 16 16(1) 6(1) 38(2) 
表 5.22 日本語の肯定間接発話表現の分布 
中国語字幕を見ると、圧倒的に“能…吗（できますか？）”が多い。数は少ないが、原文
が敬体と常体かという違いは、訳には反映されていないようである。逆に言えば、ここで
も中国語では PやDの値は字幕にあまり関係がないように思われる。 
  
８９ 
 命令文 能…吗 能不能 行吗？ 合計 
敬体 4(0) 22 3 0 29 
常体 2(2) 4 1 2 9 
合計 6(2) 26 4 2 38 
表 5.23 中国語字幕における肯定間接発話表現の翻訳表現 
5.2.3.3 まとめ 
日本語の間接表現を中国語に翻訳する際の翻訳特徴を表 5.24 にまとめる。この表によ
れば、原文の間接発話行為表現は字幕でも間接発話行為表現であることが多い。また、直
接発話行為表現で訳されていても、内数で示したとおり、語気助詞の“吧”などのNPSで
語気が緩和されるのが普通である。つまり、単純な BoRで訳されることはまれである。 
間接発話行為 
間接発話行為 
による訳出 
直接発話行為 
による訳出 
合計 
否定間接 
発話表現 
じゃないか 7 14(10) 21 
もらえないか 33 5(5) 38 
くれないか 11 1(0) 12 
しないか 10 9(8) 19 
肯定間接発話表現 32 6(2) 38 
合計 93 35(25) 128 
割合 72.66% 27.34% 100% 
表 5.24 字幕翻訳における直接・間接発話表現 
間接発話行為表現がBoRで訳される例は 9例しかなく、いずれも「サセテ」形の訳で
ある。BoRによる訳出は、社会的距離（D）が大きいほど増え、聞き手の力（Ph）はあ
まり関係しないように見えるが、数が少ないためこれを結論とするのは控えたい。 
  
９０ 
 D大 D中 D小 合計 
NPS  25 (96.2%)  68 (95.8%)  26 (83.9%) 119 
BoR  1 (3.8%)  3 (4.2%)  5 (16.1%) 9 
合計  26 (100.0%)  71 (100.0%)  31 (100.0%) 128 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
NPS  39 (92.9%)  56 (94.9%)  24 (88.9%) 119 
BoR  3 (7.1%)  3 (5.1%)  3 (11.1%) 9 
合計  42 (100.0%)  59 (100.0%)  27 (100.0%) 128 
表 5.25 中国語字幕における間接表現訳出の有無 
本節の内容は以下のようにまとめられる。 
i. 日本語の間接発話表現は、同じく間接発話行為表現で中国語に翻訳されることが多
く（93例）、全体の 72.66％を占める。 
ii. 日本語の否定間接発話表現を、そのまま間接発話表現で訳すことは少なく（23例）、
肯定疑問文形式で、断定や依頼の度合いを表すことが多い。 
iii. 肯定間接表現が中国語の慣習的な表現（“能・可以（できる）”“行吗・好吗（いいで
すか）”など）で訳出されることが多い（32例）。 
iv. 肯定間接表現と否定間接表現「もらえないか」を除き、FTAが大きくなるにつれて、
否定間接発話表現が中国語字幕においても間接発話行為で訳出されやすい。 
v. 中国語字幕では PhやDの値はあまり影響を与えない。 
5.2.4 謝罪表現 
B&L は「FTA を行うことに対して謝罪をすることによって話し手は聞き手のネガティ
ブ・フェイスを侵害することを望んでいないことを伝え、それによって、その侵害を部分
的に埋め合わせることができる（By apologizing for doing an FTA, the speaker can 
indicate his reluctance to impinge on H’s negative face and thereby partially 
redress that impingement.）」（B&L：187、田中（監訳）: 263）と述べている。 
日本語の台詞によく見られる謝罪としては以下の二つのタイプが見つかった。 
９１ 
・ 侵害の事実を認める（例えば、「失礼ですが」「悪いけど」） 
・ 許しを請う（例えば、「すみません」「申し訳ない」など） 
本研究では、謝罪表現を全部で 28 例収集した。本節は上の分類に従って、日本語の謝
罪表現が中国語字幕にどのように訳されているかを検討する。 
5.2.4.1 侵害の事実を認める表現 
侵害の事実を認める表現は、話し手が「自分が聞き手のフェイスを侵害しているという
ことを率直に認める」（B&L：188、田中（監訳）: 264）ということであり、本研究のデー
タベースからは、「失礼ですが」「悪いけど」などを含む例文が 6例見つかった。 
（104）は、同僚に依頼する場面である。原文では、謝罪表現の「悪いけど」によって、
自分の依頼が聞き手のネガティブ・フェイスに対する侵害であることを認め、FTAを緩和
している。それに対して、訳文では、「悪いけど」に対応する表現として、“Excuse me.”
に相当する軽い謝罪にもよく使われる慣用表現“不好意思（恥ずかしい、決まりが悪い、
気が引ける）”が現れている。 
(104) 大道寺が同僚に頼む （Ps>Ph, D中） 
原文：「俺さ これから ちょっと 出かけなきゃいけないんだよ。悪いけど 愚痴
聞いといてあげて。」 
訳文：“我现在要出去一趟，不好意思，帮我听听她发泄吧。” 
（俺今ちょっと出かける。気が引けるが、俺の代わりに愚痴を聞いて） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 4話 08:28） 
（105）は、上司が部下に依頼・命令する場面である。ここでも、「悪いが」に対して“不
好意思”で訳出されている。 
(105) 上司が春子に頼む （Ps<Ph, D中） 
原文：「ちょっといいかな？悪いが ここを見てきてくんないかな。」 
訳文：“能过来一下吗？不好意思，能帮我去这里看看吗？” 
（ちょっと来てくれるか？ 悪いが、代わりにここを見てきてくれるか？） 
（『結婚しない』第 1話 22:23） 
９２ 
（106）は、相手のプライバシーを尋ねる場面である。話し手の女性は聞き手の男性と
ほぼ同年代であるが、娘の恋人として初めて会ったというシーンである。初対面であるの
で、社会的距離はもちろん大きいが、上下関係は複雑である。原文では丁寧語で「失礼で
すが」という前置きしてからやや丁寧に年齢を聞いている。訳文でも、侵害の事実を認め
る表現“恕我冒昧（ご無礼をお許しください）”という謝罪の常套句が用いられているが、
原文以上に丁寧でフォーマルな言い方である。また、“不好意思”に比べると、使用される
頻度はかなり低いと思われる。 
(106) 美蘭の母が大道寺に質問する （Ps>Ph, D大） 
原文：「失礼ですが おいくつですか？」 
訳文：“恕我冒昧，请问您今年多大了。” 
（失礼をお許しください。おいくつですか？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 35:19） 
我々のデータベースでは、「悪い＋助詞」が 5 例、「失礼ですが」が１例だけであった。
これだけで使い分けを判断することはできないが、「悪い＋助詞」は目下に使うのであれば
問題なく、社会的距離はあまり関係ないのかもしれない。 
中国語字幕では、「悪い＋助詞」には“不好意思（恥ずかしい、決まりが悪い、気が引け
る）”が、「失礼ですが」には“恕我冒昧（ご無礼をお許しください）”が対応していた。た
だし、“恕我冒昧”は丁寧すぎるかもしれない。 
 D大 D中 D小 合計 
悪いね 0 1 0 1 
悪いが 1 1 0 2 
悪いけど 0 1 1 2 
失礼ですが 1 0 0 1 
合計 2 3 1 6 
 
  
９３ 
 Ph>Ps Ph=Ps Ph<Ps 合計 
悪いね 0 1 0 1 
悪いが 0 0 2 2 
悪いけど 0 0 2 2 
失礼ですが 0 0 1 1 
合計 0 1 5 6 
表 5.26 日本語の侵害の事実を認める表現の分布 
 不好意思 恕我冒昧 合計 
悪いね、悪いが、悪いけど 5 0 5 
失礼ですが 0 1 1 
合計 5 1 6 
表 5.27 日本語の侵害の事実を認める表現の翻訳表現 
5.2.4.2 許しを請う表現 
B&Lによれば、「許しを請う表現」は、話し手が聞き手の許しを請い、当該の FTAにお
いて生じる借りを「帳消し」にしてくれるよう求める表現である。日本語の代表的な許し
を請う表現には「すみません」「申し訳ございません」などがある。 
（107, 108）は依頼というネガティブ・フェイスに対する FTA を行うために、前もっ
て許しを請うため、「すみません」で呼びかけている。字幕では、“Excuse me.”に相当す
る軽い謝罪にもよく使われる慣用表現“不好意思（恥ずかしい、決まりが悪い、気が引け
る）”が現れている。 
(107) 客が春子に頼む （Ps>Ph, D大） 
原文：「すみません 花束をお願いしたいんですけど。」 
訳文：“不好意思，我想要一束花。” 
（すみません、花束が一つほしいです。） 
（『結婚しない』第 9話 22:38） 
９４ 
(108) 大道寺が取引先に頼む （Ps=Ph, D大） 
原文：「すみません ちょっとだけ お話させていただいていいですか。」 
訳文：“不好意思，能不能和您谈一谈。” 
（すみません、ちょっとそちらと話しできますか） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 17:35） 
（109）は店員が高価な腕時計を乱暴に扱う客に話しかける場面である。相手は客であ
るので、丁寧な謝罪表現「申し訳ございません」で、客の品定めを邪魔するという FTAを
緩和しようとしている。訳文でも非常に丁寧でフォーマルな謝罪表現“真是万分抱歉”が
使用されている。 
(109) 直美が客に聞く （Ps<Ph, D大） 
原文：「申し訳ございません。お客様 よろしいでしょうか。」 
訳文：“真是万分抱歉。请问您的试戴结束了吗？” 
（本当に申し訳ございません。ご試着が終わりましたか？） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 14:16） 
（110）も、相手の行為を遮る場面である。原文では「すみません」にヘッジの「ちょっ
と」を付加して FTAをさらに弱めているが、訳文には「ちょっと」に相当する表現はない。
なお原文は「ご遠慮いただけますか」と間接発話行為で依頼しているが、訳文では“请（ど
うぞ）”を付けてはいるが直接命令文であり、原文ほどのフェイスに対する配慮はない。 
(110) 亜紀が客の行為を遮る （Ps<Ph, D大） 
原文：「ちょっとすみません。写真はご遠慮していただけますか？」 
訳文：“不好意思，请不要在这里拍照。” 
（すみません、ここで写真を撮らないでください。） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 10:20） 
（111）は、上司から部下に依頼する場面である。原文では、「申し訳ございませんが」
が、聞き手が部下であっても遠慮しながら依頼している様子がうかがえるが、訳文では、
「申し訳ございません」に相当する表現がない。 
９５ 
(111) 理子が部下に頼む （Ps>Ph, D中） 
原文：「今日の店長会議いけないと思いますので 申し訳ないんですが 野島マネ
ジャーに伝えてもらえませんか？」 
訳文：“今天的店长会议应该是去不了了，你能帮我转告野岛经理一声吗？” 
（今日の店長会議いけないはずです。ちょっと私の代わりに野島マネジャー
に伝えることができますか？） 
（『戦う！書店ガール』第 5話 19:05） 
日本語の FTA の直前に現れる謝罪表現は、以下の通りの分布を示した。FTA 前の謝罪
のほとんどが「すみません」で、比較的距離のある相手に用いられる。中国語字幕を見る
と、圧倒的に“不好意思（恥ずかしい、決まりが悪い、気が引ける）”が多い。数は少ない
が、原文が許しを請う表現の丁寧さの違いは、訳文にも反映されており、原文で丁寧な謝
罪表現が使われていれば、中国字幕でも丁寧な表現に訳出されるという傾向がある。 
 D大 D中 D小 合計 
すみません 12 4 0 16 
申し訳ない 1 0 0 1 
申し訳ありません 2 0 0 2 
申し訳ないですが 0 1 0 1 
申し訳ございません 2 0 0 2 
合計 17 5 0 22 
 
 Ph>Ps Ph=Ps Ph<Ps 合計 
すみません 8 4 4 16 
申し訳ない 0 0 1 1 
申し訳ありません 0 2 0 2 
申し訳ないですが 0 0 1 1 
申し訳ございません 2 0 0 2 
合計 10 6 6 22 
表 5.28 日本語の許しを請う表現の分布 
９６ 
謝罪表現 非訳出 打扰一下 不好意思 对不起 万分抱歉 合計 
すみません 0 1 13 2 0 16 
申し訳ないなど 1 0 1 0 4 6 
合計 1 1 14 2 4 22 
表 5.29 日中字幕における許しを請う表現の翻訳表現 
5.2.4.4 まとめ 
ここまで具体的な例の分析によって、日本語の台詞に現れる謝罪表現とその中国語字幕
ついて考察した。 
謝罪表現 訳出数 非訳出数 合計 
侵害の事実を認める 6 0 6 
許しを請う 21 1 22 
合計 27 1 28 
表 5.30 日中字幕翻訳における謝罪表現 
 D大 D中 D小 合計 
NPS  19 (100.0%)  7 (87.5%)  1 (100.0%) 27 
BoR  0 (0%)  1 (12.5%)  0 (0%) 1 
合計  19 (100.0%)  8 (100.0%)  1 (100.0%) 28 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
NPS  10 (90.9%)  7 (100.0%)  10 (100.0%) 27 
BoR  1 (9.1%)  0 (0%)  0 (0%) 1 
合計  11 (100.0%)  7 (100.0%)  10 (100.0%) 28 
表 5.31 中国語字幕における謝罪表現の訳出パターン 
この結果は次のようにまとめられる。 
９７ 
i. 原文の台詞に見られる謝罪表現は、ほとんど訳出される（27例、全体の 96.43%）。 
ii. 「侵害の事実を認めて謝罪する」場合、日本語では「悪い＋助詞」の形が多く用い
られる。「侵害の前にあらかじめ謝罪する」場合は、「すみません」が多い。しかし、
中国語ではどちらの場合も、ほとんど“不好意思”で訳出される。 
iii. 「失礼ですが」に対して、“恕我冒昧（ご無礼をお許しください）”、許しを請う表現
「申し訳ございません」に対して“真是万分抱歉”など、かなり丁寧でフォーマル
な謝罪表現で訳されることもある。 
5.2.5 まとめ 
本節では、日本語台詞に現れるNPS表現が中国字幕ではどのように訳されるかを見てき
た。次の表は、日本語NPS表現が中国語に翻訳される際に使われたポライトネス・ストラ
テジーを示したものである。 
NPS BoR PPS NPS Off-R 合計 
ヘッジ 43 0 114 0 157 
敬意表現 68 9 128 0 205 
間接表現 9 0 119(25) 0 128 
謝罪表現 1 0 27 0 28 
合計 121 9 388 0 518 
割合 23.36% 1.74% 75.00% 0 100.00% 
表 5.32 中国語字幕におけるNPSの翻訳 
上の表から分かることは、まず原文がNPSであるならば、字幕もやはり NPSであるこ
とが多いということである。次に注目すべきは、NPSを BoRで訳すことはあっても、Off-
Rになることはないという点である。つまり、B&Lの仮説が正しければ、Wxの値が小さ
くなればOff-Rから NPS、PPSさらに BoRへとポライトネス・ストラテジーが変化して
ゆくことが予測されるが、NPSはOff-Rにはならないが、BoRにはなるということは、原
文の Wx が訳文では小さくなりうることを示している。つまり、日本語での FTA の評価
が、中国語では同じか、もしくは小さくなるということである。 
９８ 
では、どのようなときに原文のNPSが変化するのか、PhとDの値に基づいて分析して
みよう。次の表は原文の NPS が BoR や PPS に訳されるときと、NPS のままであるとき
の分布を示している。PPSは少ないので考察から外すとしても、社会的距離が大きくても
BoR が選ばれることが少なくないのに対して、相手の力が小さいほど BoR は増える傾向
が、この表から読み取れる。中国社会では、D よりも Ph のほうがポライトネス・ストラ
テジーの選択に影響を与えていると言えるかもしれない。 
 D大 D中 D小 合計 
BoR  38 (21.8%)  64 (24.6%)  19 (22.6%) 121 
PPS  6 (3.5%)  2 (0.8%)  1 (1.2%) 9 
NPS  130 (74.7%)  194 (74.6%)  64 (76.2%) 388 
合計  174 (100.0%)  260 (100.0%)  84 (100.0%) 518 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
BoR  23 (11.8%)  55 (27.0%)  43 (36.4%) 121 
PPS  2 (1.0%)  6 (2.9%)  1 (0.9%) 9 
NPS  171 (87.2%)  143 (70.1%)  74 (62.7%) 388 
合計  196 (100.0%)  204 (100.0%)  118 (100.0%) 518 
表 5.33 中国語字幕におけるNPS表現の訳出パターンの分布 
これまでの結果は以下のようにまとめられる。 
i. 日本語の台詞におけるNPSで最も多いのは敬意表現であり、全体の 39.58%を占め
る。 
ii. 日本語NPS表現が中国語の字幕でもNPSであることが最も多い（75.44%）。 
iii. NPS 表現の訳出ストラテジーと FTA の関係は、聞き手が話し手に及ぼす力 Ph が
大きくなるにつれて、原文のNPS表現が保存される可能性も大きくなるという傾向
がある。その一方で、話し手と聞き手の間の親疎距離（D）は NPS表現の訳出に与
える影響はそれほど大きくない。この結果は、中国社会では、人と人の間の距離D
に付与される重要性が力 Ph に与える重要性より小さいことを示しているのかもし
れない。 
９９ 
iv. B&Lによれば、ポライトネス・ストラテジーの選択はWxの値によって決まる。す
なわち、FTAの危険が大きければ大きいほど、より丁寧なストラテジーが使用され
る。日本語のNPS表現は、同じNPSで中国語に訳されるのが普通で、全体の 7割
強を占める。しかし、原文よりポライトネスの度合いが低くなるストラテジー、特
にBoRで訳出される場面も目立つのに対し、FTAが高いときに見られるOff-Record
はない。この結果から、日本社会と中国社会におけるWxの計算が異なることが示
唆される。つまり、同じ FTAであっても、中国語ではWxの値が低く計算されるこ
とがあるのである。 
v. 日本語のNPS言語形式が中国語に翻訳される際に、語気を和らげるため、語気助詞
（例えば、“吧”“嘛”など）、自由侵害を認める表現（例えば、“麻烦”など）、また
動作を軽く行うことを示す表現（例えば、“一下”“看看”“谈一谈”）などがしばし
ば見られる。 
5.3 字幕翻訳における PPSの表現 
PPSとは、相手の「ポジティブ・フェイスに向けられた補償行為を指し、聞き手の永続
的な欲求（欲求から出た行為、その結果手に入れた物や評価）が常に望ましいものである
と認められたい、という願望に沿うもの(Positive politeness is redress directed to the 
addressee’s positive face, his perennial desire that his wants (or the actions/ 
acquisitions/values resulting from them) should be thought of as desirable.)」
（B&L：101、田中（監訳）: 134）であり、相手の願望や欲求を満たしたり、認めたり、
自・他の欲求の類型性に言及したり、といった行為などである。 
B&L によると、PPS は共通基盤を主張する、話し手と聞き手は協力者であることを示
す、聞き手の欲求を満たす、という 3つの大きなメカニズムからなり、15種類のストラテ
ジーを含む。 
本研究で収集した PPS の用例はそれほど多くはなく、62 例にすぎない。このうち、聞
き手への興味、賛意、共感を誇張する表現、協力者である事実を表す表現、またヘッジを
用いることなどのストラテジーが目立つ。 
本節では、以上のストラテジーに絞って、日本語台詞に現れる PPS表現が中国語字幕に
表されるかについて検討する。 
１００ 
5.3.1 共通基盤を主張する 
話し手が聞き手との「共通基盤」を主張するとは、話し手と聞き手は「双方とも、目的
や価値観など、ある特定の共通する欲求を持つグループに属する(…both belong to some 
set of persons who share specific wants, including goals and values.)」（B&L：103、
田中（監訳）: 137）ことを表すということである。このタイプのストラテジーには、聞き
手への興味、賛意、共感を誇張するストラテジー、視点を転換する方法、および不一致を
避けるストラテジーが見られた。 
5.3.1.1 聞き手への興味、賛意、共感を誇張する表現 
この表現は、話し手が聞き手の様々な状況へ興味、賛意、共感を大げさに表すことによ
り、相手のポジティブ・フェイスに配慮するストラテジーで、一般に、褒めたり誇張した
りする表現がよく見られる。ドラマのデータベースには、このタイプに当てはまる例文が
少ない（9例）が、ほとんどは中国語字幕においてそのまま訳出されていた。 
（112）は、話し手（A）は何か落とし穴を見落としているのではないかという疑念を聞
き手（B）に伝えるというポジティブ・フェイスに対する FTAの前に、相手を「すごいで
す」と褒める場面である。訳文でも、「すごいです」に相当する表現“你好厉害”が使用さ
れているだけでなく、語気を強め、PPS としても機能する語気助詞“啊”13を付けてポジ
ティブ・フェイスへの配慮を強調している。 
(112) 部下が大道寺を褒める （Ps(A)<Ph(B), D中） 
原文： A「部長 すごいですね  競合で帝洋に勝つなんて。」 
B「だろ？年間三千万の売り上げゲットだぞ。お前。」 
A「でも なんか うまく行き過ぎて 裏があるっていうか。」 
訳文： “部长你好厉害啊。居然赢了帝洋。” 
（部長 すごいです＋“啊”。まさか帝洋に勝つなんて。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 11:30） 
                                                     
13 Yuan（2012：48）は“啊”について、“it serves as an effective device to reduce 
distance and to establish and ehnahance harmony between interlocutors.”と述べ
ていることから明らかなように、PPS表現であるとすることに問題はないが、次章で見る
とおり、相手のネガティブ・フェイスに入り込むインポライトネス表現としても機能する。 
１０１ 
（113）では、依頼の前に、聞き手が客に信頼されていると述べることで相手のポジティ
ブ・フェイスに配慮している。 
(113) 亜紀が自分の提案を主張する （Ps(B)=Ph(A), D中） 
原文：「斎藤さん 小田さんの言うことなら 聞いてくれそうだし 一度頼んでくれ
ませんか？」 
訳文：“斋藤太太看起来对你言听计从，你能不能帮我拜托她一下。” 
（斎藤はあなたの言うことを聞きそうだし、ちょっと頼んでくれませんか。） 
（『ナオミとカナコ』第 3話 16:08） 
（114）の原文では、話し手が「ストレスになる」というポジティブ・フェイスを侵害す
る内容を伝達する前に、聞き手を褒めている。訳文でも、褒める内容がストレートに訳出
されている。 
(114) 元彼女が大介を評価する （Ps=Ph, D中） 
原文：「そりゃ あなたは 彼氏としては よかったよ。ルックスもいいし 趣味も
豊富。でも 結婚したら 絶対ストレスになりそうじゃない？」 
訳文：“你是一个很优秀的男朋友，人长的帅兴趣又多，但一旦结了婚就会成为负担吧。” 
（あなたは優れた彼氏だった。カッコいいし、趣味も豊富。でも、結婚した
ら、負担になる） 
（『家族ノカタチ』第 1話 41:00） 
上述したように、日本語の台詞に現れる（聞き手への興味、賛意、共感を）誇張する表
現が中国語字幕において、一般にそのまま訳出される。 
5.3.1.2 中心人物の転換―話し手から聞き手へ 
ここでのストラテジーは、「話し手はあたかも聞き手が話し手であるかのように、また、
聞き手の知識があたかも話し手のそれと同じように話す(This is where S speaks as H 
were S, or H’s knowledge were equal to S’s knowledge.)」（B&L：119、田中（監訳）: 
161）ことによって、話し手と聞き手の間の距離を縮め、あるいは融合を図ることである。
日本語の代表的な視点の共有または融合の言語表現には、終助詞「ね」「よね」がある。 
「ね」「よね」の談話における機能については様々な研究がある。 
１０２ 
伊豆原（2003）は、「ね」は話し手の認識に聞き手の同意を求め、聞き手との間に共通
認識領域を作り出すもので、「よね」は話し手の認識が聞き手の認識でもあるかを確認する
ことで共通認識領域を作り出そうとするものであると述べている。これが正しいとすれば、
「ね」「よね」は話し手と聞き手の認識の融合を図るための終助詞ということになり、PPS
として用いられうるということができる。 
宇佐美（1999）は終助詞「ね」には主に五つの機能があると論じ、そのうち、「会話促
進」という機能は「対話相手との意見・考えなどを共有することによって相手との一体感
を示したり、相手の発話に同意を示すことで聞き手に対する連帯感（solidarity）や肯定的
態度」（宇佐美 1999：248）を示すという。例えば下の例では、「ね」を取り去ってしまう
と「その話者の言い切りによって、会話の流れが途切れる感じや、ぎこちない感じになっ
てしまう」（宇佐美 1999：249）。 
(115) 「あのー、年にいっぺんぐらいしか書かないんだよね、あのひとね。」 
このことから宇佐美は、「相手が概して自分と同じような考えを持っていると想定してい
るのであるから、典型的なポジティブ・ポライトネス」（宇佐美 1999：254）であると述
べている。 
中田（2017）は「よね」には「話し手の理解を表す」用法と、「聞き手の理解を促す」
用法があるとする。このうち、（116）のような「話し手の理解を表す」用法は、「対話の中
での聞き手の発言によって話し手の信念が形成されるときに使われる形式」（中田 2017：
12）であるという。 
(116) 「いやいやいや！ こりゃあ何かの間違いだろ！」「そうよね」（中田 2017：3） 
この用法をポライトネスの観点から言い換えると、対話を通して、話し手と聞き手の認
識が融合したことを示していると考えることができる。つまり、PPSとして用いることが
できるのである。 
ドラマの中でも「ね」「よね」の頻度は高いが、以下では、PPSとして FTAの緩和に用
いられた「ね」「よね」（25例）について、中国語字幕にどのように表されているかについ
て考察する。 
（117）の「ね」は、兄に対して認識の共有を確認または強要する機能を持っている。
しかし訳文では、「ね」に相当する表現がなく、その代わりに、NPSに属する肯定疑問文表
１０３ 
現“好吗”が使用されているため、原文より強引ではなくなってしまい、FTAが原文より
も弱められている。 
(117) 美蘭が兄に恋人の大道寺に会って欲しいと頼む。（Ps<Ph, D小） 
原文：「ちゃんと会って話せば 好きになるから。ねっ。」 
訳文：“你跟他见一面好好说说话就会改变想法的，好吗？” 
（ちょっと会ってちゃんと話すたら、すぐに考えが変えられる。いい？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 14:04） 
（118）では、知識の共有を確認する「ね」と考えられるが、宇佐美のいうように、「聞
き手に対する連帯感（solidarity）」を表している。訳文では“啊”が現れているが、Yuan
（2012：48）によれば“啊”は“[it] conveys speakers’ assertiveness in their utterance 
and an implied but marked intention that the hearer agrees (with statement in the 
utterance), accepts (the offer in the utterance), or responds (to the request in the 
utterance)”であることから、「ね」に相当する表現であると考えられる。 
(118) 副社長が花澤に仲人を申し出る。（Ps>Ph, D中） 
原文：「そんな時は仲人任せてよ。しっかり務めさせてもらうから。わが社しょって
立つ花澤君のお嬢さんだからね。」 
訳文：“到时候一定要让我当证婚人，我一定好好做。可是我们公司担当重任的花泽
的女儿啊” 
（わが社の重責を担う花澤君のお嬢さんだ＋“啊”） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 07:11） 
（119）の原文では、話し手（B）が独身の聞き手（A）をからかう前に、「よね」で聞き
手の観点に対する賛意を示している。これは中田（2017）のいう、「対話の中での聞き手
の発言によって話し手の信念が形成されるときに使われる形式」であることから、「話し手
の理解を表す」用法にあてはまる。訳文でも、賛意を表す表現が使われており、同じ PPS
が用いられている。 
(119) 同僚が千春に冗談を言う （Ps=Ph, D小） 
原文： A「ちょっとめんどうくさい。もう 結婚なんかしないで同棲で すましちゃ
１０４ 
おっかな。」 
B「ですよね。相手がいればですけど。」 
訳文：“说得没错，前提是先有对象。” 
（その通り、相手がいるのが前提だ。） 
（『結婚しない』第 4話 13:44） 
（120）は、話し手が自分のプランを提案する場面である。この「よね」は中田（2017）
のいう「話し手が持っている前提を聞き手に承認させるときに使われる」「聞き手の理解を
促す『よね』であり」、「よ」に言い換え可能であるとされる。確かにこの「よね」が「聞
き手の理解を促す」機能を持っており、「ね」を省略しても会話としては成り立つ。しかし
では、なぜ「ね」があるのだろうか。 
(120) 亜紀が自分のイベントプランを提案する （Ps(B)=Ph(A), D中） 
原文：A「それって随分 大がかりじゃない？」 
B「その分絶対楽しいと思うんですよね。」 
訳文：“绝对会有足够乐趣的。” 
（絶対に十分楽しいです。） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 15:33） 
省略できるということはこの「ね」は独立した機能をもっていることを示している。す
なわち、この「よね」は複合終助詞ではなく、「よ」に会話促進の「ね」が付加されたもの
と考えるべきである。（120）は、「よ」を伴う提案という FTAを、PPS表現である「ね」
が緩和しているとみることができる。なお、訳文には FTAを緩和する要素はなく、BoRと
なっている。 
（121）も自分の意見を主張する場面である。したがって、ここでも「よ」に会話促進の
「ね」が付加されたものと見るべきである。字幕では語気助詞“呢”が用いられているが、
Yuan（2012：49）は“[it] is usually employed in a context where interlocutors share 
background knowledge”と論じていることから明らかなように、共有基盤を前提とする
PPS表現である。 
(121) 聞き手の恋人について、同僚が自分の主張を表す。（Ps＝Ph, D中） 
原文：「ここだけの話なんですけど 私 実は 千春さんとお似合いだなって思って
１０５ 
たんですよね。」 
訳文：“我随口瞎说一句，其实我觉得你和千春小姐很配呢。” 
（口から出任せにでたらめを言いますけど、私、実はあなたと千春さんとお
似合いだって思っています+“呢”） 
（『結婚しない』第 10話 21:42） 
日本語の台詞に現れた「ね」「よね」の半数以上（14例）が、中国語の字幕に訳出され
ず、ポジティブ・フェイスに配慮する表現がなくなる。その一方で、語気助詞（“是吧”“吧”
“嘛”“呢”など）を使用して、共通基盤を確認・導入する（11例）場合もしばしば見ら
れる。 
FTA の重さと「ね」「よね」の関係については、数が少ないので断定はできないが、Ph
やDの値にかかわらず、使用されているようである。訳出形式との対応を見ると、PPSで
ある「ね」「よね」が同じ PPSで訳されることも少なくないが、BoRで訳されることが最
も多いのに対し、NPSはほとんど見られない。したがって、ここでも中国語は日本語より
もWxの値を低めに見積もっていると考えられる。 
 D大 D中 D小 合計 
BoR  2 (50.0%)  9 (69.2%)  3 (37.5%) 14 
PPS  2 (50.0%)  4 (30.8%)  4 (50.0%) 10 
NPS  0 (0.0%)  0 (0.0%)  1 (12.5%) 1 
合計  4 (100.0%)  13 (100.0%)  8 (100.0%) 25 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
BoR  3 (50.0%)  6 (50.0%)  5 (71.4%) 14 
PPS  2 (33.3%)  6 (50.0%)  2 (28.6%) 10 
NPS  1 (16.7%)  0 (0.0%)  0 (0.0%) 1 
合計  6 (100.0%)  12 (100.0%)  7 (100.0%) 25 
表 5.34 中国語字幕における「ね」「よね」訳出パターンの分布  
１０６ 
5.3.1.3 不一致を避ける表現（ヘッジ） 
ヘッジは断定を避け、語気を弱める機能を持つ。相手のネガティブ・フェイスを脅かす
表現にヘッジを付ければNPSとなるが、同意できないことを表すときにヘッジを使えば、
PPSとなる。ポジティブ・フェイスに対する FTAを緩和することになるからである。本節
では、PPSとして機能するヘッジ（6例）が中国語に翻訳される際の表現を考察する。 
まず、中国語字幕において相当な表現がない例文を見てみよう。 
（122）は、妻が夫に反論する場面である。原文では、話し手が間接表現「頑張ってる
んじゃない」とヘッジの「かな」を重ねて使い、断定を避けて、反論の度合いを和らげて、
ポジティブ・フェイスへの侵害を緩和している。ところが訳文では、間接表現およびヘッ
ジ「かな」に相当する表現がなく、話し手が直接的に反駁したうえで、語気を強める機能
のある助詞“啊”が付けられており、反駁の度合いを一層強くしている。原文が PPSを使
用しているのに対して、訳文は聞き手のフェイスに配慮しておらず、FTAをあからさまに
行うBoRである。 
(122) 加奈子が夫の達郎に反駁する （Ps(B)<Ph(A), D小） 
原文：A 「平日の昼間から 気楽なもんだな。旦那が稼いだ金で こんなところで 
ランチして」 
B 「主婦だって 一緒に頑張ってるんじゃないかな？」 
訳文：“主妇也在一起努力啊。” 
（主婦も一緒に頑張ってる＋“啊”。） 
（『ナオミとカナコ』第 4話 30:55） 
（123）では、ヘッジ「と思う」をつけて批判のトーンを弱めているが、訳文では、「と
思う」に対応する表現がなく、その代りに、あからさまに聞き手の欠点を指摘するという
BoR表現になる。 
(123) 亜紀が同僚の先輩を批判する （Ps<Ph, D中） 
原文：「人として 間違ってると思いますよ。」 
訳文：“是您的品德有问题。” 
（あなたの品性には問題があります。） 
（『戦う！書店ガール』第 5話 27:53） 
１０７ 
（124）は、相手の男性に結婚相手としては不向きであると伝える場面である。原文の
断定を避ける表現「じゃない」によって、ポジティブ・フェイスに対する FTAが若干では
あるが抑えられる。訳文では、断定を避ける機能を持つ語気助詞“吧”で訳出される。 
(124) 昔の恋人が大介を評価する （Ps=Ph, D中） 
原文：「そりゃ あなたは 彼氏としては よかったよ。ルックスもいいし 趣味も
豊富。でも 結婚したら 絶対ストレスになりそうじゃない？」 
訳文：“你是一个很优秀的男朋友，人长的帅兴趣又多，但一旦结了婚就会成为负担吧。” 
（あなたは優れた彼氏だった。カッコいいし 趣味も豊富。でも、結婚した
ら、負担になる＋“吧”） 
（『家族ノカタチ』第 1話 41:00） 
福原（2008）は、「なんか」は対人的な語用機能として、躊躇や不確さを表すなどの用
法を持ち、聞き手のポジティブ・フェイスを守っていると述べている。（125）では、話し
手（A）は何か落とし穴を見落としているのではないかという疑念を聞き手（B）に伝える
というポジティブ・フェイスに対する FTAに、ヘッジ「なんか」を付け、話し手の躊躇す
る気持ちを示すことによって、聞き手のポジティブ・フェイスへの侵害を和らげている。
しかし、訳文には「なんか」に相当する表現はない。 
(125) 部下は大道寺の成功に対して疑う。 （Ps(A)<Ph(B), D中） 
原文： A 「部長 すごいですね 競合で帝洋に勝つなんて」 
B 「だろ？年間三千万の売り上げゲットだぞ。お前 三千万だぞ。お前 何
か 俺の人生についてきたよ ほんとに」 
A 「でも なんか うまく行き過ぎて 裏があるっていうか。オマール君
に秘密みたいなのないでしょうね？」 
訳文：“但是太过于走运会不会是另有隐情。” 
（でも、うまく行き過ぎて、別に裏があるだろうか。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 11:38） 
不一致を避ける表現が訳出される場合もある。 
（126）は、恋人に弁当を作ってほしくない理由を説明する場面である。原文では、話
し手がヘッジ「はっきり言って」を用いて、次に言い出すことが失礼であるという自覚を
１０８ 
持っていることを相手に伝え、フェイスの侵害を直接予告している。それによって、聞き
手のポジティブ・フェイスを侵害する度合いを緩和することができる。訳文では、「はっき
り言って」が “我就直说了”と訳出されて、原文と同様に、侵害することを予告してから、
FTAを行っている。 
(126) 大道寺が美蘭に弁当を作らせない理由を説明する。（Ps=Ph, D小） 
原文：「はっきり言って まずいんだ。弁当。」 
訳文：“我就直说了，便当太难吃了。” 
（はっきり言って、弁当がとてもまずい。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 5話 44:45） 
（127）は、話し手が聞き手の状態について述べる場面である。原文では、量のヘッジ
「ちょっと」を用いて、マイナス評価の程度を弱めることにより、相手のポジティブ・フェ
イスへの侵害を緩和する。訳文でも、ヘッジ「ちょっと」に相当する表現“有些”「少し」
が現れており、原文と同じように、FTAを和らげている。 
(127) 大道寺に対して部下が （Ps<Ph, D中） 
原文：「最近 ちょっとおかしいですよ。」 
訳文：“最近有些奇怪啊。” 
（最近 ちょっとおかしいです＋“啊”） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 05:55） 
以上のように、日本語の台詞には、聞き手のポジティブ・フェイスに配慮するために、
不一致を避ける表現は決して多くはないが、概ね中国語の字幕に翻訳される。ただし、ヘッ
ジが訳出されない場合、語気助詞“啊”を加えて、FTAが強くなることもある。 
不一致を避ける表現と FTAの重さとの関係に関しては、合計で 6例しかないため、断定
はできないが、社会距離 D や聞き手の力 Ph が大きい場合には用例が見当たらなかった。 
  
１０９ 
 D大 D中 D小 合計 
訳出される場合 0 (0%)  1 (25.0%)  1 (50.0%) 2 
訳出されない場合 0 (0%)  3 (75.0%)  1 (50.0%) 4 
合計 0 (0%)  4 (100.0%)  2 (100.0%) 6 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
訳出される場合 0 (0%)  1 (33.3%)  1 (33.3%) 2 
訳出されない場合 0 (0%)  2 (66.7%)  2 (66.7%) 4 
合計 0 (0%)  3 (100.0%)  3 (100.0%) 6 
表 5.35 中国語字幕における不一致を避ける表現の訳出パターンの分布 
5.3.2 協力者であることを示す 
PPS の第二のタイプは、「話し手と聞き手が関連する行為に協力的に関わっていること
(the speaker and the addressee are cooperatively involved in the relevant activity)」
（B&L：125、田中（監訳）: 171）を示す場合である。以下、詳しくて見てみよう。 
5.3.2.1 自分も行動に含める表現 
自分を相手の行動に含める表現には、「包括のweという形を使うことで、実際には話し
手が you か me のいずれかを指してはいても、協力的な関係を想定する(By using an 
inclusive ‘we’ form, when S really means ‘you’ or ‘me’, he can call upon the 
cooperative)」（B&L：127、田中（監訳）: 174）ストラテジーがあり、依頼や申し出を緩
和したり、協調性を際立てたりするのに役立つ。日本語の台詞で最も多く見られたのが「ま
しょう」である（29例）。この節では、「ましょう」とその中国語字幕を見てみよう。 
まず、訳文では訳出されない例文を見てみよう。 
（128）の原文はコーチがトレーニングの方針を伝える場面である。体を動かすのは聞
き手であるが、「ましょう」を使用することにより、両者が協力的な関係にあることを強調
している。訳文では「ましょう」に相当する表現はなく、疑問文で聞き手の意志を確認す
ることで、聞き手のネガティブ・フェイスに配慮している。つまり原文の PPSが字幕では
NPSになっている。 
(128) トレニンーグコーチが客に指示をする （Ps<Ph, D大） 
１１０ 
原文：「最初は無理しないで行きましょう 田中さん？」 
訳文：“一开始不要太勉强自己好吗 田中小姐？” 
（最初は無理しないでいいですか 田中さん） 
（『家族ノカタチ』第 5話 04:42） 
（129）は提案ではあるが、実際には夫に対して、しばらく様子を見ていて欲しいとい
う意図を伝えている。字幕では、「ましょう」の代わりに、語気を和らげる機能のある助詞
“吧”が用いられており、ここでも PPSが NPSで訳されていることになる。 
(129) 妻が夫に提案する （Ps<Ph, D小） 
原文：「ちょっと時間置きましょう。」 
訳文：“先给他一些时间吧。” 
（ちょっと時間をあげる＋“吧”） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 5話 09:19） 
（130）の場面では、対応を決めるのは話し手である副店長の理子であるが、「ましょう」
によって店全体の協力関係を示唆している。訳文では、補償行為は見当たらず、あからさ
まに意志を伝えるBoRになっている。 
(130) 理子が提案する （Ps>Ph, D中） 
原文：「ちょっと待って。文芸は午前中で様子を見て 午後から対応を考えましょう。」 
訳文：“等等，中午前看看文艺的形势，下午再做决定。” 
（ちょっと待って、文芸は午前中で様子を見て、午後で決めます。） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 08:22） 
次に、訳文に相当な表現がある例を見よう。 
（131）は、話し手が聞き手たちに仕事の内容を再確認するよう、指示する場面である。
原文の「ましょう」が書店員全員の協調性を際立たせるために用いられ、命令の FTAを緩
和している。訳文でも、“大家”「みんな」と“都”「全体」が使用されており、原文と同じ
く協調関係が表されている。また、NPSのヘッジ“一下”の使用によってさらに、FTAが
緩和されている。 
(131) 理子が部下に依頼する （Ps>Ph, D中） 
１１１ 
原文：「業務受付について 再確認しておきましょう。」 
訳文：“关于业务受理 大家都要再三确认一下。” 
（業務受付について みんながちょっと再確認します。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 04:18） 
（132）は（128）と同じ場面であるが、訳文では包括の“我们”を使用して、コーチと
客の一体感を示唆することによって、指示の度合いを和らげる。訳文ではさらに、語気を
和らげる機能を持つ助詞の“吧”も使われ、FTAの度合いが一層緩和されている。 
(132) トレニンーグコーチが客に提案する （Ps<Ph, D大） 
原文：「ひじはバーの下で もうちょっと軽いものから行きましょう。」 
訳文：“胳膊放在杠铃下边，我们从轻一点的开始练起吧。” 
（ひじはバーの下に置いて、私たちはちょっと軽いものから鍛えます＋“吧”） 
（『家族ノカタチ』第 2話 28:28） 
（133）は警察に通報しようと提案する場面である。（132）と同様に、原文の「ましょ
う」が字幕では包括の“我们”で訳されている。訳文では“吧”も使用されており、FTA
の度合いがさらに弱められる。 
(133) 大介の親友が大介の父親に提案する （Ps<Ph, D小） 
原文：「師匠 ねっ 警察に相談しましょう 恥ずかしいことじゃないですから。」 
訳文：“师父，我们去找警察吧。这不是什么丢脸的事情。” 
（師匠、私たちが警察に（助けを）求める＋“吧”。これは恥ずかしいことで
はありません。） 
（『家族ノカタチ』第 7話 06:56） 
以上のように、日本語の自分も行為に含める表現「ましょう」が中国語に翻訳される際
には、包括の表現（“我们”“大家”“一起”など）に訳出されることが多い（14例）。その
一方で、訳文に相当な表現がなく、話し手が補償行為を行わずあからさまに FTAをするこ
とでBoR表現になることもある。 
１１２ 
「ましょう」と FTAの重さの関係を見ると、聞き手の距離（D）はあまり関係なく、相
互の力（P）が中程度であることが重要なようである。つまり、聞き手から話し手へ及ばす
力が大きくなるとともに、「ましょう」を訳出しやすいということである。 
  
１１３ 
 D大 D中 D小 合計 
訳出される場合  0 (0.0%)  11 (57.9%)  0 (0.0%) 11 
訳出されない場合  2 (100.0%)  8 (42.1%)  1 (100.0%) 11 
合計  2 (100.0%)  19 (100.0%)  1 (100.0%) 22 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
訳出される場合  3 (60.0%)  6 (46.2%)  2 (33.3%) 11 
訳出されない場合  2 (40.0%)  7 (53.8%)  2 (66.7%) 11 
合計  5 (100.0%)  13 (100.0%)  4 (100.0%) 22 
表 5.36 中国語字幕における「ましょう」訳出パターンの分布 
5.3.3 まとめ 
ここまでの分析によって、日本語と中国語字幕翻訳における PPSの代表的な言語形式を
見たうえで、ポライトネス・ストラテジーの相違を検討した。以下、日本語の台詞に現れ
た PPS 言語形式が中国語に翻訳される際の表現およびストラテジーの翻訳特徴を表 5.37
と表 5.38のように示す。 
字幕 
原文 
BoR PPS NPS Off-R 合計 
褒め・誇張 0 9 0 0 9 
「ね」「よね」 14 10 1 0 25 
不一致を避ける表現 3 3 0 0 6 
「ましょう」 6 11 5 0 22 
合計 
23 
(37.10%) 
33 
(53.23%) 
6 
(9.67%) 
0 
(0.00%) 
62 
(100.00%) 
表 5.37 中国語字幕における PPSの翻訳表現 
表 5.33によると、原文が PPS表現である場合は、字幕でも PPSを保存して翻訳するこ
１１４ 
とが多い（53.23%）ことがわかった。その一方で、原文の PPS表現が字幕では BoR表現
となることも少なくないのに対し、NPSはほとんどなく、Off-Rは見当たらなかった。こ
のことから、原文の日本語におけるWxの値が、訳文では小さく出ることは多いが、大き
くなることは少ないことが示唆される。 
また、原文の PPS 表現の訳出が FTA とどのような関係があるかについてみると、聞き
手の力（Ph）が大きくなるとNPSや PPSによる訳出が増えるように見えるが、全体とし
て、それほどはっきりとした傾向は見当たらない。 
 D大 D中 D小 合計 
NPS  1 (12.5%)  3 (7.1%)  2 (16.67%) 6 
PPS  4 (50.0%)  23 (54.8%)  6 (50.0%) 33 
BoR  3 (37.5%) 16   (38.1%)  4 (33.33%) 23 
合計  8 (100.0%)  42 (100.0%)  12 (100.0%) 62 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
NPS  3 (15.79%)  3 (9.7%)  0 (0.00%) 6 
PPS  10 (52.63%)  18 (58.1%)  5 (41.67%) 33 
BoR  6 (31.58%)  10 (32.2%)  7 (58.33%) 23 
合計  19 (100.0%)  31 (100.0%)  12 (100.0%) 62 
表 5.38 中国語字幕における PPS訳出パターンの分布 
これまでの結果は以下のようにまとめられる。 
i. 日本語の台詞に見られる PPS言語表現としては、話し手と聞き手の認識の融合を図
る終助詞「よ」「ね」「よね」と、話し手と聞き手の双方を行動に含める表現「ましょ
う」が使われる頻度が高い。 
ii. 原文全体の 5割強の PPS表現が、同じく PPS表現で訳出される。中でも、褒める
表現および共通基盤を誇張する表現がそのまま訳出されている。 
iii. PPS 表現の訳出ストラテジーと FTA との間にはそれほどはっきりとした関係は見
られなかった。 
１１５ 
iv. 原文より FTA の緩和度の低いストラテジーBoR で訳出される場面もしばしば見ら
れ、全体の 37.10％を占めている。このことから、中国語では日本語よりもWxの
値を低めに見積もることが多いことが示唆される。 
v. 中国語字幕では、PPSの語気助詞“啊”や、NPSの語気助詞“吧”“嘛”などがよ
く現れている。 
5.4 字幕翻訳における BoRの表現 
BoR とは、相手のフェイスに向けられた FTA に補償行為を伴わず、あからさまにフェ
イスに対する侵害行為を行うストラテジーである。このストラテジーは、フェイスへの緩
和をする余裕や必要性がない場合に見られ、話し手が聞き手の「フェイスを満たしたいと
思う以上に、最も効率よく FTAを行いたいと思う時(whenever S wants to do the FTA 
with maximum efficiency more than he wants to satisfy H’s face)」（B&L：95、田中
（監訳）: 125）に選択される。 
本節では、日本語の台詞に見られた 52例 BoR表現が、中国語の字幕にどのような表現
となっているかを考察する。 
5.3.1 命令の場面 
命令の場面に現れたBoRは 49例である。形式としては動詞の命令形以外に、「なさい」
などの文末表現がよく見られる。 
まず、訳文がBoRではない場合を見てみよう。 
（134）は、上司が部下に命令する場面である。原文は、「なさい」を用いて、補償行為
を伴わず、聞き手にあからさまに FTAを行うBoR表現である。しかし、訳文は BoRでは
なく、NPS表現のヘッジ“一下”（「ちょっと」）が使用され、FTAが和らげられている。 
(134) 上司が美蘭に命令する （Ps>Ph, D中） 
原文：「待ちなさい ミラン。」 
訳文：“等一下 美兰。” 
（ちょっと待って、ミラン） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 03:34） 
１１６ 
（135）でも同様に、原文は「なさい」のみで聞き手のフェイスを配慮せず、あからさま
に命令をしている。それに対して、訳文では、ネガティブ・フェイスの侵害を認める表現
“麻烦（お手数ですが）”で訳出され、FTAが緩和されている。 
(135) 花澤が娘の恋人である大道寺に （Ps>Ph, D中） 
原文：「結婚 結婚って浮かれる前に もう一度そこを考えなさい。」 
訳文：“在你兴冲冲要结婚之前，麻烦你再好好考虑一次。” 
（結婚に浮かれる前に、もう一度きちんと考えてください。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 14:15） 
（136）は、友人に対して、命令形の「帰れ」「寝ろ」が使われており、聞き手のフェイ
スに気を配らず、FTAを直接的に行っている。ところが、訳文では、ネガティブ・フェイ
スを配慮する機能のある語気助詞“吧”が使用され、原文より FTA が和らげられている。 
(136) 大介が友人と父親にいう （Ps＝Ph, D小） 
原文： A「大介 どうすんだよ？」 
B「知るかよ 佐々木も早く帰れ 親父も寝ろって」 
訳文：“我怎么知道。佐佐木你快回去吧。爸你也睡吧。” 
（知るかよ。佐々木が早く帰れ+“吧”。 親父も寝ろ+“吧”） 
（『家族ノカタチ』第 8話 16:49） 
訳文でもBoRの場合も存在する。 
（137）は、「なさい」が二回使用され、聞き手のネガティブ・フェイスを考慮せず、あ
からさまに命令しており、BoRである。訳文でも、話し手は補償行為を行わず自分の要求
をはっきり伝達していることから、原文と同じようにBoRである。 
(137) 花澤が娘の美蘭に命令する （Ps>Ph, D小） 
原文：「待ちなさい。もう少し聞きことがある。座りなさい。」 
訳文：“站住，我还有点事想问。坐下。” 
（待ちなさい。私はもう少し聞きことがある。座りなさい。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 38:30） 
１１７ 
（138）では、原文も訳文も、話し手は補償行為をせず、あからさまに FTAを行ってい
る。どちらもBoRストラテジーを使っている点で共通している。 
(138) 大介が父に断る （Ps(B)<Ph(A), D小） 
原文：A「アンタの布団買ってあげた」 
B「送らせるな 買うな そして ロフトに入るなって。」 
訳文：“别让人送，也别买，还有别上阁楼。” 
（送らせるな 買うな そして ロフトに入るな。） 
（『家族ノカタチ』第 2話 03:40） 
（139）の原文では、命令を表す終助詞「よ」を用いている。訳文でも、話し手が補償行
為をせず FTAを行い、原文と同様に直接的なBoRストラテジーである。 
(139) 上司が葉菜子に指示する （Ps>Ph, D中） 
原文：「さっ 今日中に提案書まとめるよ。」 
訳文：“今天内把建议书汇总出来。” 
（今日中に提案書をまとめ上げる。） 
（『家族ノカタチ』第 6話 15:43） 
上述のように、日本語のBoRストラテジーは、中国語の字幕でも、そのまま訳出される
場合が多い（39例）。その一方で、特に原文が「なさい」の命令であるときには、FTAを
和らげる機能を持つ表現（語気助詞“吧”、ヘッジなど）を利用して、原文より丁寧にする
こともある。 
5.3.2 断り・反論場面 
命令以外に、断りや反駁などの場面でも、BoRが使用されることがある。本研究のデー
タベースでは 3例のみ見つかった。以下、中国語の字幕でどのように訳されているかを検
討する。 
（140）は、話し手（B）が聞き手（A）の提案を断る場面である。原文も訳文も、話し
手が補償行為をせず、あからさまに聞き手の提案を断って、BoRで聞き手のポジティブ・
フェイスを侵害している。 
１１８ 
(140) 上司が直美の提案を断る （Ps>Ph, D中） 
原文： A「すぐに警察に被害届を出してきます。」 
B「いや。被害届は出さない。」 
訳文：“不，不要报警。” 
（いや。警察に通報しない。） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 16:05） 
（141）では、話し手は相手の言葉をメタ言語的に訂正している。原文も字幕もどちら
も BoRである。 
(141) 大介が友人を反駁する （Ps=Ph, D小） 
原文： A「でも 結婚できない仲間にも報告しないとさ」 
B「できないじゃなくて しない。これ南極と北極ぐらい違うから。」 
訳文：“不是结不了婚，是不结婚。两者的区别基本就是南极和北极的区别。” 
（結婚できないじゃなくて、結婚しない。二つの区別は基本的に南極と北極
の区別だ。） 
（『家族のカタチ』第 6話 10：02） 
（142）は、話し手（B）が聞き手（A）の提案に反対する場面である。原文では聞き手
のポジティブ・フェイスに配慮せず、補償行為を伴わずにあからさまに FTAを行っている
が、字幕は修辞疑問文で、間接発話行為で訳されており、BoRではない。 
(142) 同僚が後輩の提案を反駁する （Ps>Ph, D中） 
原文： A 「あの そんな ちゃんとしなくていいんで 僕もともと記念写真ぐらい
撮れればいっかな ぐらいに思ってて だから 結婚式とか地味な方が」 
B 「駄目だよ 一生に一度のことだぞ ねえ」 
訳文：“那怎么行？一生可就这么一次啊。” 
（それはダメだよ。一生に一度のことだ+“啊”。） 
（『家族のカタチ』第 5話 03:07） 
以上のように、日本語の断り、反論、訂正にBoRが使用されることがある。中国語の字
幕ではBoRのまま訳されることもあれば、間接発話行為になることもある。 
１１９ 
5.4.3 まとめ 
ここまで具体的な例の分析によって、日本語の台詞において見られるBoR言語表現を考
察したうえで、中国語の字幕に翻訳される表現を検討した。以下、日本語と中国語の字幕
翻訳におけるBoRの翻訳特徴を表 5.39と表 5.40のように示す。 
BoR BoR PPS NPS Off-R 合計 
命令 42 0 7 0 49 
断り・反論・訂正 2 0 1 0 3 
合計 
44 
(84.6%) 
0 
(0.0%) 
8 
(15.4%) 
0 
(0.0%) 
52 
(100.0%) 
表 5.39 中国語字幕におけるBoRの翻訳表現 
上の表によると、原文が BoR 表現の場合は、字幕でも BoR のままであることが多い。
ただし、字幕では、原文の FTAを和らげて、NPS表現で訳出することもある。 
下の表をみると、当然ながら、社会的距離（D）が大きい場合や聞き手の力（Ph）の方
が大きい場合には原文のBoRは少ない。同様に、Dが大きくないときや、Phが低い場合
には、BoR で訳される。興味深いことに、Ph<Ps のときにも、NPS 表現で訳出されるこ
とが多い。これはどの状況でも一定の割合で、NPSで訳されることを示している。 
 D大 D中 D小 合計 
BoR  3 (6.8%)  23 (52.3%)  18 (40.9%)  44 (100.0%) 
NPS  0 (0.0%)  4 (50.0%)  4 (50.0%)  8 (100.0%) 
合計 3 27 22 52 
 
 Ph>Ps Ps=Ph Ph<Ps 合計 
BoR  10 (22.7%)  13 (29.6%)  21 (47.7%)  44 (100.0%) 
NPS  2 (25.0%)  2 (25.0%)  4 (50.0%)  8 (100.0%) 
合計 10 15 25 52 
表 5.40 中国語字幕におけるBoR表現の訳出パターンの分布 
１２０ 
これまでの結果は以下のようにまとめられる。 
i. 日本語の命令の場面ではBoRストラテジーの使用が頻繁に見られる。 
ii. 日本語BoR表現が中国語の字幕でもBoRであることが最も多い（82.0%）。 
iii. D が大きい場合や聞き手の力強いとき（Ph>Ps）、BoR は少ない。逆に、聞き手の
力が弱ければ（Ph<Ps）、BoRが多い。 
iv. Dが大きい場合や聞き手の力が弱いとき（Ph<Ps）、BoRはそのままBoR表現で訳
される。Ph<Ps であっても、NPS で訳されることはまれにあることは確かである
が、これはどの状況でも一定の割合で、NPS で訳されることを表しているだけで、
社会的な相違とは考えにくい。NPSの頻度が低い上に、Dや Pとの関係に関わりな
く、一定の割合でNPSとなるためである。 
v. 字幕のNPS表現としては、語気助詞（例えば、“吧”）、自由侵害を認める表現（例
えば、“麻烦”）などがある。 
5.5 まとめ 
ここまで日本のドラマの台詞で用いられたポライトネス・ストラテジーを分析してきた。
さらに、その表現が中国語字幕でどのようなストラテジーで訳されたかもあわせて見てき
た。その結果を、表 5.41にまとめて示す。 
訳文 
原文 
Off-R（括弧内は原
文より語気が強い） 
NPS PPS BoR 合計 
Off-R 110(103) 6 0 52 168 
NPS 0 388 9 121 518 
PPS 0 6 33 23 62 
BoR 0 8 0 44 52 
合計 110(103) 408 42 240 800 
表 5.41 中国語字幕におけるポライトネス・ストラテジーの翻訳特徴 
これまで結果は以下のようにまとめられる。 
１２１ 
i. 日本語の台詞で最も多いポライトネス・ストラテジーは、NPS（64.75%）である。 
ii. 中国語字幕は日本語原文と同じストラテジー訳されることが 575例（71.88%）と
最も多い。 
iii. B&Lによれば、ポライトネス・ストラテジーは FTAの値、すなわちWxに基づい
て決められる。ストラテジーはBoR、PPS、NPS、Off-Rの順にポライトになって
いく。つまり、Wxが高くなれば、Off-Rや NPSが選ばれ、低くなれば PPSや BoR
が選択される。中国語の字幕では日本語原文よりもポライトネスの低いストラテジー
で訳されることが少なくない（211例、26.38%）ことから、同じ FTAであっても、
中国語ではWxの値が低く計算されることがあることが示唆される。 
  
１２２ 
第 6章 字幕翻訳におけるインポライトネス表現 
前章では、B&Lのポライトネス理論を枠組みとして、日本語と中国語の字幕におけるポ
ライトネス表現の翻訳の特徴を検討した。本章では、Culpeper（1996）のインポライト
ネスの研究に基づき、収集した112例のインポライトネス表現をストラテジー別に分類し、
代表的な表現を考察したうえで、字幕翻訳におけるその翻訳特徴を考察する。 
Culpeper（1996）のインポライトネス・ストラテジーについては 2.2節で見たが、こ
こでは皮肉・慇懃無礼、NIP、PIP、BoRIを簡単に振り返っておく。 
皮肉・慇懃無礼（sarcasm, mock politeness、以下 SMP）は、文字通りには褒めたり
丁寧な言葉遣いをしたりしていても、実際には相手のフェイスを傷つけることを目的とし
た発話行為である。 
NIPは相手のネガティブ・フェイスを侵害するストラテジーである。例えば、 
・ Frighten（脅す） 
・ Invade the other’s space（literally or metaphorically）（相手の空間を侵す） 
・ Put the other’s indebtedness on record（相手に負債があることをはっきり言う） 
PIPは相手のポジティブ・フェイスを侵害するストラテジーである。例えば、 
・ Condescend, scorn or ridicule（見下した態度をとる、軽蔑する、嘲る）14 
・ Ignore the other（無視する） 
・ Exclude the other from an activity（仲間はずれにする） 
・ Be disinterested, unconcerned, unsympathetic（無関心な態度をとる） 
・ Use inappropriate identity markers（不適切な呼びかけ語を使う） 
・ Seek disagreement（不一致を求める） 
・ Make the other feel uncomfortable（冗談などで不快感を与える） 
・ Use taboo words（タブー語や罵り語を使用する） 
BoRIは B&Lの BoRに対応するが、BoRではフェイスは脅かされないのに対し、BoRI
は聞き手のフェイスを脅かすことを目的とする点で異なる。 
以下、字幕翻訳ではインポライトネスの表現を見てみよう。 
                                                     
14 Culpeper（1996）はこのストラテジーを NIP とするが、相手の価値を下げる行為であ
り、NIP ではなく、PIP とすべきである。 
１２３ 
6.1 字幕翻訳における SMPの表現 
Culpeper（1996）によると、SMPストラテジーとは、表面的でうわべだけのポライト
ネス・ストラテジー使用を指す。B&LのOff-Rと同様に、聞き手は推量によって話し手の
真の発話意図を探ることになる。 
広井（1985：20）は、皮肉は「言葉そのものの意味内容に悪口がストレートに表現され
るのではなく、言葉の背後に暗黙のうちにこれを表現するもの」であり、「それを理解する
相手の「コミュニケーション能力」に依存するところが大きい」と述べている。 
本研究で収集したデータでは、SMP の用例が 14 例あり、全体の 12.5%を占める。以
下、日本語の台詞における SMPが中国語に翻訳される際に、どのように表されるかについ
て考察する。 
（1）は、殺人事件を話題にして、聞き手が 40代独身女性であることをあてこするだけ
でなく、振られたら相手を殺しかねないのではないかと仄めかしている。一方、訳文では、
皮肉の内容がそのままに訳出されているうえに、文末には語気助詞“啊”が付けられてい
る。Yuan（2012：49）によれば“啊”は“[it] may also be applied to increase face 
threats in warnings, verbal threats, orders, or impatient reminding, depending on 
the speaker’s interactional intention.”であることから、ここでさらに、皮肉の度合い
が強められると考えられる。 
(1) 店長が理子に尋ねる （Ps>Ph, D中） 
原文：「40女が自分を振った交際相手を殺したっていう。で、どうなの？西岡君同
年代でしょう？こういう心理 わかったりするんじゃないの？」 
訳文：“40岁女子杀了甩了自己的男人。你怎么看西冈？她跟你差不多大吧，你是不
是比较能理解这种心理啊？” 
（…どうなの、西岡？ 彼女は君と同年代＋“吧”、こういう心理がわりと分
かるんじゃない＋“啊”） 
（『戦う！書店ガール』第 2話 32:00） 
（2）では、話し手（B）が聞き手（A）に対して、三流企業にしか入社できなかったと
皮肉を言う場面である。訳文では、程度副詞“都”（ばかり）と“可惜”（残念だ）を重ね
て、原文より皮肉の度合いが強い。 
１２４ 
(2) 花澤は大道寺が仕事する会社を馬鹿にする （Ps(B)>Ph(A), D中） 
原文： A「俺らの時代はさ 入ろうと思ったら どこでも入れたからさ。」 
B「三流企業ならね。」 
訳文：“可惜都是三流企业。” 
（残念ながら三流企業ばかりね。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 03:57） 
（3）の秘書（A）は、話し手（B）の父親のために、Bの恋人の情報を集めていた。Bは
そのことを知って、「余計なお世話」と「ありがとうございます」という見せ掛けポライト
ネスを組み合わせて挨拶するシーンである。訳文でも同様に、儀礼的常套句である“承蒙”
「お礼申し上げます」と、“多管闲事”「余計なお節介をする」を組み合わせている。さら
に、聞き手を高める敬意呼称の“您”が使うことで、皮肉の度合いを一層強めている。 
(3) 花澤の秘書が美蘭に挨拶する （Ps(B)=Ph(A), D大） 
原文： A「初めまして 常務の秘書の愛川です。」 
B「どうも 余計なお世話ありがとうございます。」 
訳文：“你好 承蒙您多管闲事了。” 
（余計なお世話いただきました。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 23:15） 
（4）では、原文でも訳文でも、自分の会社がいかに大きく、話し手自身も仕事ができる
ことを自慢することで、相手の会社が中堅商社であることを皮肉っている。なお、原文で
は「イタリー」という英語風の発音が嫌みであるが、字幕には反映されていない。 
(4) 花澤は大道寺が働いている会社の情況を聞く （Ps>Ph, D大） 
原文： 「じゃあ 取引先の相手国というと どの辺りに？私はヨーロッパ 特にイ
タリーのミラノあたりが 長かったんですが。」 
訳文： “主要和哪些国家有贸易往来？像我的话是欧洲这块儿，特别是意大利米兰周
边，已经打了很久的交道了。” 
（主に取引先の相手国はどの辺りに？ 私は例えば、ヨーロッパ、特にイタ
リアのミラノあたりとの付き合いが長かったんです。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 37:43） 
１２５ 
（5）では、「ふり」“装作”という言葉が、実際はそうではないということを含意してい
る。Off-Rで FTAをしている SMPである。 
(5) 娘が父親の反応に不満をいう （Ps(B)<Ph(A), 小） 
原文： A 「反対なんだ 一応。いや 俺はね あの 子供の意見は尊重するよ。申
し分のない人が来ればね すきにすればいいさ。」 
B 「出た 物わかりのいい親のふり。」 
訳文：“又来了，装作宽容大度的好爸爸。” 
（また、寛大で度量が大きいよい父親のふりをする。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 29:32） 
上述したように、日本語の台詞における見られる SMP 表現が中国語の字幕ではそのま
まに訳出されるのが 8例で、FTAの度合いを強める中国語表現（語気助詞や不適切な呼称
など）を使うことによって、皮肉の度合いを強くする場合（6例）も珍しくない。 
6.2 字幕翻訳における NIPの表現 
B&L の NPS に対応するものとして、Culpeper（1996）はネガティブ・フェイスを脅
かす表現をNIPと呼ぶ。脅したり、傲慢で恩着せがましい態度をとったり、相手の空間や
内緒などを侵したり、聞き手に負債があることを明示的に述べたりするなどが NIP表現の
特徴である。 
本研究で収集したNIPの用例は12例で、全インポライトネス表現の11.61%を占める。
ストラテジーとして、聞き手に負債があることを明示的に示す表現や、プライバシーを侵
害する表現が見られた。 
以下、日本語の台詞における見られるNIPの表現の分類を基準として、中国語字幕にお
けるNIP翻訳の特徴を考察する。 
6.2.1 聞き手に負債があることを明示的に示す 
聞き手に負債があることを明示的に表すと、聞き手は代わりに何かしなければならない
という気持ちになる。つまり、相手の行動の自由を制約するという意味で、ネガティブ・
フェイスに対する FTAとなる。このような表現は 7例しか見つからなかった。 
１２６ 
（6）は、原文も訳文も、相手が毛布とベッドを勝手に使うせいで眠れないと、はっきり
文句を言っているのは共通している。 
(6) 孫が祖父に文句を言う （Ps<Ph, D小） 
原文： 「俺のベッドも毛布も勝手に取るし もう 勘弁してよ。全然眠れないよ」 
訳文： “自说自话就用我的床和毯子，饶了我吧 根本没法睡。” 
（俺のベッドも毛布も自分勝手に使って、勘弁してよ、全然眠れない。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 02:55） 
（7）では、原文も訳文も、話し手（B）が聞き手（A）の「親としての責務」という言
葉に対し、「ろくに家にも帰ってこなかったくせに」という事実を述べて、父親らしいこと
はしてこなかったという負債があることをはっきり示している。 
(7) 娘が父親に反論する （Ps(B)<Ph(A), D小） 
原文： A 「ちなみに離婚歴とかは？」 
B 「ちょっと ちょっと 失礼でしょ いきなり」 
A 「この年で独身なんて バツくらいないとおかしい。あったらあったで 何
が原因だったのかを聞いとくべきだろう。親としての責務だ。」 
B 「待ってよ。何？急に親らしいこと言わないでよ。ろくに家にも帰ってこ
なかったくせに 偉そうに。」 
訳文：“明明自己都不好好回家，摆什么家长架子。” 
（ろくに家に帰ってこなかったくせに、親らしいことをしないで。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 38:55） 
以上のように、聞き手に負債があることを明示的に示す場合では、一般的に中国語の字
幕にそのまま訳出されている。 
6.2.2 聞き手のプラバシーなどを侵す 
プライバシーに踏み込まれたくないという相手の欲求を考慮せず、直接間接を問わず、
個人的なことにわざわざ口を挟むことは、相手のネガティブ・フェイスを攻撃することで
あり、NIPとなる。 
以下、中国語字幕におけるこのようなインポライトネス表現の翻訳特徴を検討する。 
１２７ 
（8）は、相手に忠告をする場面である。原文では、聞き手の私生活が父親として好まし
くないと述べており、明らかにNIPである。字幕でも、ほぼ相当する表現で訳されている
が、“倒不如”（むしろ）は、さらに FTAの度合いを強めている。 
(8) 大道寺が花澤に提案する （Ps<Ph, D中） 
原文： 「いや あなたこそ あんな若いお姉さんとイチャイチャしてる暇あったら 
もっと息子さんのこと 気にかけてあげたらどうですか。」 
訳文： “倒是您，有空和年轻姑娘卿卿我我的话，倒不如多关心一下自己的儿子吧。” 
（あなたこそ、若いお姉さんとイチャイチャしている暇があったら、むしろ
もっと息子のこと気にかけてあげた方がいいです＋“吧”。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 5話 11:26） 
（9）では、「二十歳も年上の男性と不倫している」という聞き手のプライバシーをわざ
わざ指摘して攻撃している。原文はNIPであるが言いさし文であり、FTAがOff-Rである
分、反語疑問文の訳文に比べると、失礼な度合いはやや弱い。 
(9) 美蘭が妹を責める （Ps>Ph, D小） 
原文： 「勝手ってね 20も年上の男と不倫しといて。」 
訳文： “和比自己大 20岁的男人搞婚外情也是自由吗？” 
（20歳も年上の男と不倫するなんて勝手＋“吗”？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 26:28） 
（10）では、「自分で書いた本が信じられない」という聞き手が気にしていることをはっ
きり述べて、相手のネガティブ・フェイスを傷つけている。訳文では、語気助詞“呢”の
使用がさらに FTAを強めている。 
(10) 亜紀がイベントのゲストに （Ps<Ph, D大） 
原文： 「自分で書いた本を信じることもできないなんて そんなことだったら 出
さなきゃよかったんじゃないんですか？」 
訳文： “既然您自己都对自己写的书没有信心，如果是这样，那还不如不要出版呢。” 
（自分が書いた本を信じられない、もしそうなら出さないほうがいい＋“呢”） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 41:30） 
１２８ 
以上のように、聞き手の空間や内緒などを攻撃する場合に中国語の字幕においてそのま
ま訳出されることが多いが、程度副詞や語気助詞を用いて、FTAを強めること（2例）も
ある。 
6.2.3 まとめ 
日本語の台詞における見られるNIPの表現と、中国語字幕の表現を検討した。以下、日
本語と中国語の字幕翻訳におけるNIPの翻訳特徴を表 6.1のように示す。 
NIP 
FTAの度合いが
変わらず訳出数 
FTAの度合いを
強めて訳出数 
合計 
負債があることを明示的に示す 7 0 7 
プラバシーを侵す 3 2 5 
合計 10 2 12 
表 6.1中国語字幕における NIPの翻訳特徴 
i. 日本語の台詞において、NIP表現は多くはない。 
ii. 中国語字幕では、NIP表現はほぼそのまま訳出される。 
iii. 中国語程度副詞や語気助詞などにより、FTAを強める場合もある。 
6.3 字幕翻訳における PIPの表現 
ポジティブ・インポライトネス（PIP）とは、ポジティブ・フェイスを侵害する行為であ
る。ポジティブ・フェイスは連帯感や共感という承認欲求であり、これを否定する FTAが
PIP である。例としては、グループから締め出したり、わざと反対したり、不適切な呼称
を用いて相手の価値を下げたりするような行為が挙げられる。 
本研究では、日本語の台詞から収集したインポライトネス表現の中で、PIP の用例は最
も多い 65例で、全体の半分強（58.04％）を占める。 
以下、日本語の台詞における見られる PIPが中国語の字幕ではどのように翻訳されるか
について考察する。 
１２９ 
6.3.1 軽蔑するまたは嘲る 
椎名（1985:19）は、軽蔑・嘲り表現に相当する「揶揄」を、「多くの場合高みから相手
をながめるものであり、そこには相手を見下ろす心理が感じられる」と述べている。日本
語字幕において収集した軽蔑・嘲り表現は 11 例で、以下、中国語に翻訳される際にどの
ように表されるかについて見ていこう。 
（11）は、50歳という年齢を強調した上で、相手の仕事を「せこい」と嘲っている。字
幕ではほぼそのまま訳されているが、程度副詞“这么”「こんなに」があることで、軽蔑
的な意味が強められている。 
(11) 花澤が大道寺の仕事を馬鹿にする （Ps>Ph, D中） 
原文： 「だから 50になっても せこい商売しかできないんだよ。」 
訳文： “所以你才五十多岁了还只能做这么寒碜的买卖。” 
（だから 50になってもこんなせこい商売しかできないんだ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 13:44） 
（12）は、父親が出世したのは、ごますりと運だけが理由で、仕事ができたからではな
いと、相手の価値を否定している。訳文はほぼそのままである。 
(12) 美蘭が父親を罵る （Ps<Ph, D小） 
原文： 「お父さん 出世したとか言って 米つきバッタみたいに上司に取り入って 
その人が社長になって 運がよかっただけなの。」 
訳文： “我爸说他出人头地了，也就是像磕头虫一样对上司唯唯诺诺，那人能当上社
长只是运气好而已。” 
（お父さんが立身出世するって言っても、米つきバッタみたいに上司に唯々
諾々としているだけで、その人が社長になって、運がよかっただけなの。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 39:02） 
（13）の原文では、役員の仕事内容を軽く見ることによって、聞き手への蔑みを示す。
訳文でも、相当する表現があるが、“撩一撩”“不就是～嘛”「だけにすぎない」および
“罢了”「それまでだ」という価値を下げる表現が使用され、軽蔑の度合いが強められて
いる。 
１３０ 
(13) 大道寺が花澤の仕事を評価する （Ps<Ph, D中） 
原文： 「だって 役員なんて ハンコ 押して 秘書と遊んでるだけでしょ。」 
訳文：“不就是个懂事嘛，给文件盖个章再撩一撩女秘书罢了。” 
（たかが役員にすぎないじゃない＋“嘛”、ハンコ押して秘書をナンパする
だけにすぎない。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 33:34） 
以上のように、原文の軽蔑的表現は、中国語の字幕においてそのまま訳出されるのが普
通であるが、FTAを強める中国語表現（程度副詞など）の使用により、原文より失礼にな
る場合（5例）もある。 
6.3.2 軽蔑的な呼称を用いる 
日本語の典型的な軽蔑な呼称には「てめえ」「貴様」などがある。いずれも、同等以下の
相手に対して、ややさげすんだ気持ちを込め、しばしばけんか腰の態度で用いられる。「お
前」も、ややぶっきらぼうな相手の呼び方であるが、親しみを込めて使われることも多く、
文脈を見なければ PIPかどうかは分からない。 
（14）は、話し手が聞き手に怒鳴っている場面である。原文の「お前の顔」には、価値
がないものとして取り上げたことを表す副助詞の「など」が付けられ、侮辱的な表現となっ
ている。しかし、中国語に対応する語が存在しないこともあり、訳文では軽蔑的な呼称で
はなく、普通の二人称代名詞“你”が使われ、FTAは弱くなっている。 
(14) 花澤が大道寺に怒る （Ps>Ph, D中） 
原文： 「お前の顔など 二度と見たくない。」 
訳文： “我再也不想看见你这张脸。” 
（“你”＋その顔を二度と見たくない。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 23:52） 
（15）では、耳元でくどくど喋っている父親に腹を立てた話し手が、怒って言う台詞で
ある。この話し手は普段は父親を「おやじ」とは呼ばないことから、ぞんざいな気持ちを
表し、相手のポジティブ・フェイスを脅かす。訳文では、「おやじ」が“老头”という蔑呼
で訳出され、FTAとなる。 
１３１ 
(15) 花澤が父親に文句を言う （Ps(B)>Ph(A), D中） 
原文： 「うるさい おやじ。どっか行けよ」 
訳文： “烦死了老头。哪儿凉快哪儿呆着去。” 
（煩わしいおやじ。余計なおせっかいはするな） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 40:42） 
（16）は、話し手が自分の仕事を馬鹿にされて憤る場面である。原文では、話し手が罵
り語の「貴様」を用いているが、訳文ではタブー語の“混蛋”「ばか」になっている。ど
ちらも聞き手のポジティブ・フェイスを脅かすので、PIPであることは共通している。 
(16) 花澤が大道寺を罵る （Ps>Ph, D中） 
原文： A「だって 役員なんて ハンコ 押して 秘書と遊んでるだけでしょ。」 
B「貴様 そんな風に思ってたのか。」 
訳文：“混蛋，原来你就是这样看待我的啊？” 
（ばか、俺をそんな風に思ってたのか？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 33:38） 
以上のように、中国語の字幕において表される結果も様々であるが、「お前」のニュアン
スを持つ二人称代名詞が中国語にないため、普通の呼称である“你”に訳出されることが
ある（4例）。その場合は FTAの度合いは原文よりも弱いと考えられる。 
6.3.2 タブー語を使用する 
ここで言うタブー語使用とは、聞き手のポジティブ・フェイスを攻撃するための悪口雑
言、罵倒や下品な言葉を使うことである。 
（17）では、原文も訳文も「バカヤロウ」“笨蛋”で相手を罵倒している。 
(17) 大道寺が部下を叱る （Ps(B)>Ph(A), D中） 
原文： A「バス出ちゃいましたけど。」 
B「バカヤロウ お前。そういうこと 皆まで言えよ お前。」 
訳文：“笨蛋，这个你倒是早点儿说啊！” 
（バカ、そういうこと早く言えよ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 06:11） 
１３２ 
次の（18, 19）でも、罵倒語「変態」「くそ女」および“变态”“臭女人”によって、聞
き手のポジティブ・フェイスを侵害している。 
(18) 美蘭が花澤に怒る （Ps<Ph, D小） 
原文：「勝手に人の部屋は入れないでしょ 変態。」 
訳文：“不要随便进别人的房间，变态。” 
（勝手に人の部屋は入れないで 変態。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 27:44） 
(19) イベントのゲストが亜紀に怒る （Ps>Ph, D大） 
原文：「何やってんのよ このくそ女。やらないの？握手会。」 
訳文：“你在干什么啊 臭女人。不办了吗？握手会。” 
（君は何をやってんのよ、臭い女。やらないの？握手会。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 47:28） 
日本語の台詞におけるタブー語は、中国語の字幕にほとんどそのまま訳出されている。
タブー言葉がなくなり、普通の呼称“你”が使用されたのは 1例のみであった。 
6.3.3 締め出す 
B&L の「共通基盤を想定・喚起・主張する」という PPS に対応するインポライトネス
が、相手を共同基盤から締め出す PIPである。ここでは相手の共感や連帯を拒絶する表現
を中心に見ていく。 
（20）では、話し手が聞き手からの申し出を「大きなお世話だ」と断る場面である。相
手の好意を断る行為はポジティブ・フェイスに対する FTA となる。訳文では、「大きなお
世話だ」を訳出したうえで、程度副詞“真是”「本当に」を加え、さらに不満の気持ちを
強く表している。 
(20) 花澤が大道寺の申し出を拒否する （Ps>Ph, D中） 
原文： 「大きなお世話だね。君に夫婦の何がわかる。」 
訳文： “真是多管闲事。夫妻俩的事你懂什么。” 
（本当に余計なお世話だ。夫婦のことについて何がわかる。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 9話 11:39） 
１３３ 
（21）も、訳文でも原文でも連帯感を拒否する表現「君には関係ない」“和你没关系”と
「余計な口」“多嘴”により、聞き手のポジティブ・フェイスが攻撃される。 
(21) 花澤が心配する大道寺に （Ps>Ph, D中） 
原文： A「会社のほう 大丈夫ですか？」 
B「君には関係ない。とにかく 余計な口を挟むな。」 
訳文： “这件事和你没关系，不要多嘴。” 
（君はこのことには関係ない。余計な口を挟むな。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 9話 12:04） 
（21）と同様に、（22）も相手の心配を拒絶し、聞き手のポジティブ・フェイスを脅か
している。訳文の“轮不到～多嘴巴”（口を挟むのはまだ早い）は原文と意味は異なるが、
FTAの度合いは同程度であろうと思われる。 
(22) 葉菜子が大介の忠告を無視して （Ps=Ph, D小） 
原文： 「あなたに 私の健康管理についてとやかくいわれる筋合いないけどね」 
訳文： “我的健康管理轮不到你来多嘴巴。” 
（私の健康管理について、あなたが口を挟むのはまだ早い。） 
（『家族ノカタチ』第 7話 42:42） 
日本語の共通基盤を違反する締め出す表現（14例）は、そのまま訳出されるのが普通で
あるが、程度副詞などにより、嫌な気持ちを強める場合（2例）もある。 
6.3.4 不適当なアイデンティティ・マーカーを使う 
Culpeper（1996）は、親しい仲の相手に名字や敬称などを使用したり、親しくない人
にニックネームで呼びかけたりするなど、不適当なアイデンティティ・マーカーの使用が
PIP の一つであるとする。以下、日本語の台詞に現れた不適当なアイデンティティ・マー
カーが中国語の字幕でどのように訳されたかを見てみよう。 
（23）では、花澤は娘の美蘭とその恋人で花澤と同世代の大道寺に対して、交際に反対
する場面である。原文では、その場にいる大道寺に「おむつ」というニックネームを付け
て、聞き手たちのポジティブ・フェイスを攻撃し、強い不満を表している。訳文では、原
文の侮辱的なあだ名がそのまま訳出されている。 
１３４ 
(23) 花澤が美蘭を叱る （Ps>Ph, D小） 
原文： 「おむつと一緒になるために育てたんじゃない。そんなに嫌なら この家出
ていけ。」 
訳文：“我养你这么大不是为了让你和尿不湿过一辈子。不愿意的话就离开这个家。” 
（おむつと一生暮らすために育てたんじゃない。嫌ならこの家出ていけ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 40:07） 
（24, 25）は、言い争いの場面である。原文でも訳文でも、「面倒くさいアラフォーこじ
らせ」「クレーマーHanako」「筋肉バカ」という、お互いのポジティブ・フェイスを攻撃す
るニックネームが使用されている。 
(24) 葉菜子と大介を言い争う （Ps(A)=Ph(B), D中） 
原文： A 「だけど何？不満でも あんの？面倒くさいアラフォーこじらせにはもっ
たいない話だと思うけど 何で さっさと返事しないかな。」 
B 「いやいやいや 俺が何でクレーマーHanakoにせかされんの？」 
訳文： A “可是什么？有什么不满意的吗？配你这个奔四的麻烦男人，真是有点可惜
了。为什么不快点答复她。” 
（だけど何？不満でもあるの？面倒くさいアラフォー男にはもったいない
何でさっさと返事しないか？） 
B：“不对不对。投诉狂 Hanako凭什么催我？” 
（いやいや、俺が何でクレーマーHanakoにせかされるの？） 
（『家族ノカタチ』第 8話 14:35） 
(25) 葉菜子が大介と言い争う （Ps(A)=Ph(B), D小） 
原文： A「これだから筋肉バカは。」 
B「クレーマーHanakoに言われたくないね。」 
訳文： A“所以我说你四肢发达头脑简单。” 
（だから 四肢が発達しているが、ものをよく考えないっていうの） 
B“投诉狂 Hanako没有资格说我。” 
（クレーマーHanakoに言われる筋合いがない。） 
（『家族ノカタチ』第 10話 01:36） 
１３５ 
以上のように、日本語の不適当なアイデンティティ・マーカーは、中国語字幕にはその
まま訳出される。 
6.3.5 無関心や無関係などを示す 
相手に対して無関心や無関係などを示すのも PIPである。 
（26）は、相手の心配りを無視する場面である。原文の「別に頼んだ覚えありません」
は、そのまま訳文に表現されている。 
(26) 美蘭が花澤に言い返す （Ps<Ph, D小） 
原文：「出た 恩着せがましい言い方。別に頼んだ覚えありません。」 
訳文：“出现了，以恩人自居的口气。我可不记得自己拜托过你。” 
（出た、恩着せがましい言い方。頼んだ覚えはない） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 39:27） 
（27）は、相手の説明を遮り、聞き手のポジティブ・フェイスを侵害する場面である。
聞き手の説明を聞かないという行為は、相手に対する無関心を表す。訳文も、同じ機能を
果たす表現が用いられている。 
(27) 花澤が大道寺の説明を遮る （Ps>Ph, D中） 
原文：「もういいから。早く終わらして。」 
訳文：“别说了，动作快点。” 
（これ以上言うな。早くしなさいよ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 04:51） 
以上のように、日本語の無関心や無関係を示す表現も、中国語字幕にはほとんどそのま
ま訳出されている。 
6.3.6 まとめ 
以上、日本語の台詞における見られる PIPの表現と、中国語字幕の表現を検討した。以
下、日本語と中国語の字幕翻訳における PIPの翻訳特徴を表 6.2のように示す。 
１３６ 
PIP 
FTAの度合いが
同程度の訳出 
FTAの度合いを
強めた訳出 
FTAの度合いを
弱めた訳出 
合計 
軽蔑・嘲り 7 5 0 12 
蔑称 2 0 4 6 
タブー語 17 3 1 21 
締め出す 11 2 1 14 
不適切な呼称 9 0 0 9 
無関心や無関係 3 0 0 3 
合計 
49 
75.38% 
10 
15.39% 
6 
9.23％ 
65 
100.00% 
表 6.2中国語字幕における PIPの翻訳特徴 
i. 日本語の台詞における PIPはタブー語が最も多い。その他、相手の価値を下げる機
能を持つ PIPの方が、相手を排除する PIPよりも多い。 
ii. 原文の PIPのうち、四分の三が中国語の字幕にそのまま訳出される。 
iii. 軽蔑表現が追加されたり、程度副詞（“真是”など）を用いたりするなどにより、
FTAの度合いが強くなることがある。 
iv. 日本語の「お前」に対応するぞんざいな呼称が中国語になく、“你”で訳出される
と、FTAの度合いが原文より弱くなることがある。しかしそれを除けば、FTAは強
くなることが多い。 
6.4 字幕翻訳におけるBoRIの表現 
あからさまに聞き手のフェイスを侵害するのがBoRIである。 
本研究では、日本語の台詞から収集した BoRI の表現が 21 例見つかった。日本語の台
詞に見られたBoRI表現と、中国語の字幕における表現を見ていこう。 
（28）では、原文でも訳文でも、話し手が「邪魔」“烦人”という言葉で、直接に聞き手
に不満を表している。ただし訳文では、程度副詞“真”「本当に」を使用してさらに FTA
の度合いを強めている。 
１３７ 
(28) 大介が友人に （Ps=Ph, D小） 
原文： A 「こないだ悪かったよ。冷たいなんて言ってさ あれから師匠と相談して
さ デートコース考えてもらって おかげで これ」 
B 「わかったから 邪魔」 
訳文：“我知道了，真烦人。” 
（わかった。本当にうるさい） 
（『家族のカタチ』第 6話 12:03） 
（29）では、話し手は聞き手に「基本的なこともできない」と能力のなさを指摘し、「や
めてしまえ」と直接的に命令している。いずれも相手のポジティブ・フェイスをあからさ
まに脅すBoRIである。 
(29) イベントのゲストがマネジャーを叱る （Ps>Ph, D大） 
原文：「こんな基本的なこともできないんだったら マネジャーなんてやめちまえ」 
訳文：“这种最基本的事都做不好，我看经纪人这口饭你还是别吃了。” 
（こんな基本的なこともうまくやれないなら、マネジャーという飯の種をや
めろ。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 38:48） 
（30）の原文では「やかましい」を連続して使用して強い怒りを表しているのに対し、
訳文では三つの異なる罵倒表現で同じく強い怒りを表現している。 
(30) 花澤が大道寺に罵る （Ps>Ph, D中） 
原文： 「やかましい やかましい やかましい。」 
訳文：“无耻，卑鄙，可恶。” 
（下劣、恥知らず、憎らしい） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 22:32） 
（31）の原文では、話し手は直接的な命令表現「出ていけ」を用いている。訳文では、
叱ったり罵ったりして人を追い出すときに用いる乱暴な語“滚”（消え失せろ）を使用し
て、話し手の激しい怒りを表現している。いずれもBoRIであるが、訳文のほうが FTAは
強いと考えられる。 
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(31) 花澤が大道寺に罵る （Ps>Ph, 中） 
原文： 「もう出ていけ 君は。」 
訳文： “你给我滚出去。” 
（とっとと出ていってくれ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 16:02） 
（32）の原文では、話し手が「もう、うるさい」と言って、父親の話に聞く耳を持たな
いことを表している。訳文“烦”は「わずらわしい、いらいらする」という意味の形容詞
で、それを程度副詞“好”（とても）と FTA を強める語気助詞“啊”を合わせて使用する
ことで、聞き手への嫌悪感を原文よりも強く表現している。 
(32) 美蘭が結婚に反対する父親に （Ps<Ph, 小） 
原文： 「誰と結婚しようが私の勝手でしょ。もう うるさい。」 
訳文： “想和谁结婚是我的自由吧 你好烦啊。” 
（誰と結婚しようが私の自由よ。とてもうるさい＋“啊”） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 34:24） 
（33）の原文では、「面倒くさい奴」と聞き手をあからさまに攻撃することはBoRIであ
る。訳文の“烦”は、上で述べたように「面倒くさい」に相当する表現であるが、不満げ
な気持ちを表す程度副詞“真是”「本当にまあ」および誇張表現“烦死”（死ぬほどうる
さい）が加わることで、さらに FTAの度合いを強めている。 
(33) 大介が仲間を叱る （Ps=Ph, 小） 
原文： A「冷たい大介 ようやく俺にも春が来たのに。」 
B「面倒くさい奴だなあ。」 
訳文：“真是烦死人了你。” 
（本当に死ぬほど面倒な奴だなあ） 
（『家族ノカタチ』第 6話 10:35） 
以上のように、日本語の台詞における BoRI 表現は、中国語字幕でもそのまま訳出され
るのが普通であるが、程度副詞（“真是”“好”など）、語気助詞（“啊”など）、誇張表
現を使用して、FTAの度合いを強くする場合（6例）もある。 
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6.5 まとめ 
この章では、日本語の台詞に見られたインポライトネス表現と、中国語字幕におけるそ
の翻訳を考察した。しかし実は、数が少ないものの、例（34）のように、原文ではインポ
ライトネス表現とは考えにくい表現が、中国語字幕ではインポライトネス表現になる例（5
例）が存在する。 
（34）の原文「もう二度とその口を開かないで」という表現は言いさし文であり、「もう
二度とその口を開くな」と比べると、多少とも FTAが緩和されている。つまり、ポライト
ネス・ストラテジーが使われており、BoRI表現とは言えない。しかしその直後に現れるタ
ブー語「くそ女」という表現は聞き手のポジティブ・フェイスを脅かすので、PIP 表現で
ある。訳文では、タブー語がなくなる代わりに、動詞の重ね型“试试”（～してみろ）が
相手を脅す気持ちを伝達している。脅しは相手の行動を制約する発話行為であるため、聞
き手のネガティブ・フェイスを侵害する。このことから、Culpeper（1996）は脅迫をNIP
に分類している。つまり、原文が「ポライトネス＋PIP」で、訳文が NIP ということにな
る。聞き手のフェイスを脅かす度合いという側面からみれば、原文と訳文は全体としてほ
ぼ同じであると言えよう。 
(34) イベントのゲストが亜紀に怒る （Ps>Ph, D大） 
原文： 「もう二度とその口を開かないで くそ女。」 
訳文： “你再说一个字试试。” 
（一文字また出してみろ。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 41:55） 
日本語原文と中国語の字幕翻訳におけるインポライトネス表現の翻訳の特徴を表 6.3
にまとめて示す。 
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類型 FTAが同じ訳出 FTAが強い訳出 FTAが弱い訳出 合計（割合） 
SMP 7 6 1 14 (12.50%) 
NIP 10 2 0 12 (10.71%) 
PIP 49 10 6 65 (58.04%) 
BoRI 16 5 0 21 (18.75%) 
合計 82 (73.2%) 23 (20.5%) 7 (6.3％) 112 (100.0%) 
表 6.3中国語字幕にインポライトネスの翻訳特徴 
これまで結果は以下のようにまとめられる。 
i. 日本語原文で使用されるインポライトネス・ストラテジーは PIP が圧倒的に多い。 
ii. 日本語原文の 7割強はほぼそのまま中国語に訳される。 
iii. 中国語字幕では、程度副詞や誇張表現、語気助詞を使用して、原文よりインポライ
トネスの度合いを強める場合も少なくない（20.5％）。 
iv. 中国語には「お前」などに対応するぞんざいな二人称代名詞がないため、訳文では
通常の呼称“你”で訳出されることが多い。PIPの翻訳で、FTAが弱くなることが
あるのはこのためである。 
v. 原文の FTAの度合いは同程度か強まるのが普通で、弱められることはまれである。 
最後の点をポライトネス・ストラテジーと比較してみよう。 
B&L によれば、ポライトネス・ストラテジーは FTA の値、すなわち Wx に基づいて決
められる。ストラテジーは BoR、PPS、NPS、Off-Rの順にポライトになっていく。つま
り、Wx が高くなれば、Off-R や NPS が選ばれ、低くなれば PPS や BoR が選択される。 
中国語の字幕では日本語原文よりもポライトネスの低いストラテジーで訳されることが
少なくない（26.38%）ことから、同じ発話行為であっても、中国語ではWxの値が低く計
算されがちであることが示唆される。 
これに対してインポライトネス・ストラテジーでは、ストラテジーのタイプはほとんど
変わらなくても、FTAが強められがちであるということは、字幕制作者が原文と同じ表現
では FTAが弱いと感じたからであろう。つまり、ポライトネスと同じくインポライトネス
でも、中国語ではWxの値が低く計算されがちであることが示唆されるのである。 
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第 7章 字幕における（イン）ポライトネス・ストラテジーの選択 
前章までは、B&Lのポライトネス理論とCulpeper（1996）のインポライトネス理論に
基づき、日本語と中国語の字幕における（イン）ポライトネス表現とその翻訳特徴を考察
した。本章ではB&Lのエートス仮説に基づき、日本社会と中国社会の間にあるエートスの
違いを分析することにより、原文と字幕翻訳における（イン）ポライトネス表現の相違が
生じる原因を考える。 
さらに、Venuti（2008）の「自国化（domestication）」と「異国化（foreignization）」
と、藤濤（2004）の翻訳方略の観点から、中国語字幕における（イン）ポライトネス表現
の翻訳を検討する。 
7.1 「エートス」と B&Lのポライトネス理論 
B&L は「その社会を構成する人々に特有の相互作用における情緒的な質 the affective 
quality of interaction characteristic of members of a society」（B&L：243、田中（監
訳）：347）を「エートス（ethos）」と呼ぶ。相互作用に際して、温かみ、気安さ、友好（warm, 
easygoing, friendly）を一般的なエートスとする社会的集団がある一方、改まり、丁重さ
をエートスとする社会も存在する。B&Lは「エートス」は「ある特定の社会において、集
団や個人の社会的カテゴリーを特徴づけるような、相互作用の質に対して与えられるラベ
ル a label for the quality of interaction characterizing groups, or social categories 
of persons, in a particular society」（B&L：243、田中（監訳）：348）であるとも主張
し、以下の五つの理論的装置（B&L：244、田中（監訳）：349）を提案する。 
(i) P、D、R値の合計で決まるものとしてのWxの、ある文化における全般的レベル 
(The general level of Wx in a culture, as determined by the sum of P, D, and R 
values.) 
(ii) すべての行為が FTAであると見なされる程度、また、ある文化において FTAに該当
する特定の種類の行為 (The extent to which all acts are FTAs, and the particular 
kinds of acts that are FTAs in a culture.) 
(iii) Wxの文化的構成、つまり、P、D、Rxに付与される変動値（ゆえにその重要性）と、
それらの査定のための様々な拠り所 (The cultural composition of Wx: the varying 
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values (and thus importance) attached to P, D, and Rx, and the different 
sources for their assessment.) 
(iv) ある行為者が、自分に対してポジティブ・フェイスを向けてほしいと思う相手をどの
ような方法で選ぶかの違い、および、その相手となる集団の広がりの程度。つまり、
そのような人々はかなり限られ、制限された社会層を構成するのか、それとも、彼ら
（あるいはその一部）は規模の大きい集団を構成するのか。(Different modes of 
assignment of members to the sets of persons whom an actor wants to pay 
him positive face, and the extent to which those sets are extended: are the 
relevant persons a highly limited and restricted class, or are they (or some of 
them) an extensive set?) 
(v) 特定の社会における最も顕著な二者関係に関わるストラテジーの特質と分布。そうし
たストラテジーの分布は、特定の二者の配置において、対称的なのか、それとも非対
称的なのか。(The nature and distribution of strategies over the most prominent 
dyadic relations in a particular society: are they distributed symmetrically? 
asymmetrically? in particular configurations?) 
（i）は、Wxの全般的なレベルという観点からの文化的差異である。例えば、P、D、R
値が総体的に高いレベルを持つ社会では、FTAの重さWxは高く評価される。そのような
文化では、NPSやOff-Rによって間接的に FTAを行うはずである。逆に P、D、R値が総
体的に低いレベルを持つ社会では、FTA の重さ Wxは低くなり、BoRや PPS が増えるで
あろう。このようにして、ネガティブ・ポライトネス文化とポジティブ・ポライトネス文
化を分けることが可能である。ネガティブ・ポライトネス文化は慎み深さとよそよそしさ
が感じられ、ポジティブ・ポライトネス文化は、友好的な気安さが特徴となろう。 
（ii）は FTAとなりうる行為の種類や数によって、文化を特徴付けようとするものであ
る。例えば、イギリスやアメリカでは、申し出はそれほど大きな FTAとはならないが、日
本文化では水を一杯提供するという程度であっても、十分に大きな恩義となり、受け手に
とっては負担となり得る。 
（iii）は P、D、R の重要性と値の面から文化を比較しようとする。P、D、R という三
つの社会的変数の重要性は文化によって異なる。インドでは、変数Dは変数 Pよりも重要
度が低い（つまり値の平均値が低い）と思われるが、アメリカでは逆に、PのほうがDよ
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りも重要度が低いことが多いようである。またフェイス以外の欲求（効率への欲求など）
が、フェイスよりもどの程度優先されるかも文化によって違う。 
（iv）の次元は、一人の人間として認めてほしいと切実に望む相手がいる集団と、いくら
かの特性や能力は認めてほしいが、それ以上は求めない相手が属する集団がどのように分
布しているかによって文化を分類しようとする。B&Lはマダガスカル社会の例を挙げてい
るが、日本社会で言えば、ウチとソトの区別がこれに当たるであろう。 
文化的変異に関わる最後の側面（v）は、PとDの値が高いか低いかという変数を、話し
手（S）と聞き手（H）の次元と合わせることによって、ストラテジー分布のパターンを説
明しようとする。 
Dyad I:                                         H 
high P relations           bald on record                  negative politeness  
where H has high             (down)                           off record  
power over S                                                      (up) 
(and D is low)                                        S               
Dyad II:                           negative politeness/off record 
high D relations (+ low P) S 
where H has no (or low) power over S,       (symmetrical) 
and S and H have high D H 
Dyad III:                           bald on record/positive politeness 
low D, low P relations S  
where H has no (or low) P over S,             (symmetrical) 
and S and H have low D H 
図 7.1 ストラテジー分布のパターン（B&L：250） 
二者関係（Dyad）Iでは、Pの値が高いがDは低い。このような文化では、上の地位に
あるものは下の地位にあるものに対してBoRで FTAを行えるが、下から上へはNPSもし
くはOff-Rを用いなければならない。二者関係 IIは逆にDが高い文化で、Pは重視されな
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い。このとき会話参加者は相互に NPS または Off-R を使う。P も D も低い文化（二者関
係 III）では、会話参加者は相互にBoRか PPSでよい。 
このように、文化的なエートス、対話スタイル、ポライトネス・ストラテジー、垂直方
向及び水平方向の社会的距離で把握される社会関係が、分かちがたく結びついているので
ある（B&L：251）。 
以下、B&Lの主張する文化相違を比較するための理論的装置によって、日本社会と中国
社会におけるエートスの特徴を対比し、相違を分析したうえで、（イン）ポライトネス表現
の相違の説明を試みる。 
7.2 日本社会と中国社会における文化（エートス）の比較 
第 5章の考察と分析によると、日本語の台詞に現れるポライトネス表現が中国語に翻訳
される際に、原文より丁寧さが低くなるという特徴があることを見た。つまり、同じ FTA
であっても、日本語原文では、フェイスに対する脅威が大きく見積もられるときのポライ
トネス表現（Off-RやNPS）が用いられるときに、中国語字幕では、フェイスに対する脅
威が小さく見積もられるときのポライトネス表現（PPSや BoR）が現れる。また、第 6章
では、日本語原文に現れるインポライトネス表現を中国語に翻訳する際に、原文よりフェ
イスに対する脅威を強くする場合が少なくないという結果が得られた。なぜ原文と字幕に
おいてこのような（イン）ポライトネス表現の相違が存在するのであろうか。原因の一つ
として、日本社会と中国社会における文化（エートス）の相違が考えられる。 
B&Lのポライトネス理論はポライトネス現象の普遍性を主張しつつ、社会や集団によっ
て、個々の文化間に差異も存在することも説明しようとする。B&Lによると、特定の社会
や集団における FTA の重さとしての Wx は、その文化における相互作用としての P、D、
Rx 値の合計によって決まる。この節では、B&L が唱える五つの理論措置によって、日本
社会と中国社会におけるそれぞれのエートスの特徴を記述したうえで、ポライトネス文化
の相違を分析してみよう。特に重要なのが、日本社会と中国社会におけるWxの構成であ
る。つまり、P、D、Rxが持つ意味と、FTAに際してのWxの全般的レベルの相違を通し
て、字幕翻訳における（イン）ポライトネス・ストラテジー差異の原因を明らかにする。 
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7.2.1 日本と中国社会における P、Dに付与される重要性の相違 
日本社会と中国社会における PとDの値を比較するとき、二つの視点が必要である。一
つは、日本社会の P（PJ）と日本社会のD（DJ）はどちらが重要なのか、つまり、どちら
が大きな値をとる傾向があるのか、という視点である。もう一つは、PJとDJの値と中国
社会における PとD（PCと PC）の比較である。つまり、PJと PC、DJとDCのどちら
が大きな値をとる傾向があるのか、という視点である。 
まずは PJと PC、DJとDCを比べてみよう。平（2015）は日本社会と中国社会におけ
る P、Dの重要性の違いについて調査を行い、次のような結果を得た。「初対面且つ「上→
下」である会話場面において、日本人は上下関係よりも、親疎関係によって言語形式を決
定する傾向が見られた」のに対して、中国人は、「親疎関係でなく上下関係の面から、「上」
の人がどのような形を用いるべきかを判断した」（平 2015:110）。さらに、「同じ場面にお
いて、上下と親疎とを比べると、中国人母語話者は聞き手の話し手に対する上下関係を最
も重視している」（平 2015:133）とも述べている。 
このことから、日本ではDは Pよりも重要性が高い（つまりDJ＞PJ）と考えられるが、
中国では、おそらく通常では、PのほうがDよりも相対的に重要性が高い（DC＜PC）と
言えよう。 
それでは次に、PJと PC、DJとDCの重要性を比較してみよう。 
中根（1967）は、日本の「タテ社会」を論じ、日本人はタテ関係を重視し、上下関係を
はっきり示す傾向があると述べる。 
孫・渡辺（2014:70）は日中の労働文化の違いを明らかにするため、中国企業と日本企
業で働く従業員を対象として、インタビュー調査を行った。その結果、「日本人は集団内に
おける「階層意識」（例えば、上司と部下の関係）を中国人以上に意識する」ことが明らか
になった。また、王（2003）も社会活動において中国人の階層意識が日本人より薄いとい
う結論を得ている。日本社会は中国社会より「タテ」構造をしているということが、これ
らの研究により裏付けられると言えよう。つまり、PJは PCより重要性が高い（PJ＞PC）
と推測される。 
次に、DJとDCを比べてみよう。井上（2013:124）は「日本人も中国人も、相手のこ
とを考え、「相手を受けやすいように」と行動する。しかし、その表し方が異なる。それは、
相手との「距離感覚」が異なるためである」という。この点を、井上（2013:125）は以下
の図のように示している。 
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中国              日本 
     自分     相手        自分    相手      
この図によって表されているのは、人と人との付き合いをする際に、中国人は積極的に
相手に親しくする傾向を表す一方、日本人の方は「自分と相手は領域を接している」とい
う意識を持って、往々に相手との距離を保ちながら行動を行うということが示される。 
同様に、毋（2005）はコミュニケーションに際して、中国人は聞き手との親密さを強調
するために聞き手の私的領域に踏み込むことが多く見られるという。 
相原（2008）は日本人と中国人の依頼を研究し、日本人は相手が誰であれ（例えば家族
と親友などであっても）、相手のネガティブ・フェイスに配慮し、スペースに踏みこむこと
を避ける傾向があるのに対し、中国人は相手との距離Dに応じて、直接的な依頼と間接的
な依頼を使い分けるという結果を得た。 
以上の研究から、人と人の間の距離Dが、日本よりも中国の方が近い（DJ＞DC）と考
えられる。 
ここまでをまとめると、次のようになる。 
DJ＞PJ  PC＞DC  PJ＞PC  DJ＞DC 
これは以下のように一つの階層で表すことができる。 
DJ＞PJ＞PC＞DC 
日本社会と中国社会の内部では、PとDの重要性に違いがあるが、相対的には日本社会
は中国社会よりも高 P/D社会であるといえよう。 
7.1節で述べたB&Lのモデルによれば、日本社会におけるストラテジー分布のパターン
は「二者関係 II」である。このことから予想される通り、日本社会ではNPSやOff-Rが多
く見られる。それに対して中国社会は、D値と P値が日本社会より低い傾向にあることか
ら、ストラテジー分布のパターンは「二者関係 III」に当てはまると考えられる。事実、中
国字幕では、日本語原文よりも BoRもしくは PPS が用いられる場合が多いということか
ら、B&Lのモデルの正しさが裏付けられる。 
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7.2.2 日本と中国社会においてすべての行為が FTAであると見なされる程度の差異 
この節では、日本社会と中国社会において、どのような行為が FTAとなるのか、その行
為がどの程度の値の Rとなるのかを見ていこう。 
日本社会と中国社会におけるフェイス欲求の違いについて、いくつかの研究で論じられ
ている。B&L（245）によれば、日本文化はよそよそしさが感じられる人々の文化、つま
りネガティブ・ポライトネス文化である。毋（2001）は日本社会では相手のネガティブ・
フェイスを満足させるネガティブ・ポライトネスが多用されるのに対して、中国では相手
のポジティブ・フェイスを大切にするポジティブ・ポライトネスが多く使用されることか
ら、日本はネガティブ・ポライトネス社会で、中国はポジティブ・ポライトネス社会であ
ると述べている。また、平（2015:70）は「中国人は話し相手とお互いの私生活の情報を
共有することによって親しさを示すことを重視し、一方、日本人は自分の私的領域を守る
ことを重視している」という。 
さて、ある行為が相手のネガティブ・フェイスを脅かす危険があると同時に、相手のポ
ジティブ・フェイスを満足させる可能性もあるとき、日本人と中国人でその行為を行うか
どうかで違いがあることが予想される。平（2015）は受け手の視点から、中国語の「褒め
＋質問」の会話例（例 1）を挙げながら日中両言語の表現の相違について述べている。 
(1) 我觉得您这个头发特别有特色…是染得么？ 
（あなたの髪の色は本当にきれいと思います、染めたんですか？） 
     相手を賞賛する        プライバシーに関して質問する 
中国人 ①良好な人間関係を実現する          ②利益実現      ポライト 
日本人 ①良好な人間関係を実現する      ③FTAを行う    インポライト 
図 7.2 中日におけるほめの受け手が話し手の「ほめ意図」の推定 
（平 2015:99） 
（1）では、話し手は褒めることで聞き手のポジティブ・フェイスに配慮する。このよう
な賞賛行為は、聞き手にはポライトと評価される。日本語であろうとも中国語であろうと
１４８ 
も、このような「褒め」によって、「相手をよい気分をさせ、「良好な人間関係」を築くこ
とができる」（平 2015:100）と考えられる。 
しかし、その後の「相手の領域にある情報請求」行為がポライトと評価されるかどうか
は、文化によって異なる。日本人母語者にとって「「プライバシーに関する質問」は「領域
に侵入する」行為であると考えられ、日本人母語者の聞き手にマイナス評価される、つま
り、FTAと判断される可能性があると平（2015）は述べている。 
これに対してポジティブ・フェイスを大切する中国人の場合、「褒め」行為に基づく「新
たな情報請求」行為は、プライバシーの共有という観点から、聞き手にとって好ましい行
為であり、ポライトであると見なされる。 
お金を借りる場面でも日中で相違が見られる。日本でも中国でも、お金を借りる行為が
ネガティブ・フェイスに対する FTAであることは間違いない。特に、ネガティブ・フェイ
スを重視する日本社会では「借金」という FTAの負担度Rxは往々にして非常に高く、毋
（2008:154）は「お金をあまり借りないのが日本人の一つの特徴」であると述べている。
一方中国では、借金が相手のネガティブ・フェイスに対する FTAであると同時に、頼られ
る相手にとっては、ポジティブ・フェイスを満足させる機会でもある。そのため、負担度
Rxは日本人に比べると低くなり、中国人は高いレベルのポライトネス・ストラテジーを用
いて借金するという（毋 2008:154）。 
次に、日本のドラマと中国語字幕に見られるポライトネス表現の例を見よう。 
(2) 直美が美術館へ異動できることになり、加奈子も喜ぶ（Ps=Ph, D小） 
原文： 「でも、直美も美術館への異動もうすぐでしょ？やっと夢が叶うんだね。そ
のときは絶対お祝いさせてよ。」 
訳文：“不过直美你很快也能被调到美术馆了吧。你也马上能实现梦想了呢。到时候
我一定要帮你好好庆祝一下。” 
（…そのときは、絶対いちどきちんとお祝いするよ。） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 07:31） 
（2）では、親友があこがれの職場に異動できることを知って、話し手は親友である聞き
手のためにお祝いを約束する。こうした約束は、聞き手に対して利益になる提案であるは
ずだが、話し手は相手の許可を求める使役形「させて」を使用して提案している。 
これは、お祝いをするということは、相手にもそのお祝いへの参加を要求することを意
１４９ 
味し、聞き手の行動を制約することになる。つまりネガティブ・フェイスに対する FTAと
なる。そのため、聞き手の「ネガティブ・フェイス」に配慮し、使役形を用いて控え目に
提案しているのである。しかし、お祝いをするという行為は相手のポジティブ・フェイス
に対する配慮であり、PPSでもある。実際、中国語字幕では「サセテ」に対応する表現は
ない。このことから、相手のために「祝う行為」は、日本社会では FTAであり、負担度Rx
は中国より高いと推測される。 
7.2.3 日本と中国社会におけるWxの全般的レベルの違い 
ここまで見てきたとおり、日本社会と中国社会では P、D、Rxの持つ重要性に明らかに
相違があり、一般に日本社会のほうがすべてにおいて高めの値が付与される傾向がある。
FTAの重大さは P、D、Rx値の合計であるWxの数値によって決まるから、Wxの全般的
レベルは中国社会より日本社会のほうが大きい。Wx が大きくなる日本社会では、より丁
寧なポライトス・ストラテジー（Off-R や NPS）が用いられ、Wx が相対的に小さい中国
社会では、あからさまに FTAを行うBoRや PPSを使用する傾向が見られる。Wxの値に
応じて、用いられるポライトネス・ストラテジーも異なるのである。 
また、ネガティブ・フェイスを重視する日本社会では、自分のパーソナル・スペースも
他者のパーソナル・スペースも大切にされる。言葉を換えれば、多かれ少なかれ、よそよ
そしい関係となる傾向がある。 
ポジティブ・フェイスを重視する中国社会は、逆に互いのパーソナル・スペースを共有
することが PPSとなる。 
以上の文化的相違から、日本語原文と中国語字幕における（イン）ポライトネス表現に
相違が見られる現象が説明できる。 
日本語の台詞に現れるポライトネス表現が中国語に翻訳される際に、原文より丁寧さを
落とす場合がしばしば見られるが、これは同じ行為であっても、日本語原文でのWxが中
国語訳文における Wx よりも高いためである。Wx が下がるために、字幕ではポライトネ
スの低いストラテジーが用いられる。 
逆に、インポライトネス表現の側面からみると、同じフェイス侵害行為であっても、日
本語原文に現れるインポライトネス表現が、中国語に翻訳する際に、原文より FTAの度合
いを強くなることがある。これもWxの値の違いによって説明がつく。 
１５０ 
7.3 字幕における（イン）ポライトネス表現の翻訳戦略 
第２章でも述べたとおり、「わかりにくくても原文に忠実な翻訳か、原文から離れても読
みやすく美しい翻訳か」というのは、翻訳における数百年にわたる古くて新しい課題であ
る。これら二つのタイプの翻訳には様々な呼び方があるが、Venuti（1998/2008）は「自
国化（domestication）」翻訳と「異国化（foreignization）」翻訳と呼ぶ。ST の異国要素
が TTに反映されず、TTを目標文化の読者に簡単に受け入れられるように透明で流暢に翻
訳するのが自国化である。このとき、TTは翻訳であることが意識されないことから、翻訳
者は目に見えない存在である。一方、ST の異国要素を TT に残し、TT が翻訳テキストで
あることが目標文化の読者に簡単に見分けられるのは異国化である。このとき、翻訳者の
存在が際立って見える。 
では具体的にはどのような翻訳が自国化あるいは異国化なのか。藤濤（2005）は Vinay 
& Darbelnet（1958/1995）の翻訳方法に基づき、STのどの要素を伝え、何を変更した
かという視点から 9つの翻訳方法を挙げる。具体的には以下の通りである。 
・ 移植：STの綴りを導入する（形式） 
・ 音訳：STの音声面を導入する（形式） 
・ 借用翻訳：語の構成要素の意味を訳す（形式＋内容） 
・ 逐語訳：一語一語に即して主にデノテーションを訳す（形式＋内容） 
・ パラフレーズ：易しい表現に書き換える（内容） 
・ 同化：TT文化内の別のものに置き換える（効果） 
・ 省略：STの要素を全く削除する（結束性） 
・ 加筆：STに含まれていない要素を加える（結束性） 
・ 解説：注などによりメタ言語的に説明する（結束性） 
（藤濤 2005: 33） 
上記の翻訳方法のうち、移植、音訳、借用翻訳、逐語訳、解説は Venuti（1998/2008）
の異国化翻訳方法に相当し、それ以外のパラフレーズ、同化、省略、加筆は自国化と分類
できる。 
以上を踏まえ、本節では（イン）ポライトネス表現を、翻訳戦略の視点から分類し、考
察を行う。 
１５１ 
7.3.1 日本語と中国語字幕におけるポライトネスの翻訳戦略 
本研究では、藤濤（2005）に基づき、収集した 800 例のポライトネス表現が中国語に
翻訳される際に用いられる翻訳方法を分類した。結果を表 7.1に示す。 
藤濤の翻訳方法 出現数 割合 
異 
 
国 
 
化 
移植 0 0.00% 
音訳 0 0.00% 
借用翻訳 0 0.00% 
逐語訳 265 33.00% 
解説 0 0.00% 
自 
 
国 
 
化 
パラフレーズ 218 27.15% 
同化 0 0.00% 
省略 292 36.36% 
加筆 28 3.49% 
合計 803 100.00% 
表 7.1 日本語と中国語字幕におけるポライトネス表現の翻訳戦略 
移植・音訳・借用翻訳はポライトネス表現の翻訳には使われていなかった。確かに、「～
してください」や「ちょっと」をこれらの翻訳方法で字幕にしても、あまり意味はないで
あろう。異国化戦略は逐語訳のみであるが、全体の三分の一で、決して少なくはない。と
はいえ基本的には自国化の翻訳方法が多く用いられ、全体の三分の二を占めている。 
以下、それぞれの翻訳戦略別にポライトネス翻訳を考察する。 
7.3.1.1 逐語訳翻訳 
日本語のポライトネス表現は、逐語訳されることが最も多い（265例）。ポライトネス・
ストラテジーとの関係は次の表の通りである。  
１５２ 
 BoR PPS NPS Off-R 合計 
逐語訳 44 19 196 6 265 
表 7.2 中国語字幕における逐語訳方法の分布 
以下、例文を挙げて、日本語と中国語における逐語訳を見てみよう。 
（3）は、上司が部下にBoRで命令する場面である。原文でも訳文でも緩和なしに FTA
を行っている。 
(3) 副店長の理子が部下の亜紀に指示する （Ps>Ph, D中） 
原文：「だったら あなたが話せてないこと アリーさんに伝えなさい。」 
訳文：“那就将你没有说出来的话告诉艾丽老师。” 
（じゃ、あなたが話さなかったこと、アリー先生に伝えなさい。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 44:05） 
（4）は、話し手が「結婚したら絶対ストレスになりそう」という FTAを行う前に、「彼
氏としてはよかったよ。ルックスもいいし、趣味も豊富」と褒めておくという PPSの例で
ある。字幕でも、ほぼそのまま訳されている。 
(4) 元彼女が大介を評価する （Ps=Ph, D中） 
原文： 「そりゃ あなたは 彼氏としては よかったよ。ルックスもいいし 趣味
も豊富。でも 結婚したら 絶対ストレスになりそうじゃない？」 
訳文：“你是一个很优秀的男朋友，人长的帅兴趣又多，但一旦结了婚就会成为负担
吧。” 
（あなたはすごく優秀な彼氏だ。カッコいいし、趣味も多い。（略）） 
（『家族のカタチ』第 1話 41:00） 
（5）は、量のヘッジ「ちょっと」と、慣習的な間接依頼表現「いいかな」が共起してい
る。いずれもNPSであるが、字幕でも量のヘッジ“一会儿”と慣習的な間接表現“可以…
吗？”でそのまま訳出されている。 
１５３ 
(5) 彼氏が亜紀に依頼する（Ps=Ph, D小） 
原文：「ねっ ちょっとここで仕事してもいいかな？」 
訳文：“我可以在这里工作一会儿吗？” 
（ちょっとここで仕事してもいいか？） 
（『戦う！書店ガール』第 9話 15:16） 
（6）は、話し手が不完全的な表現の「言いさし文」を使用して、Off-Rで依頼をする場
面である。字幕でも不完全な文で訳されているが、このような例は実際には珍しい。 
(6) 店員が理子にこどもの日のイベントを依頼する （Ps <Ph , D中） 
原文：「あの こどもの日のイベントの件なんですけど あれって…」 
訳文：“那个，儿童节的活动…” 
（あの こどもの日のイベントの件なんです…） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 10:31） 
7.3.1.2 パラフレーズ翻訳 
ポライトネス表現は、パラフレーズによって中国語に翻訳される場合も多い（218例）。
この方法が用いられるのは主としてNPSで、Off-Rでは見られなかった。またパラフレー
ズ翻訳において、原文と訳文でポライトネス・ストラテジーは同じであることが多いが、
まれに異なることもある。具体的には、表 7.3のようになる。 
訳文 
原文 
BoR PPS NPS Off-R 合計 
BoR 0 0 5 2 7 
PPS 0 14 6 0 20 
NPS 0 9 182 0 191 
合計 0 23 193 2 218 
表 7.3 中国語字幕におけるパラフレーズ翻訳方法の分布  
以下、具体例によって、日本語と中国語におけるパラフレーズ翻訳方法を見てみよう。 
１５４ 
（7）は、話し手が聞き手に質問される場面である。原文では、敬意表現「ください」の
使用が聞き手との間に距離があることを表すので、話し手が聞き手のネガティブ・フェイ
スに配慮していることがわかる。訳文では、敬意表現の「ください」がなくなり、その代
わりに中国語尊敬呼称の“您”が使われ、聞き手たいする敬意を表している。さらに原文
の直接発話表現が間接表現で訳出されているが、原文も訳文もNPSであることは共通して
いる。 
(7) 取材中、理子が聞かれる（Ps=Ph, D大） 
原文：「ほかに店長としての具体的な抱負を教えてください。」（NPS） 
訳文：“您能再具体讲讲身为店长的抱负吗？”（NPS） 
（“您”＋店長としての抱負を具体的に教えますか？） 
（『戦う！書店ガール』第 5話 13:38） 
（8）では、親友があこがれの職場に異動できることを知って、話し手は親友である聞き
手のためにお祝いを約束する。こうした約束は、聞き手に対して利益になる提案であるは
ずだが、話し手は相手の許可を求める使役形「させて」を使用して提案している。このよ
うな表現は聞き手のネガティブ・フェイスに対する配慮を表している。しかしながら、訳
文では、「させて」という表現がなくなり、その代わりに、パラフレーズ翻訳で PPS 表現
に訳出されている。 
(8) 直美が美術館へ異動できることになり、加奈子も喜ぶ（Ps=Ph, D小） 
原文： 「でも、直美も美術館への異動もうすぐでしょ？やっと夢が叶うんだね。そ
のときは絶対お祝いさせてよ。」（NPS） 
訳文：“不过直美你很快也能被调到美术馆了吧。你也马上能实现梦想了呢。到时候
我一定要帮你好好庆祝一下。”（PPS） 
（…そのときは、絶対いちどきちんとお祝いするよ。） 
（『ナオミとカナコ』第 1話 07:31） 
（9）は、相手の男性に結婚相手としては不向きであると伝える場面である。原文の断定
を避ける表現「じゃない」によって、ポジティブ・フェイスに対する FTAが若干ではある
が抑えられる。訳文では、パラフレーズ翻訳によって、断定を避ける機能を持つ語気助詞
“吧”で訳出される。 
１５５ 
(9) 昔の恋人が大介を評価する （Ps=Ph, D中） 
原文：「そりゃ あなたは 彼氏としては よかったよ。ルックスもいいし 趣味も
豊富。でも 結婚したら 絶対ストレスになりそうじゃない？」（PPS） 
訳文：“你是一个很优秀的男朋友，人长的帅兴趣又多，但一旦结了婚就会成为负担吧。”
（PPS） 
（あなたは優れた彼氏だった。カッコいいし 趣味も豊富。でも、結婚したら、
負担になる＋“吧”） 
（『家族ノカタチ』第 1話 41:00） 
（10）は一緒に行動に参加することを誘う PPS表現である「ましょう」が使われている
が、実際には「時間をおいてください」という依頼を表す。字幕では、パラフレーズ翻訳
によって、「ましょう」がなくなり、その代わりに、相手に強制したくないという気持ちを
表す語気助詞“吧”が用いられており、PPSが NPSで訳されていることになる。 
(10) 妻が夫に提案する （Ps<Ph, D小） 
原文：「ちょっと時間置きましょう。」（PPS） 
訳文：“先给他一些时间吧。”（NPS） 
（ちょっと時間をあげる＋“吧”） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 5話 09:19） 
（11）は、話し手が聞き手に不満を伝える場面である。原文では、話し手(B)が BoRス
トラテジーを用いて、補償行為をせずに聞き手に不満を述べている。しかし、訳文では別
の不満の気持ちを表す表現“不就得了”に置き換えられており、話し手の本当の気持ちは
控え目に伝達されている。 
(11) 大介が初めて見た近所の葉菜子を叱る （Ps(B)=Ph(A), D大） 
原文：A「たこ足配線危ないって言いますよ。」 
B「抜けよ コンセントぐらい。」（BoR） 
訳文：“插头都拔了不就得了。”（Off-R） 
（コンセントくらい全部抜けばいいのに。） 
（『家族ノカタチ』第 1話 09:34） 
１５６ 
7.3.1.3 省略翻訳 
日本語原文のポライトネス表現が中国語に翻訳される際に最も多く使われる翻訳方法は
省略である（292例）。省略によるポライトネス表現の変化を表 7.4のように示す。 
訳文 
原文 
BoR PPS NPS 
Off-R（内数は語気が
原文より強いもの） 
合計 
BoR 0 0 0 0 0 
PPS 23 0 0 0 23 
NPS 120 0 2 0 122 
Off-R 38 0 5 104 (103) 147 
合計 181 0 7 104 (103) 292 
表 7.4 中国語字幕における省略翻訳方法の分布 
表 7.4によると、省略が最も頻繁に用いられるのは原文Off-R表現の翻訳で、BoR表現
では省略は見られない。しかも、省略が使われる場合、訳文のポライトネス表現の丁寧さ
は往々にして原文より低いことがわかる。以下、例文を挙げて、日本語と中国語における
省略翻訳を検討する。 
（12）は、話し手が聞き手を説得する場面である。原文では、話し手が共通基盤を喚起
するポジティブ・ポライトネス表現「よね」を使用して提案しているが、訳文では、「よね」
に対応する表現がない。このため字幕におけるポライトネスの度合いは低下している。 
(12) トレニンーグコーチが葉菜子に提案する （Ps<Ph, D大） 
原文：「ここは一旦 距離を置いてさ どういうつもりなのか 確認したほうがいい
と思うんだよね。」（PPS） 
訳文：“我觉得你应该跟他保持距离，再好好摸清楚他的心思比较好。”（BoR） 
（彼と距離を置いて、ちゃんと彼の気持ちを確認したほうがいいと思う。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 25:07） 
（13）では、話し手は聞き手に依頼している。原文では、話し手が聞き手のネガティブ・
フェイスに配慮して、ヘッジ「ちょっと」で FTAを緩和する。しかし訳文では、ヘッジが
なくなり、FTAの度合いが強くなってしまった。 
１５７ 
(13) 亜紀が理子に依頼する （Ps<Ph, D中） 
原文：「お昼休み 時間ある？ちょっと話したいの。」（NPS） 
訳文：“你午休有时间吗？我想跟你说清楚。”（BoR） 
（お昼休み時間ある？私があなたにちゃんと話したいの。） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 08:23） 
（14）は、注文した料理を聞き手に間違えて食べられてしまったため、話し手がその
ことを指摘する場面である。原文では、話し手は「けど」節で終わる言いさし文によっ
て、人の料理を食べるなという禁止を言葉にせずに、含意で伝えている。これに対して
中国語字幕では、禁止表現が無いのは同じだが、「けど」が訳出されていないため、単に
相手の間違いを BoR で指摘するだけになってしまい、FTA の度合いも強くなる。 
(14) 見知らぬ男性が理子に話しかける。（Ps=Ph, D大） 
原文：「あの 俺のなんだけど そのゴーヤーチャンプルーとチヂミ。」（Off-R） 
訳文：“那个是我的。肉蛋炒苦瓜和海鲜饼。”（BoR） 
（それは私のです。ゴーヤーチャンプルーとチヂミ） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 15:00） 
7.3.1.4 加筆翻訳 
続いて、日本語原文のポライトネス表現が加筆によって翻訳される例を見よう。加筆翻
訳の分布を、表 7.5に示す。 
 
訳文 
原文 
BoR PPS NPS 
Off-R（語気が
原文より強い） 
合計 
BoR 0 0 1 0 1 
PPS 0 0 0 0 0 
NPS 0 0 12 0 12 
Off-R 13 0 1 1 15 
合計 13 0 14 1 28 
表 7.5 中国語字幕における加筆翻訳方法の分布 
１５８ 
表 7.5によると、全体として加筆はOff-R表現の翻訳に多く使用されるのに対して、PPS
表現の翻訳にはみられないという特徴がある。また加筆される場合、原文のポライトネス
表現は常に丁寧さが低いポライトネス表現に翻訳される。以下、ポライトネス表現の加筆
翻訳表現を見てみよう。 
（15）では、原文は「なさい」のみで聞き手のフェイスを配慮せず、あからさまに命令
をしている。それに対して訳文では、相手のネガティブ・フェイスに対する侵害を認める
表現“麻烦（面倒をかける、手数をかける）”を加筆して訳出され、FTAが緩和されている。 
(15) 花澤が娘の恋人である大道寺に命令する （Ps>Ph, D中） 
原文：「結婚 結婚って浮かれる前に もう一度そこを考えなさい。」（BoR） 
訳文：“在你兴冲冲要结婚之前，麻烦你再好好考虑一次。”（NPS） 
（結婚に浮かれる前に、悪いがもう一度きちんと考えなさい。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 14:15） 
（16）では、原文でも訳文でも、慣習的な間接発話表現で依頼しており、聞き手のネガ
ティブ・フェイスに対する配慮を表している。また原文の敬意を表す表現「いただく」が
パラフレーズ翻訳方法で中国語の敬意呼称“您”になっている。しかし訳文では、フェイ
スの侵害を認める表現“麻烦”が加筆されているので、さらに依頼の度合いを和らげられ
ている。 
(16) 直美が客に依頼する（Ps<Ph , D中） 
原文：「印鑑をご用意いただけますか？」（NPS） 
訳文：“能麻烦您准备一下印章吗？”（NPS） 
（“麻烦”+印鑑をご用意いただけますか？） 
（『ナオミとカナコ』第 3話 15:28） 
（17）は、話し手が聞き手に愚痴をこぼす場面である。原文では、話し手が不完全な表
現である言いさし文を用いて、話し手が聞き手に FTA を行いたくない気持ちを伝達する。
訳文では、不完全な表現がなくなり、原文の省略された内容が完全に補充されているが、
話し手は聞き手への不満をはっきり伝えてはおらず、含意にとどめるOff-Rを使っている
という点では原文と同じである。 
１５９ 
(17) 理子がマネジャーに不満を伝える（Ps <Ph , D中） 
原文：「野島マネジャー どうして勝手に閉店のこと…」（Off-R） 
訳文：“野岛经理，你怎么把关店的事说出去了。”（Off-R） 
（野島マネジャー、どうして閉店のことを言い出しますか？） 
（『戦う！書店ガール』第 6話 09:55） 
（18）では、Aはしばらく Bの家に住みたいと頼むが、断られる。原文では、話し手は
「できない、困る」という回答は暗示されているだけで、聞き手のポジティブ・フェイス
（例えば、受け入れてほしい）を侵害する度合いを弱めている。しかし、訳文では加筆翻
訳方法によって、「難しい、困る」（“我们也很难办”）が補充され、BoRではっきりと断り
を伝えている。 
(18) 花澤は父親からの頼みを断る （Ps (B)>Ph (A), D小） 
原文：A「というわけで しばらく世話になる。よろしくな。」 
B「冗談じゃないよね。急にそんなこと言われたってね。」（Off-R） 
訳文：“不要随便开这种玩笑啊。你这么突然我们也很难办。”（BoR） 
（こんな冗談はいい加減にしなよ。急にそんなこと言われても難しい。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 32:05） 
7.3.1.5 まとめ 
日本語原文に見られるポライトネス表現が中国語に翻訳される際に使用される翻訳戦略
の特徴は、以下のようにまとめられる。 
 i. ポライトネス表現は自国化翻訳戦略で翻訳されることが多い（538例、67.0％）。特
に、省略（292例）が最も頻繁に使用されるが、パラフレーズが使用される頻度（218
例）も低くはない。 
 ii. ポライトネス・ストラテジーによって、使用される翻訳方法が異なる。例えば、BoR
表現の中国語訳には省略が見られないが、Off-R 表現では省略が最も頻繫に使用さ
れる（147例）。 
 iii. 自国化翻訳方法が使用される場合、日本語原文のポライトネス表現は中国語字幕で
は、常にポライトネスの低い表現になる。 
１６０ 
7.3.2 日本語と中国語字幕におけるインポライトネスの翻訳戦略 
本節では日本語原文と中国語字幕における112例のインポライトネス表現の翻訳戦略を
検討する。インポライトネス表現の分布を表 7.6に示す。括弧内の数字は、訳文で FTAの
度合いが原文より強い例文の数である。 
 BoRI PIP NIP SMP 合計 割合 
移植 0 0 0 0 0 0.00% 
音訳 0 0 0 0 0 0.00% 
借用翻訳 0 0 0 0 0 0.00% 
逐語訳 10 45(1) 8 9(1) 72(2) 61.02% 
パラフレーズ 7(3) 17(5) 3(2) 3(1) 30(11) 25.42% 
同化 0 0 0 0 0 0 
省略 1 3(2) 0 0 4(2) 3.39% 
加筆 3(2) 2(2) 2 5(4) 12(8) 10.17% 
解説 0 0 0 0 0 0.00% 
合計 21(5) 67(10) 13(2) 17(6) 117(23) 100.00% 
表 7.6 日本語と中国語字幕におけるインポライトネス表現の翻訳戦略 
日本語のインポライトネスの翻訳には、逐語訳、パラフレーズ、省略および加筆という
翻訳方法が見られる。そのうち特に、異国化に属する逐語訳が最も頻繁に使用され、全体
の 6 割強（61.02％）を占める。一方、自国化に属するパラフレーズで訳出される例もし
ばしば見られ、全部の 25.42％である。なお自国化翻訳戦略が使用される際には、訳文の
FTAの度合いが強められる傾向がある。以下、例文を挙げて、それぞれの翻訳ストラテジー
の側面から、インポライトネスの翻訳表現を考察する。 
7.3.2.1 逐語訳翻訳 
表 7.6によれば、日本語原文に現れるインポライトネス表現の翻訳で最もよく使われる
のは逐語訳で、全体の 6割強を占める（72例）。このため、原文のインポライトネス表現
は FTAの度合いがそのまま訳出されることになる。 
１６１ 
（19）は、話し手が聞き手を叱る場面である。原文でも訳文でも、話し手は BoRI表現
を使って、はっきり聞き手の話を遮っている。そのうえ、軽蔑的な呼称の「おやじ」と“老
头”の使用によりフェイス侵害の度合いがさらに強められる。しかし、訳文では、原文の
「どっか行け」が中国語慣用句の“哪儿凉快哪儿呆着去（直訳すると「どこか涼しいとこ
ろならそこへ行ってとどまれ」）”に訳出され、パラフレーズ翻訳となっている。 
(19) 美蘭のお父さんがお爺さんを叱る（Ps<Ph , D小） 
原文：「うるさい おやじ。どっか行けよ。」（BoRI） 
訳文：“烦死了老头。哪儿凉快哪儿呆着去。”（BoRI） 
（うるさい、おやじ。どっか行け） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 40:42） 
（20）は、話し手が聞き手に警告する場面である。原文でも訳文でも、話し手は聞き手
を共通基盤から締め出す表現の「君には関係ない」「余計な口」と“和你没关系”“多嘴”
によって、聞き手のポジティブ・フェイスを侵害している。 
(20) 花澤が大道寺に警告する（Ps>Ph , D中） 
原文：「君には関係ない。とにかく 余計な口を挟むな。」（PIP） 
訳文：“这件事和你没关系，不要多嘴。”（PIP） 
（このことがあなたには関係にない。余計な口を挟むな。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 9話 12:04） 
（21）は、話し手が聞き手の決定に干渉する場面である。原文のNIP表現がそのまま訳
出される逐語訳が使用されている。 
(21) 花澤が大道寺にマンションを買うように催促する（Ps>Ph, D中） 
原文：「さっさと買えよ。どうせ三千 四千万のマンションなんだろ？」（NIP） 
訳文：“赶快买下来啊。不就是个三四千万的公寓吗？”（NIP） 
（さっさと買えよ。たかが三四千万のマンションにすぎないじゃないか？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 12:32） 
（22）は、目の前の相手のことをそうとは言わずに皮肉を言っている場面である。字幕
でもそのまま間接的な悪口で訳されている。 
１６２ 
(22) 大道寺が恋人の父親である相手を皮肉る（Ps<Ph , D中） 
原文：「いや 私は 誰に対しても誠実にやってます。どっかの誰かみたいにあのヒ
ラメ野郎なんて…」（皮肉） 
訳文：“没有，我对任何人都非常真诚。不像某些人，那个马屁精。”（皮肉） 
（いや、私は誰に対して誠実にやってます。どっかの誰かみたいに、あのヒラ
メ野郎。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 12:57） 
7.3.2.2 パラフレーズ翻訳 
インポライトネス表現の翻訳には、パラフレーズの使用頻度も少なくない（30例）。し
かも、パラフレーズ翻訳が使われる場合、訳文のインポライトネス表現の FTAの度合いが
しばしば原文より強くなっている。 
（23）の原文では「やかましい」を連続して使用して強い怒りを表しているのに対し、
訳文ではパラフレーズ翻訳方法によって、三つの異なる罵倒表現で同じく強い怒りを表現
している。 
(23) 花澤が大道寺に罵る （Ps>Ph, D中） 
原文： 「やかましい やかましい やかましい。」 
訳文：“无耻，卑鄙，可恶。” 
（下劣、恥知らず、憎らしい） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 22:32） 
（24）も相手の心配を拒絶し、聞き手のポジティブ・フェイスを脅かしている。訳文の
“轮不到～多嘴巴”（口を挟むのはまだ早い）は原文と内容は異なるが、FTAの度合いは
同程度であろうと思われる。 
(24) 葉菜子が大介の忠告を無視して （Ps=Ph, D小） 
原文： 「あなたに 私の健康管理についてとやかくいわれる筋合いないけどね」 
訳文： “我的健康管理轮不到你来多嘴巴。” 
（私の健康管理について、あなたが口を挟むのはまだ早い。） 
（『家族ノカタチ』第 7話 42:42） 
１６３ 
（25）では、「二十歳も年上の男性と不倫している」という聞き手のプライバシーをわざ
わざ指摘して攻撃している。原文はNIPであるが言いさし文であり、FTAがOff-Rである
分、訳文ではパラフレーズで反語疑問文になるため、原文の方が FTAはやや弱い。 
(25) 美蘭が妹を責める （Ps>Ph, D小） 
原文： 「勝手ってね 20も年上の男と不倫しといて。」 
訳文： “和比自己大 20岁的男人搞婚外情也是自由吗？” 
（20歳も年上の男と不倫するなんて勝手＋“吗”？） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 26:28） 
（26）の秘書（A）は、話し手（B）の父親のために、Bの恋人の情報を集めていた。B
はそのことを知って、「余計なお世話」と「ありがとうございます」という見せ掛けのポラ
イトネスを組み合わせて挨拶するシーンである。訳文でも同様に、「余計なお世話」が“多
管闲事”「余計なお節介をする」に訳出されているが、「ありがとうございます」という表
現がパラフレーズ翻訳で儀礼的常套句である“承蒙”「～していただく」になっている。さ
らに、聞き手を高める敬意呼称の“您”を使うことで、皮肉の度合いを一層強めている。 
(26) 花澤の秘書が美蘭に挨拶する （Ps(B)=Ph(A), D大） 
原文： A「初めまして 常務の秘書の愛川です。」 
B「どうも 余計なお世話ありがとうございます。」 
訳文：“你好 承蒙您多管闲事了。” 
（余計なお世話をしていただきました。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 23:15） 
7.3.2.3 省略翻訳 
インポライトネス表現の翻訳には省略は珍しく、4例のみであった。 
（27）では、原文のタブー語「くそ女」という表現は聞き手のポジティブ・フェイスを
脅かす PIP表現である。訳文では、タブー語を省略する代わりに、動詞の重ね型“试试”
（～してみろ）が相手を脅す気持ちを伝達している。脅しは相手の行動を制約する発話行
為であるため、聞き手のネガティブ・フェイスを侵害する。原文が慣習的依頼表現「しな
いで」＋PIPで、訳文がNIPということになる。 
１６４ 
(27) イベントのゲストが亜紀に怒る （Ps>Ph, D大） 
原文： 「もう二度とその口を開かないで くそ女。」 
訳文： “你再说一个字试试。” 
（一文字また出してみろ。） 
（『戦う！書店ガール』第 1話 41:55） 
7.3.2.4 加筆翻訳 
インポライトネス表現に加筆翻訳が使用される場合、FTAの度合いが高い表現になるの
が普通である。 
（28）は、話し手が聞き手に愚痴をこぼす場面である。原文では、話し手が聞き手への
ネガティブ評価「面倒くさい」をあからさまに伝えたうえで、軽蔑的な呼称「奴」を用い
て、聞き手のポジティブ・フェイスを侵害する。訳文では、原文のネガティブ評価がその
ままに訳出されるが、軽蔑呼称の「奴」が省略されている。ただし、語気を強める機能を
持つ程度副詞“真是”を加え、不満の気持ちは強く伝えられる。 
(28) 大介が友人に不満を伝える（Ps(B)=Ph(A) , D小） 
原文：A「冷たい大介 ようやく俺にも春が来たのに。」 
B「面倒くさい奴だなあ。」 
訳文：“真是烦死人了你。” 
（本当に面倒くさい奴だ。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 6話 10:35） 
（29）では、原文でも訳文でも、話し手がタブーの「バカな男」“蠢男人”を使用して、
聞き手のポジティブ・フェイスを脅かす。訳文では、さらに語気助詞の“啊”が加筆され
て、原文よりポジティブ・フェイスへの侵害の度合いを強めている。 
(29) 美蘭の父親が大道寺を評価する（Ps>Ph , D中） 
原文：「馬鹿な男だ 君は。本当に。」 
訳文：“你真是个蠢男人啊。” 
（君は本当に馬鹿な男だ＋“啊”） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 41:14） 
１６５ 
（30）は、相手に忠告をする場面である。原文では、間接発話表現によって聞き手の私
生活が父親として好ましくないと述べており、明らかに NIPである。字幕でも、ほぼ相当
する表現で訳されているが、パラフレーズ翻訳ストラテジーのために間接発話表現ではな
くなり、その代わりに語気助詞“吧”を付けて直接発話表現となった。そのうえ、“倒不
如”（むしろ）の加筆がさらに FTAの度合いを強めている。 
(30) 大道寺が花澤に提案する （Ps<Ph, D中） 
原文：「いや あなたこそ あんな若いお姉さんとイチャイチャしてる暇あったら  
もっと息子さんのこと 気にかけてあげたらどうですか。」 
訳文：“倒是您，有空和年轻姑娘卿卿我我的话，倒不如多关心一下自己的儿子吧。” 
（あなたこそ、若いお姉さんとイチャイチャしている暇があったら、むしろ
もっと息子のこと気にかけてあげた方がいいです＋“吧”。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 5話 11:26） 
（31）では、（26）と同じように、原文でも訳文でも、話し手は評価する対象を曖昧に
指摘しながらネガティブ評価をすることで、聞き手への皮肉を伝達する。訳文では、悪口
の“厚着脸皮”が加筆され、話し手が聞き手への皮肉がさらに強くなっている。 
(31) 大道寺が恋人の父親が働いている会社を評価する（Ps<Ph, D中） 
原文：「こっちは あの 誠実な商売やってんです。どっかの総合商社みたいにアコ
ギな商売やってるわけじゃないんです。」 
訳文：“但我是诚实的生意人。不像某家综合商社，会厚着脸皮做一些贪得无厌的事
情。” 
（でも私、誠実な商売やってます。どっかの総合商社みたいに厚かましくてア
コギな商売やってるわけじゃないんです。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 3話 12:47） 
7.3.2.5 まとめ 
日本語原文と中国語字幕におけるインポライトネス表現の翻訳戦略の特徴は次のとおり
である。 
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i. 日本語のインポライトネス表現の翻訳には、異国化翻訳である逐語訳が最も多く（72
例）、全部の半分強である。その一方で、自国化翻訳であるパラフレーズで翻訳する
ことも珍しくない（30例）。 
ii. 日本語のインポライトネス表現が自国化翻訳される際には、FTAの度合いが強めら
れる傾向がある。 
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第８章 結論 
8.1 本論文のまとめ 
本論文では、B&Lのポライトネス理論とCulpeper（1996, 2005）のインポライトネス
理論に基づき、日本語原文と中国語字幕翻訳に見られる（イン）ポライトネス表現にどの
ような異同が存在するか、存在するとすればそれはなぜかを考察した。また Vinay & 
Darbelnet（1958/1995）が唱え、藤濤（2005）が展開した翻訳方法の観点からも（イ
ン）ポライトネス表現の翻訳戦略を検討した。具体的には、日本語ドラマの台詞を起点テ
クスト（ST）とし、対応する中国語の字幕を目標テクスト（TT）として、それぞれの（イ
ン）ポライトネス表現形式を分析し、比較対照することを通じて、翻訳における（イン）
ポライトネス・ストラテジー相違を、文化的な要因とともに解明した。 
本研究の研究課題は次の通りであった。 
1) 日本語において、（イン）ポライトネスはどのように表現されるか 
2) 中国語字幕において、対応する（イン）ポライトネスはどのように表現されるか 
3) 日本語と中国語字幕翻訳における（イン）ポライトネス表現形式の相違は何か 
4) 日本語と中国語字幕翻訳における（イン）ポライトネス・ストラテジーに相違はあ
るか、もしあるとすれば、どのような相違か、そしてその原因は何か 
以下にその分析結果をまとめる。 
8.1.1 字幕翻訳におけるポライトネス表現 
第 5章では、B&Lのポライトネス理論に基づき、日本語の台詞に見られるポライトネス
表現をOff-R、NPS、PPSと BoRの四つのポライトネス・ストラテジーに分類し、それぞ
れが中国語字幕にどのように表されているかを考察した。 
1）Off-Rストラテジー 
Off-R表現として、言いさし表現を検討した。本論文では、逆接の接続助詞で終わる言
いさし文、原因・理由を表す順接の接続助詞で終わる言いさし文および述語が省略され
た言いさし文という三種類に分けた。結果として、「述語省略」の場合を除き、主節を
補って中国語に訳すことは稀である。したがって、Off-R のストラテジーは Off-R のま
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ま訳されていることになる。ただし、接続助詞はほとんど訳出されないため、形の上で
は BoR の陳述文となってしまい、原文よりもポライトネスの度合いが低くなってしま
うという特徴があった。 
2）NPS ストラテジー 
NPS 表現として、本稿ではヘッジ、敬意を示す表現、慣習的な間接表現並びに謝罪表
現を分析した。 
まずヘッジであるが、原文で最も多かったヘッジは「ちょっと」「と思う」であった。そ
のうち、中国語字幕に対応表現を持つのはコーパス全体の 6割強しかない。なお、日本語
のヘッジを中国語に翻訳する際、語気助詞（“吧”“呢”など）や動作を軽く行うことを
示す程度副詞（“一下”“一会儿”“谈一谈”など）を使用して、FTAを緩和することが
多かった。 
ヘッジの「と思う」と「ちょっと」は訳には現れないことが多いが、FTAが相手のネガ
ティブ・フェイスとポジティブ・フェイスの両方に対するものである場合や、FTAが非常
に大きい場合には訳出されることが少なくない。逆に言えば、そうでないときには訳出さ
れないことが多いのである。ヘッジの出現回数が日本語よりも少ないということは、中国
語は日本語よりもポライトネス・ストラテジーの使用が控えられていることを示している。 
ヘッジ訳出の有無と FTAはどのような関係があるかについて、聞き手が話し手に及ぼす
力 Pが大きい場合では、原文のヘッジが往々に対応する FTAを緩和する表現に翻訳される
という結果が明らかになった。その一方、話し手と聞き手間の社会距離Dでは、ヘッジが
BoRで訳されるNPSになるかは分からない。原文のヘッジがBoRに訳されることがある
ということは、FTA緩和の必要性が低い、つまり、中国語は日本語よりも FTAの重さの値
が低めに計算されることを示唆している。 
次に、敬意表現については、尊敬語、謙譲語、恩恵表現と「させて」形に分類して検討
した。その結果、中国語の字幕における敬意表現は全体に訳出されない傾向が強かった。
具体的には、中国語字幕では、日本語の尊敬語と謙譲語を訳出することは少ないが、動作
を軽く行うことを示す表現（“尝一尝”“见个面”など）や尊敬呼称の“您”を使用して、
聞き手を高めることが多い。 
日本語の恩恵表現はしばしば中国語の尊敬を表す語彙“请”で訳出されるが、恩恵表現
を訳出せず、量のヘッジ、語気助詞や相手の自由を侵害してしまうことを認める表現を利
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用して FTAを緩和することも少なくない。すべての場合で恩恵表現が出現する日本語と比
べ、中国語では一般的にポライトネス・ストラテジーが少ないことになる。 
「させて」形も中国語の字幕には現れないことが多いが、中国語の許可を表す表現や語
気助詞を加えて、FTAの度合いを和らげることもある。 
敬意表現訳出の有無が FTAとの関係について、非常に頻繁に使用される「ください」の
考察によって、相手が親しくない場合や上位の場合には訳出されやすく、W(x)の値が大き
ければ大きいほど、敬意を表す訳になりやすいことがわかる。その一方、すべての場合で
恩恵表現が出現する日本語と比べ、一般的にポライトネス・ストラテジーを使わない中国
語の方がW(x)の値を低く見積もりがちであると言える。 
間接表現については、否定間接表現と肯定間接表現に分類して考察を進めた。否定間接
表現は肯定疑問文形式で訳出され、FTAの度合いが強くなる用例が多く、肯定表現は中国
語の慣習的な表現（“能・可以”「できる」など）、あるいは価値判断のモダリティ表現（“行
吗”“好吗”「いい」など）に訳出されることが多かった。 
間接表現訳出の有無と FTAの関係について、肯定間接表現と否定間接表現「もらえない
か」を除き、FTAが大きくなるにつれて、否定間接発話表現が中国語字幕においても間接
発話行為で訳出されやすいということを明らかにした。 
謝罪表現については、フェイス侵害の事実を認める表現と許しを請う表現という二つに
分けて分析したところ、日本語台詞における見られる謝罪表現がほとんど中国語字幕では
復元されるということがわかった。 
これらの結果から、日本語台詞に見られるNPS表現が中国語字幕における翻訳表現は以
下のようにまとめられる。 
日本語台詞では現れるNPS表現が中国語字幕においてもNPS表現で翻訳されるのは最
も多い（75.44％）。日本語のNPS言語形式が中国語に翻訳される際に、FTAを緩和する
ため、語気助詞（例えば、“吧”“嘛”など）、自由侵害を認める表現（例えば、“麻烦”な
ど）、また動作を軽く行うことを示す表現（例えば、“一下”“看看”“谈一谈”）などがよく
用いられる。 
日本語の NPS 表現が NPS のまま中国語に翻訳された用例が全体の 7 割強を占める一
方で、原文よりポライトネスの度合いが低くなるストラテジー、特に BoR に訳出される
ことも多かった。つまり、同じ FTAに対して、中国語の方は FTAの度合いを低く見積も
る傾向があると考えられる。 
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3）PPSストラテジー 
PPS 表現の考察に目を向けると、日本語台詞における見られる PPS 表現の用例が相当
少なくて、62例にすぎない。本稿では、中国語字幕において PPS表現がどのように表さ
れているかについて、主に「共通基盤を主張する」および「話し手と聞き手は協力者であ
ることを示す」という二つのストラテジーを中心に考察した。その結果は以下のようにま
とめられる。 
共通基盤を主張する PPSを、さらに「（聞き手への興味、賛意、共感を）誇張する」表
現、「聞き手の意欲を理解して気に掛ける」ことを表す終助詞の「ね」「よね」、また不一
致を避ける表現の三つに分けて検討した。まず、「（聞き手への興味、賛意、共感を）誇張
する」日本語表現は、中国語の字幕でも、一般にそのままに訳出されていた。次に、話し
手と聞き手の認識の融合を図る終助詞「ね」「よね」使われる頻度が高いが、省略される
場合が多い。あるいは、中国語字幕では、FTAを弱める機能を持つ中国語助詞（例えば、
“吧”）になることもあるが、FTAを強める助詞（例えば、“啊”）が加えられる場合も
ある。また、聞き手のポジティブ・フェイスに配慮するヘッジが、中国語の字幕ではさま
ざまに翻訳されていた。 
協力者であることを示す PPSとして、本稿では相手を行為に巻き込む表現「ましょう」
を対象として検討した。その結果、「ましょう」は中国語の包括表現（例えば、“我们”“大
家”“一起”など）に訳出される場合が多いものの、訳出されず、補償行為なしにあから
さまに FTAを行うこともあった。 
以上から、日本語の台詞に見られる PPS のうち、コーパス全体の 5 割強しかが訳出さ
れていなかった。FTAを弱める語気助詞が使われることもあるが、逆に FTAを強める語
気助詞が現れることも少なくなかった。つまり、原文 PPS 表現の半分が字幕でもそのま
ま PPS 表現であるが、およそ全体の 37.10％程度で、原文より丁寧さを低くなってしま
う BoRストラテジーで訳出されていた。このことから、中国語では日本語よりもW(x)の
値を低めに見積もることが多いことが示唆される。 
4）BoRストラテジー 
日本語原文で BoR が頻繁に見られる場面は、命令、断りや反駁などである。中国語字
幕では同じBoRによる訳出が全体の 82%を占める。ただし、FTAの侵害度合いを和らげ
る機能を持つ語気助詞（例えば、“吧”）、自由侵害を認める表現（例えば、“麻烦”）など
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の使用により、丁寧さが原文より高い表現に訳出される例文も存在した。 
以上の分析結果を基に、日本語台詞におけるポライトネス表現及び対応する中国語字幕
では表される特徴が以下のようにまとめて示す。 
日本語の原文のポライトネス・ストラテジー表現が中国語字幕において翻訳される際に、
同じストラテジー復元されるのは 575 例（71.88%）である。そのうち、Off-R、NPS お
よび PPS は中国語の字幕にはあまり現れないが、BoR 表現は比較的よく訳出される。つ
まり、原文よりポライトネスの度合いが低いストラテジーを使用することが多い（211例、
26.38%）。このことから、同じ FTA であっても、中国語は日本語よりも FTA の度合い
Wxを低めに計算すると示唆される。 
8.1.2 字幕翻訳におけるインポライトネス表現 
第 6章では、Culpeper（1996, 2005）に基づき、日本語原文のインポライトネス表現
（皮肉・慇懃無礼、NIP、PIP、BoIR）延べ 112例と、中国語字幕のインポライトネス表
現と比較した。その結果は、以下のようにまとめられる。 
日本語原文の皮肉・慇懃無礼表現は、中国語字幕では一般的にそのまま訳出される。さ
らに、FTA の度合いを強める機能を持つ中国語（語気助詞や程度副詞など）を使用して、
皮肉の度合いを強くすることも少なくない。 
NIP 表現には、聞き手に負債があることを明示的に示す表現や、プライバシーを侵害す
る表現という二つの側面から考察した。中国語字幕では、NIP 表現はほとんどそのまま訳
出されるだけでなく、程度副詞や語気助詞を用いて、NIPの度合いを強める場合もある。 
PIP には、軽蔑表現と蔑称の使い、締め出し、不適当なアイデンティティ・マーカーの
使用、タブーの言葉や無関心や無関係を示す表現という六つのストラテジーがあり、日本
語原文のインポライトネス表現で最も多く、全体の 5割強を占める。結果としては、原文
の PIPのうち、四分の三が中国語の字幕にそのまま訳出されるが、軽蔑表現が追加された
り、程度副詞（“真是”など）を使用したりするなどにより、FTAの度合いが強くなるこ
とがある。その一方、日本語の「お前」に対応するぞんざいな呼称が中国語になく、“你”
で訳出されると、FTAの度合いが原文より弱くなることがある。しかしそれを除けば、FTA
は強くなることが多い。 
BoRI表現も中国語の字幕ではそのまま訳出されるだけでなく、程度副詞（“真是”“好”
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など）、語気助詞（“啊”）および誇張表現により、FTA の度合いが強められることも多
い。 
日本語原文と中国語字幕のインポライトネス表現の特徴は以下のようにまとめられる。 
軽蔑的な呼称を除き、インポライトネス表現が中国語に訳出されないことは稀である。
全体の 7割程度のインポライトネス表現が、中国語の字幕では、そのまま翻訳または復元
されている。ただし、同じインポライトネス表現とはいっても、中国語字幕では、程度副
詞や誇張表現や語気助詞の使用によって、日本語台詞より失礼な度合いが強められる場合
が多いと言える（20.5％）。 
日本語台詞のポライトネス表現が中国語字幕では、丁寧さが低いポライトネス表現に訳
出されるということを対照とすれば、インポライトネス・ストラテジーでは、ストラテジー
のタイプはほとんど変わらなくても、FTAが強められがちであるということは、字幕制作
者が原文と同じ表現では FTAが弱いと感じたからであろう。つまり、ポライトネスと同じ
くインポライトネスでも、中国語ではW(x)の値が低く計算されがちであることが示唆され
るのである。 
8.1.3 （イン）ポライトネス・ストラテジー選択の相違とその原因 
第 7章では、B&Lのポライトネス理論に基づき、日本語原文と中国語字幕におけるポラ
イトネス表現の違いが生じる要因を、日本と中国社会間のエートスの違いに求めた。さら
に、Venuti（2008）の「自国化（domestication）」翻訳と「異国化（foreignization）」
翻訳理論と、藤濤（2004）の翻訳方法に基づき、中国語字幕における（イン）ポライトネ
ス表現の翻訳戦略を検討した。 
1）日本社会と中国社会におけるポライトネス表現の相違の文化的原因 
日本社会と中国社会では、P、D、Rxの重要性に違いがある。 
まず、日本社会は高 P/D社会である。そのため、B&L のモデルから予想される通り、
日本社会では NPS や Off-R が多く見られる。それに対して中国社会は、D 値と P 値が日
本社会より低い傾向にあることから、中国字幕では、日本語原文よりもBoRもしくは PPS
が用いられる場合が多い。以上から、B&Lのモデルの正しさが裏付けられる。 
また、ネガティブ・フェイスを重視する日本社会では、自分のパーソナル・スペースも
他者のパーソナル・スペースも大切にされるのに対し、ポジティブ・フェイスを重視する
１７３ 
中国社会は、逆に互いのパーソナル・スペースを共有することが PPSとなる。例えば、プ
ライベートな質問は、日本社会では負担度 Rxの高い FTAとなりうるが、中国社会では必
ずしもそうではないのである。 
FTAの重さは P、D、Rx値の合計であるWxの数値によって決まるから、Wxの全般的
レベルは中国社会より日本社会のほうが大きい。Wx が大きくなる日本社会では、より丁
寧なポライトス・ストラテジー（Off-R や NPS）が用いられ、Wx が相対的に小さい中国
社会では、あからさまに FTAを行うBoRや PPSを使用する傾向が見られる。Wxの値に
応じて、用いられるポライトネス・ストラテジーも異なるのである。 
日本語の台詞に現れるポライトネス表現が中国語に翻訳される際に、原文より丁寧さを
落とす場合がしばしば見られるが、これは同じ行為であっても、日本語原文でのWxが中
国語訳文における Wx よりも高いためである。Wx が下がるために、字幕ではポライトネ
スの低いストラテジーが用いられる。 
逆に、インポライトネス表現の側面からみると、同じフェイス侵害行為であっても、日
本語原文に現れるインポライトネス表現が、中国語に翻訳する際に、原文より FTAの度合
いを強くなることがある。これもWxの値の違いによって説明がつく。 
2）日本語と中国語字幕における（イン）ポライトネス表現の翻訳戦略 
中国語字幕におけるポライトネス表現は、自国化されることが多く（538 例）、全体の
67％を占める。特に、省略が最も頻繁に使用される（36.36％）。ただし、異国化に属する
逐語訳翻訳も少なくない（33％）。 
自国化の際には、日本語原文のポライトネス表現は、常に丁寧さが低いポライトネス表
現になるということがわかった。また、翻訳方法の使用頻度とポライトネス・ストラテジー
にも相関関係があった。例えばBoR表現の翻訳には、省略翻訳方法が見られないが、Off-
R表現が中国語に翻訳される際には、省略が最も頻繫に使用される（147例）。 
インポライトネス表現については、異国化である逐語訳で訳出されることが非常に多く
（69例）、全部の半分強を占めるが、自国化に属するパラフレーズで翻訳する場合も珍し
くない（27.35％）。さらに、インポライトネス表現が自国化翻訳される際には、FTAの度
合いが強められる傾向が見られた。 
１７４ 
8.2 今後の課題 
本研究では、ポライトネス表現は数多く収集できたが、分析が不十分なストラテジーも
少なくない。またデータの量は多いが、相関関係や日中間の有意差を統計的に分析するに
は至らなかった。さらに、インポライトネス表現は数量自体が十分に集められなかった。
今後の研究では、データをさらに数多く収集して、より説得力のある分析を行いたい。 
本研究では、日本語と中国語における（イン）ポライトネス表現の言語形式について比
較対照し、その相違点をいくつかを指摘したうえで、文化要因と翻訳戦略の選択も分析し
た。今後はこれらの成果を、適切なコミュニケーション能力の指導や、字幕における翻訳
戦略研究に役立てることができれば幸いである。 
この論文はファンサブの翻訳作品に注目して（イン）ポライトネス表現の相違点と翻訳
戦略の分析をしたが、公式字幕において（イン）ポライトネス表現の相違が生じる場面も
無数に存在する。本研究の結果により、公式字幕における（イン）ポライトネス表現の相
違点と翻訳戦略の問題が明らかとなり、公式字幕とファンサブ字幕翻訳における（イン）
ポライトネス表現の翻訳特徴が解明されることを期待したい。 
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